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1 事業内容等 

（１）事業名 アジア IT ビジネス活性化推進事業（ハンズオン・運用業務) 

（２）事業期間 令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日 

（３）事業目的 

「アジア IT ビジネス活性化推進事業」補助金が広く活用されるよう、AI・IoT・ビッグデータ

等の先進的な技術を持つ県内の情報通信関連企業に加え、沖縄県内での事業展開について意欲の

ある県外、国外の情報通信関連企業、データを活用した事業改善に意欲のある県内企業等を対象

に事業の告知等を行い、応募者の発掘に努めるとともに、補助金の交付決定を受けた者に対する

助言、指導、事業の進捗管理等の支援を行う。 

https://www.pref.okinawa.jp/site/shoko/johosangyo/koubo/r3_ajiait.html 

令和 3 年度アジア IT ビジネス活性化推進事業に係る企画提案募集について より 
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2 事業実施体制 

   

        当事業に係る ISCO 内の実施体制は、以下の通り。 
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3 事業実施計画 

委託業務内容に対する実施計画は、大きく 3 段階のフェーズに分けられる。 

① フェーズ１（4 月～6 月） 

実施作業として、本事業公募にむけての候補事業者の発掘活動、事前相談を含む応募書類

作成の支援、採択への企画提案審査員会の運営が主になる。また、令和 3 年度第一四半期中

に過年度事業者に対して、第 17 号様式を提出いただき、過年度事業の進捗状況の追跡調査を

行う。 

② フェーズ２（7 月～12 月） 

 本年度の補助事業者が採択された後は、月次の定例管理を各事業者と行い、必要に応じて

事業完成に向けてのハンズオン支援を提供する。本年度は参加限定の中間報告会を設け、

ISCO 職員以外の有識者からの意見、コメントをいただき、事業化への参考としてのアドバイ

スをいただく場を設ける。また、過年度事業者に対しての詳細な調査を行い、継続的支援の

内容を確定・実施する。 

③ フェーズ３（1 月～3 月） 

フェーズ 2 同様、補助事業者へのハンズオン支援を提供し、2 月末の補助事業の完成に向け

の支援業務を行う。2 月の事業終了後には、本年度の成果発表の場として、有識者を招聘した

成果報告会を開催する。更に、事業の締めと同時に、次年度に向けての候補事業者の掘起し

のため、先端的テクノロジーや市場の DX 動向等をテーマとしたセミナーやイベントを開催

し、事業の周知を行う。 

 

 

フェーズ 時期 業務内容

フェーズ１ ４月～６月

⑴ 補助事業者等の募集・発掘
① 受託者は、本事業補助金が広く活用されるよう、AI・IoT・ビッグデータ等の先進的な技術を持つ県内の情報

通信関連企業に加え、沖縄県内での事業展開について意欲のある県外、国外の情報通信関連企業、データを
活用した事業計画の意欲のある者等を対象に事業の告知、公募説明会、企業訪問等を行い、補助事業者の
発掘に努めること。

② 実証活動を行うためのテストフィールドの紹介やテストベッド環境構築等に係る支援など、補助事業者の
発掘に必要な環境整備に努めること。

③ 受託者は、事業目的、事業内容が明確に伝わるよう、沖縄県と協議の上、補助事業者を募集するための企画
提案応募要領及び仕様書を作成し、公募すること。

④ 受託者は、本事業補助金への応募予定者に対し、事前相談等を実施し、事業計画のブラッシュアップについ
て支援を行うこと。

⑤ 本事業補助金への申請事業者に、事業の内容、事業の実施方法、事業の実施行程、事業工程、事業の効果
及び事業に要する経費等を記載した事業計画等を提出させること。

⑵ 企画提案等審査委員会の運営等
① 受託者は、補助事業者の選定に当たって開催する、企画提案等審査委員会の設置運営、

書類作成等に関する事務を実施すること。
② 企画提案等審査委員会の構成員については、県と協議の上、選定すること。
③ 企画提案等審査委員会は、事業者からの応募状況に応じて臨機に開催できるよう情報産業振興課と連携を

図ること。

⑶ 補助事業者のハンズオン支援等
① 補助金交付申請書、事業計画書の受付、内容確認及び補正の助言
⑭ 平成30 年度～令和２年度までの補助事業者が開発したソフトウェア、サービス等及び同年度の補助事業者が

構築したビジネスモデルの活用状況、展開状況、効果測定等に関する追跡調査の実施
⑮ 令和２年度の補助事業者に対するビジネスモデルのブラッシュアップ及び事業化の支援（IT活用ビジネス

モデル・テストベッド構築支援事業）
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フェーズ 時期 業務内容

フェーズ２ ７月～１２月

⑶ 補助事業者のハンズオン支援等
② 補助事業者の事業の遂行状況の確認及び助言
④ 各種専門家の助言等による、補助事業者が実施する情報システム等の開発及び収益モデルのブラッシュアッ

プに関する支援
⑤ 補助対象者が開発するソフトウェア等、実証するビジネスモデル等のユーザー発掘に関する支援
⑥ 補助対象事業者が開発するソフトウェアの効果的な海外展開に関する支援

（沖縄アジアITビジネス創出促進事業（アジアITビジネスモデル部門））
⑦ 金融機関や経営支援機関との面談機会の提供や、ビジネスモデルの対象となる産業分野に関する事業者や

業界団体等に対するヒアリングの実施、産業ニーズに関する情報の収集・分析など、補助事業者が構築する
ビジネスモデルのブラッシュアップに関する支援

⑧ 県内外の関連企業や本県で実施される他の実証事業などとの連携促進、各種専門家による技術的な助言等、
補助事業者が実施するビジネスモデルの開発に関する支援

⑨ ビジネスモデルの機能や効果の検証に必要な実証活動を行うためのテストフィールドの紹介やテストベッド
環境構築等に係る支援、関係者間の調整対応、実証結果の検証など、補助事業者が実施する実証活動に関する
支援

⑩ プロモーション手法や収益モデル化の検討など、ビジネスモデルの事業化に向けた支援
⑪中間報告会企画、運営及びResorTech Expo 2021 in Okinawaでの事業発表会企画、運営
⑫ 平成30 年度～令和２年度までの補助事業者が開発したソフトウェア、サービス等及び同年度の補助事業者が

構築したビジネスモデルの活用状況、展開状況、効果測定等に関する追跡調査の実施
⑬ 平成30年度～令和2年度の補助事業者に対するビジネスモデルのブラッシュアップ及び事業化、技術高度化等を

含むハンズオン支援
⑭セミナー、イベント等を含む次年度事業に向けての掘起し活動の企画、運営
⑮その他補助事業管理のために必要な事項

フェーズ 時期 業務内容

フェーズ３ １月～３月

⑶ 補助事業者のハンズオン支援等
② 補助事業者の事業の遂行状況の確認及び助言
③ 補助事業実績報告書その他事業の成果に関する書類の受付、内容確認及び補正の助言
④ 各種専門家の助言等による、補助事業者が実施する情報システム等の開発及び収益モデルのブラッシュアッ

プに関する支援
⑤ 補助対象者が開発するソフトウェア等、実証するビジネスモデル等のユーザー発掘に関する支援
⑥ 補助対象事業者が開発するソフトウェアの効果的な海外展開に関する支援

（沖縄アジアITビジネス創出促進事業（アジアITビジネスモデル部門））
⑦ 金融機関や経営支援機関との面談機会の提供や、ビジネスモデルの対象となる産業分野に関する事業者や

業界団体等に対するヒアリングの実施、産業ニーズに関する情報の収集・分析など、補助事業者が構築する
ビジネスモデルのブラッシュアップに関する支援

⑧ 県内外の関連企業や本県で実施される他の実証事業などとの連携促進、各種専門家による技術的な助言等、
補助事業者が実施するビジネスモデルの開発に関する支援

⑩ プロモーション手法や収益モデル化の検討など、ビジネスモデルの事業化に向けた支援
⑪ 補助事業に関する成果報告会の実施
⑫ 平成30 年度～令和２年度までの補助事業者が開発したソフトウェア、サービス等及び同年度の補助事業者が

構築したビジネスモデルの活用状況、展開状況、効果測定等に関する追跡調査の実施
⑬ 平成30年度～令和２年度の補助事業者に対するビジネスモデルのブラッシュアップ及び事業化、技術高度化の

ハンズオン支援
⑭セミナー、イベント等を含む次年度事業に向けての掘起し活動の企画、運営
⑮その他補助事業管理のために必要な事項
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3-1 補助事業者等の募集・発掘に関すること 

（１） 支援対象候補者の募集・マッチング・応募拡大 

・メルマガによる募集（ISCO、他関連事業団体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．告知原稿フォーム例 

 

・WEB 広告による告知（Facebook） 

 (1)一次公募：投稿（4/15～） 

NO 支援機関 配信件数 配信媒体

1 ISCO 200 メルマガ配信

2 ITBridge 200 〃

3 インダストリンク 240 〃

4 OCVB 700 〃

5 沖縄県産業振興公社 〃

6 沖縄総合事務局 2,268 〃

7 総務省沖縄総合通信事務所 106 〃

8 沖縄銀行 関係者向け周知

9 琉球銀行 関係者向け周知

10 （一社）沖縄県発明協会 38 〃

11 沖縄県中小企業団体中央会 〃

12 中小企業基盤整備機構 315 〃

13 沖縄振興開発金融公庫 100 〃

14 IoTビジネス推進コンソーシアム沖縄 関係者向け周知

15 フィンテック協会 438 メルマガ配信

16 沖縄県農業研究センター 100 〃

17 沖縄県水産海洋技術センター 〃

18 中小企業庁 沖縄県よろず支援拠点 2,400 〃

19 ITコーディネーター協会 〃

20 NPO法人ITコーディネータ沖縄（ITC沖縄） 〃

21 沖縄県中小企業家同友会 〃

22 MICEネットワーク HP掲載

23 沖縄県情報産業協会
メルマガ配信

HP掲載

24 一般社団法人トロピカルテクノプラス

25 株式会社沖縄TLO 関係者向け周知

小計 7,105
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公募開始後に２回投稿しリーチ数は２回の合計数値を示している。 

 ・リーチ数： 

  沖縄アジア（908）、テストベッド（1,452）、IoT 利活用（1,326）、 

データ利活用（488）、金融（888） 

  要件変更（一括投稿：5/10）（781） 

 (2)二次公募：投稿（6/3～） 

 ・リーチ数：  

  沖縄アジア（335）、テストベッド（709）、IoT 利活用（244）、 

データ利活用（330）、金融(296) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・情報通信関連企業への打診 

・過去事業者への打診 

 過年度事業者、事前相談事業者等：約 305 発信 

・WEB サイトの構築（事業内容紹介） 

・ lagoon オンライン配信 

 スモールビジネス創出支援部門についての詳細をお伝えするピンポイントイベントの実施 

・企画提案応募要領の作成、仕様書の作成 

・申請事業者の事業計画書作成支援（事前相談）を実施し、 

 一次相談事業者:39 事業者 二次相談事業者:7 事業者 に対し支援を行い応募へとつなげた 

 

（２） 企画提案等審査委員会の運営等 

・委員については、所管である情報産業振興課と協議するものとし、公正な審査を実施するた

め外部有識者等による「審査委員会」を組織した。 

・審査委員会は外部有識者で組織し、案件について「審査」及び「採択に関する提言」を行う

だけでなく、採択期間中、「事業計画の進捗及び成果について報告を受ける」とともに支援対

象事業者へ「アドバイス」を行っていただく事により、採択案件の事業計画達成の確度を高

めることにご協力いただいた。 

  

※リーチ数 

Facebook ページの投稿を見た人（オーガニックリーチ

（フォローしている人・フォローしていない人を含む））

の総数 
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（３） ハンズオン業務 

補助金交付申請書、事業計画書の受付、内容確認及び補正の助言 
・一次公募受付（5 月 17 日） アジア IT１件、テストベッド 12 件、金融１件、利活用１件合計 15

社の申請書受付支援を ISCO にて実施、事前に必要書類等の確認を行っていたため特に問題なく行

われた。 
・二次公募受付（6 月 28 日）テストベッド 6 件の申請書受付支援を ISCO にて実施、一次公募で不

採択になった事業者に対し申請内容の見直しを行い全社再申請へつなげた 

 
 

（４） 支援対象者の事業管理 

・成果物 ＋ ＷＢＳ＋ 課題の 3 点を通じて、本事業全体のマネジメントを行った。 

各支援対象事業者のプロジェクトに対して、遂行状況の確認及び適切な助言･指導を行うた

め、何を･いつまでに･どのように実行していくのかを明確にし、これら項目の定例的な管理

を、上記 3 点を通じて、本事業全体のマネジメントを行った。 

 
 

・ビジネスモデル・技術情報展開支援 

補助事業者のシステム開発･構築を支援するため、最新の IoT、ビジネスモデルにまつわる有

益情報について、沖縄県内外の各種専門家と連携して情報提供・支援を行った。 

① 補助事業者が実施する情報システム等の開発及び収益モデルのブラッシュアップに関
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する支援 

② 労働生産性の向上に資するソフトウェアの開発に関する支援 

③ 技術的な助言等、補助事業者が実施するビジネスモデルの開発に関する支援 

④ 県内外の関連企業や本県で実施される他の実証事業などとの連携促進 

 
・海外事業展開調査支援 

補助対象事業者が開発するソフトウェアの効果的な海外展開に関する支援をおこなった。 

連携先として、ジェトロ、中小機構、沖縄県産業振興公社、商工会議所など公的機関との有

機的連携を行うことで、支援対象事業者への十分なサポートが可能と考えた。 

 

 

・ビジネスモデルの事業化に向けた支援 

各支援対象事業者のビジネスモデルのブラッシュアップ等を支援するため、以下のような支

援を実施した。 

① 金融機関や経営支援機関との面談機会の提供や、対象となる産業分野の事業者や業界団

体等に対するヒアリングを実施し、産業ニーズに関する情報収集・分析・調査の支援 

② プロモーション手法や収益モデル化の検討など、事業化に向けた支援 

③ ソフトウェア等、実証するビジネスモデル等のユーザー発掘に関する支援 
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（５） 平成 30 年度、平成 31 年度、令和 2 年度事業に係るフォローアップの実施 

平成 30、 31 年度及び令和 2 年度の補助事業者のフォローアップ等を支援するため、以下

のような支援を実施した。 

① 補助事業者が開発したソフトウェア、サービス等及び同年度の補助事業者が構築したビ

ジネスモデルの活用状況、展開状況、効果測定等に関する追跡調査の実施 

② 補助事業者に対するビジネスモデルのブラッシュアップ及び事業化の支援 

 

 
 

（６） 事業周知、候補事業者掘り起し活動に関すること 

事業の周知・事業者掘り起こしのため、事例セミナーの開催および事業のアーカイブサイトの構

築を行った。 
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3-2 アジア IT ビジネス活性化推進事業（IoT 利活用促進）に関すること 

（１） ｱｼﾞｱ IT ﾋﾞｼﾞﾈｽ活性化推進事業(IoT 利活用促進)の採択中止に関すること 

一次公募 一次審査での状況は以下の通りであった。()内は不採択 

      応募事業者数：      2 事業者 

        ・アジアＩＴビジネス活性化推進事業（IoT 利活用促進） 0 社(1 社) 

        ・アジアＩＴビジネス活性化推進事業（データ利活用促進） 0 社(1 社) 

二次公募を実施したが、応募 0件であったため、沖縄県と相談し三次以降の公募は行わず、本年度

は採択を行わないこととなった。 

 

3-3 金融関連ビジネスモデル創出促進事業に関すること 

（１） 金融関連ビジネスモデル創出促進事業の採択中止に関すること 

一次公募 一次審査での状況は以下の通りであった。()内は不採択 

      応募事業者数：      1 事業者 

        ・金融関連ビジネスモデル創出促進事業   0 社(1 社) 

二次公募を実施したが、応募 0件であったため、沖縄県と相談し三次以降の公募は行わず、本年度

は採択を行わないこととなった。 
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4 事業実施報告 

4-1 補助事業者等の募集および支援に関すること 

（１） 支援対象候補者の募集・マッチング・応募拡大 

本事業の目的や内容が明確に伝わるよう、沖縄県と協議の上、補助金交付要綱に基づき公募要領

を作成し、支援対象候補者を募集するともに、事前相談に応じ、支援対象候補者の掘り起こしを実

施した。 

緊急事態宣言下での取り組みとして、オンラインでの公募説明会（録画配信）を実施した。支援

対象候補者掘り起こしを効率的に実施するために、ISCO 会員や連携している公的機関、県内の

MOU 締結先等の他に県内の情報通信関連企業に加え、沖縄県内での事業展開に意欲のある県外の

情報通信関連企業等を対象に告知や説明会を実施し募集発掘致した。 

 

※補助事業者等の募集・発掘については、３-１．補助事業者等の募集・発掘に関すること（１）

支援対象候補者の募集・マッチング・応募拡大 参照 

 

【公募要領作成】 

  沖縄県承認日 ：令和 3 年 4 月 12 日（月） 

  ISCO・HP 掲載日 ：一次公募：令和 3 年 4 月 13 日（火） 

    二次公募：令和 3 年 5 月 27 日（木） 

 

下記事業の公募要領、企画提案仕様書、応募申請書を作成し公募を案内した。 

① 令和 3 年度 沖縄アジアＩＴビジネス創出促進事業（以下、沖縄アジア） 

② 令和 3 年度 ＩＴ活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジ

ネスモデル実証部門（以下、テストベッド（他産業）） 

③ 令和 3 年度 ＩＴ活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 スモールビジネス

創出支援部門（以下、テストベッド（スモール）） 

④ 令和 3 年度 金融関連ビジネスモデル創出促進事業（以下、金融関連） 

⑤ 令和 3 年度 アジアＩＴビジネス活性化推進事業（IoT 利活用促進）（以下、IoT 利活用） 

⑥ 令和 3 年度 アジアＩＴビジネス活性化推進事業（データ利活用促進）（以下、データ利

活用） 

 

【公募説明会】コロナ禍のため説明会を自粛。動画配信へ変更 

開催日時：令和 3 年 4 月 13 日（火）～令和 3 年 6 月 28 日（月） 

開催場所：WEB による動画配信 
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テストベッド（他産業）の情報提供サイト。他の 5 事業も同様にサイトを制作 
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【事前相談会】 

本事業の応募予定者に対し、事前相談を実施し、応募申請書の企画内容・事業計画のブラ

ッシュアップについて支援を実施した。 

 

○一次公募 

開催日時：令和 3 年 4 月 6 日（火）～令和 3 年 5 月 14 日（金） 

開催場所：オンライン相談会もしく那覇市 IT 創造館会議室（予約制） 

※コロナ対策を実施した上での会議 

 

       事前相談事業回数：    41 事業者 50 回 

① 沖縄アジアＩＴビジネス創出促進事業   2 回 

② ＩＴ活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 

 他産業連携型ビジネスモデル実証部門   27 回 

③ ＩＴ活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 

 スモールビジネス創出支援部門    12 回 

④ 金融関連ビジネスモデル創出促進事業   1 回 

⑤ アジアＩＴビジネス活性化推進事業（IoT 利活用促進） 6 回 

⑥ アジアＩＴビジネス活性化推進事業（データ利活用促進） 1 回 

・合致せず       1 回 

 

No. 日付 部門 事業者名 打合せ形式 

1 4/6 IoT 利活用 株式会社アクセルエンターメディア ISCO3F 会議室 

2 4/8 テストベッド

（他産業） 

名護パイン園＆ゴールドバリュークリ

エーション 

ISCO 小禄オフ

ィス 

3 4/12 テストベッド

（他産業） 

ホクセイトレーディングASIA株式会社 ISCO4F 会議室 

4 4/14 データ利活用 株式会社オプテージ オンライン 

5 4/14 テストベッド

（他産業） 

沖縄富士通システムエンジニアリング ISCO5F 会議室 

6 4/14 テストベッド

（他産業） 

株式会社 NSD オンライン 

7 4/15 テストベッド

（他産業） 

カサイエレック株式会社 ISCO5F 会議室 

8 4/16 IoT 利活用 株式会社アクセルエンターメディア ISCO4F 会議室 

9 4/19 テストベッド

（スモール） 

アーリーワールド株式会社 アーリーワール

ド株式会社 

10 4/19 金融関連 株式会社ソルパック オンライン 

11 4/19 テストベッド

（他産業） 

株式会社琉球ネットワークサービス ISCO4F 会議室 
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12 4/20 テストベッド

（他産業） 

株式会社ソリューションズ ISCO4F 会議室 

13 4/20 テストベッド

（他産業） 

株式会社エスアイエス ISCO3F 会議室 

14 4/20 テストベッド

（他産業） 

株式会社ユニバーサルブレーンシステ

ム（特定非営利活動法人亜熱帯総合研究

センター） 

ISCO4F 会議室 

15 4/20 沖縄アジア ITS システムサービス株式会社 ISCO4F 会議室 

16 4/21 テストベッド

（他産業） 

株式会社 SPEC ISCO5F 会議室 

17 4/21 IoT 利活用 HAYABUSA 株式会社 オンライン 

18 4/22 IoT 利活用 株式会社くみき オンライン 

19 4/22 テストベッド

（スモール） 

パシフィックハイウェイ沖縄合同会社 ISCO4F 会議室 

20 4/23 テストベッド

（他産業） 

株式会社国建システム ISCO4F 会議室 

21 4/26 テストベッド

（スモール） 

アーリーワールド株式会社 2 回目 オンライン 

22 4/27 テストベッド

（他産業） 

株式会社国際システム ISCO4F 会議室 

23 4/28 テストベッド

（スモール） 

株式会社 Transfers オンライン 

24 4/28 テストベッド

（スモール） 

ビットノット株式会社 ISCO5F 会議室 

25 4/28 テストベッド

（他産業） 

株式会社ユニバーサルブレーンシステ

ム（特定非営利活動法人亜熱帯総合研究

センター） 

オンライン 

26 4/30 テストベッド

（スモール） 

株式会社 ISLAND ISCO4F 会議室 

27 4/30 テストベッド

（スモール） 

一般社団法人スポーツツーリズム沖縄 オンライン 

28 4/30 合致せず ビーラボ ISCO4F 会議室 

29 4/30 テストベッド

（他産業） 

名護パイン園＆ゴールドバリュークリ

エーション 2 回目 

オンライン 

30 4/30 テストベッド

（他産業） 

株式会社りゅうせきフロントライン オンライン 

31 5/6 テストベッド

（他産業） 

FPT コンサルティングジャパン株式会

社 

オンライン 
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32 5/6 テストベッド

（他産業） 

株式会社 OKINAWA RESORT LAB オンライン 

33 5/6 テストベッド

（他産業） 

株式会社レイメイコンピュータ ISCO4F 会議室 

34 5/7 テストベッド

（他産業） 

ジャパンケーブルキャスト株式会社 オンライン 

35 5/7 テストベッド

（他産業） 

ジャパンケーブルキャスト株式会社 オンライン 

36 5/7 テストベッド

（他産業） 

JTA インフォコム株式会社 オンライン 

37 5/7 テストベッド

（スモール） 

HelloWorld 株式会社  オンライン 

38 5/10 テストベッド

（他産業） 

株式会社りゅうせきフロントライン 2

回目 

オンライン 

39 5/10 沖縄アジア ITS システムサービス株式会社 2 回目 オンライン 

40 5/11 テストベッド

（他産業） 

株式会社 DXIA オンライン 

41 5/11 テストベッド

（他産業） 

Kenko Leaf 合同会社 オンライン 

42 5/11 テストベッド

（スモール） 

アーティサン沖縄株式会社 オンライン 

43 5/11 テストベッド

（スモール） 

HelloWorld 株式会社 2 回目 オンライン 

44 5/12 IoT 利活用 株式会社カレンティア オンライン 

45 5/13 テストベッド

（スモール） 

株式会社 Link Co-Creation ISCO4F 会議室 

46 5/13 IoT 利活用 NEC ソリューションイノベータ株式会

社 

オンライン 

47 5/13 テストベッド

（他産業） 

株式会社ソリューションズ 2 回目 ISCO4F 会議室 

48 5/13 テストベッド

（スモール） 

HelloWorld 株式会社 3 回目 オンライン 

49 5/14 テストベッド

（他産業） 

株式会社カレンティア 2 回目 オンライン 

50 5/14 テストベッド

（他産業） 

ジャパンケーブルキャスト株式会社 2

回目 

オンライン 
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○二次公募 

開催日時：令和 3 年 6 月 1 日（火）～令和 3 年 6 月 25 日（金） 

開催場所：オンライン相談会もしく那覇市 IT 創造館会議室（予約制） 

※コロナ対策を実施した上での会議 

 

       事前相談事業回数：    25 事業者 33 回 

① 沖縄アジアＩＴビジネス創出促進事業   2 回 

② ＩＴ活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 

他産業連携型ビジネスモデル実証部門   16 回 

③ ＩＴ活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 

スモールビジネス創出支援部門   12 回 

④ 金融関連ビジネスモデル創出促進事業   1 回 

⑤ アジアＩＴビジネス活性化推進事業（IoT 利活用促進） 2 回 

⑥ アジアＩＴビジネス活性化推進事業（データ利活用促進） 0 回 

 

No. 日付 部門 事業者名 打合せ形式 

1 6/1 テ ス ト ベ ッ ド

（スモール） 

株式会社 Transfers2 回目 オンライン 

2 6/2 テ ス ト ベ ッ ド

（スモール） 

パシフィックハイウェイ沖縄合同会

社 2 回目 

オンライン 

3 6/3 テ ス ト ベ ッ ド

（他産業） 

株式会社カレンティア 3 回目 オンライン 

4 6/3 金融関連 株式会社ソルパック 2 回目 オンライン 

5 6/3 テ ス ト ベ ッ ド

（他産業） 

株式会社 HENZA オンライン 

6 6/4 テ ス ト ベ ッ ド

（スモール） 

株式会社 Transfers3 回目 オンライン 

7 6/7 テ ス ト ベ ッ ド

（他産業） 

株式会社 L.I.T オンライン 

8 6/7 テ ス ト ベ ッ ド

（他産業） 

株式会社 hais オンライン 

9 6/9 テ ス ト ベ ッ ド

（他産業） 

株式会社チャレンジ オンライン 

10 6/9 テ ス ト ベ ッ ド

（他産業） 

株式会社レフトステージ オンライン 

11 6/9 テ ス ト ベ ッ ド

（他産業） 

株式会社レイメイコンピュータ 2 回

目 

オンライン 

12 6/10 テ ス ト ベ ッ ド

（スモール） 

ナウレッジ株式会社 オンライン 
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13 6/11 テ ス ト ベ ッ ド

（スモール） 

まちなか ME センター株式会社 オンライン 

14 6/11 テ ス ト ベ ッ ド

（他産業） 

一般社団法人災害ドローン沖縄ORG オンライン 

15 6/11 テ ス ト ベ ッ ド

（他産業） 

琉球放送株式会社 オンライン 

16 6/11 テ ス ト ベ ッ ド

（他産業） 

 イノベスタ株式会社 2 回目 オンライン 

17 6/14 IoT 利活用 NEC ソリューションイノベータ株式

会社 2 回目 

オンライン 

18 6/14 テ ス ト ベ ッ ド

（スモール） 

株式会社 Rewso オンライン 

19 6/14 テ ス ト ベ ッ ド

（他産業） 

ゴールドバリュークリエーション オンライン 

20 6/15 沖縄アジア コンサルティングサポート株式会社 オンライン 

21 6/15 IoT 利活用 HAYABUSA 株式会社 2 回目 オンライン 

22 6/16 テ ス ト ベ ッ ド

（スモール） 

株式会社 Transfers4 回目 オンライン 

23 6/16 テ ス ト ベ ッ ド

（他産業） 

エヌ・ティ・ティ・コミュニケーショ

ンズ株式会社 

オンライン 

24 6/17 テ ス ト ベ ッ ド

（他産業） 

ジャパンケーブルキャスト株式会社

3 回目 

オンライン 

25 6/18 テ ス ト ベ ッ ド

（スモール） 

株式会社 Transfers5 回目 オンライン 

26 6/18 テ ス ト ベ ッ ド

（他産業） 

 イノベスタ株式会社 オンライン 

27 6/22 テ ス ト ベ ッ ド

（スモール） 

株式会社 Transfers6 回目 オンライン 

28 6/22 沖縄アジア 株式会社 Rinnovation オンライン 

29 6/22 テ ス ト ベ ッ ド

（他産業） 

株式会社マストトップ オンライン 

30 6/22 テ ス ト ベ ッ ド

（他産業） 

株式会社オーシーシー オンライン 

31 6/24 テ ス ト ベ ッ ド

（スモール） 

ナウレッジ株式会社 2 回目 オンライン 

32 6/24 テ ス ト ベ ッ ド

（スモール） 

パシフィックハイウェイ沖縄合同会

社 3 回目 

オンライン 

33 6/25 テ ス ト ベ ッ ド

（スモール） 

株式会社 Rewso2 回目 オンライン 
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【応募申請書の受付】 

公募申請書類の作成支援を実施し、期限内に応募申請書を受け付けた。 

 

○一次公募 

受付期間：令和 3 年 4 月 12 日（月）～令和 3 年 5 月 17（月）正午まで 

開催場所：那覇市ＩＴ創造館 会議室等にて受付 

 

○二次公募 

受付期間：令和 3 年 5 月 28 日（金）～令和 3 年 6 月 28（月）正午まで 

開催場所：那覇市ＩＴ創造館 会議室等にて受付 

 

（２） 企画提案等審査委員会の運営等 

補助事業者の選定に向けた企画提案等審査委員会の設置運営、書類作成等に関する事務を実施

した。また、企画提案等審査委員会の構成員については、情報産業振興課と協議のうえ選定し、

事業者からの応募状況に応じて臨機に開催できるよう調整を行った。開催概要は下記の通り。 

※別添：「14_企画提案等審査委員会資料 第１回審査評価委員会_実施概要」参照 

 

① 目的 

一般財団法人沖縄ＩＴイノベーション戦略センター（以下、「ISCO」とする）は、沖縄県か

らの委託を受けて、「令和 3 年度アジアＩＴビジネス活性化推進事業」を実施している。当事業

の補助事業者選定にあたって、応募企業の企画・提案内容、事業実施能力等の審査を目的に

「企画提案等審査委員会」を開催した。 

 

② 開催概要 

(ア) 標題：令和 3 年度アジアＩＴビジネス活性化推進事業」企画提案等審査委員会 

(イ) 審査事業： 

A) 沖縄アジアＩＴビジネス創出促進事業 

B) ＩＴ活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモ

デル実証部門 

C) ＩＴ活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 スモールビジネス創出支

援部門 

D) 金融関連ビジネスモデル創出促進事業 

E) アジアＩＴビジネス活性化推進事業（IoT 利活用促進） 

F) アジアＩＴビジネス活性化推進事業（データ利活用促進） 

(ウ) 審査方法： 一次審査（書類選考）及び二次審査（プレゼンテーション審査） 

(エ) 日時・場所： 

 ○一次公募 

  一次審査：令和 3 年 5 月 26 日（水） 沖縄県庁等 



4-9 

 

二次審査：令和 3 年 6 月 8 日（火） 那覇市 IT 創造館 2 階 大会議室 

 ○二次公募 

  一次審査：令和 3 年 7 月 5 日（月） 沖縄県庁等 

二次審査：令和 3 年 7 月 19 日（月） MECAL45 5 階 研修室（大） 

(オ) 内容：企画提案等審査委員会 

(カ) 審査委員： 

 沖縄県 商工労働部 情報産業振興課 

 内閣府 沖縄県総合事務局 経済産業部 地域経済課 

 沖縄振興開発金融公庫 新規事業育成出資室 

 国立大学法人琉球大学 工学部工学科社会基盤デザインコース 

 一般財団法人 沖縄 IT イノベーション戦略センター 

(キ) 参加者：本事業の応募企業 

(ク) 参加人数：審査委員及び事務局（約 15 名）、応募企業（2～3 名） 

(ケ) 主催：沖縄県、一般財団法人沖縄 IT イノベーション戦略センター 

 

③ 構成委員の選定 

審査委員会については、外部有識者で組織し、案件について「審査」及び「採択に関する

提言」を行うだけでなく採択期間中、「事業計画の進捗及び成果について報告を受ける」とと

もに支援対象事業者へ「アドバイス」を行う事で採択案件の事業計画達成に寄与する人選を

行った。 

 なお、本年度においては、コロナ禍の現状を鑑み、県内有識者のみで構成した。 

 

A) 審査委員会 委員構成 

No. 審査員 備考 

1 

沖縄県 商工労働部 情報産業振興課 情報産業政策の専門家として公明正大に審

査いただく。 

課長 大嶺 寛 

2 

内閣府 沖縄県総合事務局 経済産業部 地域

経済課  

産業政策の専門家として、県内への経済波

及効果という視点で公明正大に審査いただ

く。 情報政策専門官 山口 一 

3 
沖縄振興開発金融公庫 新規事業育成出資室 金融系の専門家として、公明正大に審査い

ただく。 上席調査役 宮崎泰輔 

4 

国立大学法人琉球大学 工学部工学科社会基

盤デザインコース 

データ流通基盤を考慮し、オープンデータ

活用を提唱されている学識経験者・専門家

として公明正大に審査いただく。 准教授 神谷大介 

5 

一般財団法人 沖縄 IT イノベーション戦略

センター 

ＩＴイノベーションの実現により社会に貢

献するという視点で公明正大に審査を行

う。 理事長 稲垣 純一 

 ※別添：「14_企画提案等審査委員会資料 各審査委員就任依頼文書」参照 
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B) 審査委員会設置要綱 ※別添：「14_企画提案等審査委員会資料 審査評価委員会設置要

綱」参照 

C) 審査委員会審査要領 ※別添：「14_企画提案等審査委員会資料 第１回審査評価委員会_

審査要領」参照 

 

④ 一次審査（結果通知および二次審査開催通知） 

 応募のあった企業の申請書をもとに、書類による一次審査（ISCO および沖縄県担当者）を

実施した。審査数は次の通り。 

 ○一次公募 

      応募事業者数：      15 事業者 

        (1)沖縄アジアＩＴビジネス創出促進事業   1 社 

        (2)ＩＴ活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 

  他産業連携型ビジネスモデル実証部門   7 社 

        (3)ＩＴ活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 

  スモールビジネス創出支援部門    4 社 

        (4)金融関連ビジネスモデル創出促進事業   1 社 

        (5)アジアＩＴビジネス活性化推進事業（IoT 利活用促進） 1 社 

        (6)アジアＩＴビジネス活性化推進事業（データ利活用促進） 1 社 

 ○二次公募 

       応募事業者数：      8 事業者 

        (1)沖縄アジアＩＴビジネス創出促進事業   0 社 

        (2)ＩＴ活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 

  他産業連携型ビジネスモデル実証部門   5 社 

        (3)ＩＴ活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 

  スモールビジネス創出支援部門    3 社 

        (4)金融関連ビジネスモデル創出促進事業   0 社 

        (5)アジアＩＴビジネス活性化推進事業（IoT 利活用促進） 0 社 

        (6)アジアＩＴビジネス活性化推進事業（データ利活用促進） 0 社 

 

A) 審査書類チェックシート 

 応募申請時には、応募にかかる必要書類の有無等について確認を行っており、一次審査で

は、応募要件に該当するか否かを判定するチェックシートを作成した。 

 ※別添：「14_企画提案等審査委員会資料 申請書類チェックシート」参照 

B) 一次審査表・一次審査結果（コメント）について 

 ISCO の各担当者による審査を実施し、評価シート・評価コメント表にて集計を行った。 

 ※別添：「14_企画提案等審査委員会資料 ＜一次公募・二次公募＞１次審査」参照 
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C) 一次審査結果通知・二次審査開催案内 

 上記、審査結果をもとに応募のあった企業へ審査結果を通知した。通知内容は次の通り。 

 （ ）内は不採択数。 

 ○一次公募 

      応募事業者数：      15 事業者 

        (1)沖縄アジアＩＴビジネス創出促進事業   1 社 

        (2)ＩＴ活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 

  他産業連携型ビジネスモデル実証部門   7 社 

        (3)ＩＴ活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 

  スモールビジネス創出支援部門    4 社 

        (4)金融関連ビジネスモデル創出促進事業   0 社(1 社) 

        (5)アジアＩＴビジネス活性化推進事業（IoT 利活用促進） 0 社(1 社) 

        (6)アジアＩＴビジネス活性化推進事業（データ利活用促進） 0 社(1 社) 

 ○二次公募 

       応募事業者数：      8 事業者 

        (1)沖縄アジアＩＴビジネス創出促進事業   0 社 

        (2)ＩＴ活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 

  他産業連携型ビジネスモデル実証部門   5 社 

        (3)ＩＴ活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 

  スモールビジネス創出支援部門    3 社 

        (4)金融関連ビジネスモデル創出促進事業   0 社 

        (5)アジアＩＴビジネス活性化推進事業（IoT 利活用促進） 0 社 

        (6)アジアＩＴビジネス活性化推進事業（データ利活用促進） 0 社 

 

 ※別添：「14_企画提案等審査委員会資料 応募事業者一覧（一次審査結果）」参照 

 ※別添：「14_企画提案等審査委員会資料 結果通知」参照 

 

⑤ 二次審査 

 下記の実施概要の二次審査会を実施した。一次審査結果通知ののち、二次審査（プレゼン

審査）に関する資料要綱を通知し、審査会がスムーズに進行するよう事前調整を行った。 

 ※別添：「14_企画提案等審査委員会資料 案内資料（注意事項）」 

運営にあたっては、事務局スタッフ（ISCO）にて、対応し、「会場調整」「審査委員調整」

「審査会レクチャー」「進行管理」「記録・報告」等、すべての業務を内製化して行った。 

 

A) 審査日時・場所 

 ○一次公募 

  令和 3 年 6 月 8 日（火） 那覇市 IT 創造館 2 階 大会議室 

 ○二次公募 

  令和 3 年 7 月 19 日（月） MECAL45 5 階 研修室（大） 
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i. 所要時間：20 分程度（プレゼンテーション 10 分、質疑応答 10 分程度） 

ii. 審査方法：プレゼンテーション審査 
  ※別添：「14_企画提案等審査委員会資料 一次・二次公募_二次審査会_運営マニュアル」

参照 

 

B) 一次公募：実施記録 

 ※委員長は会議室（オフライン）、委員・事業者はオンライン参加 

    
 

C) 二次公募：実施記録 

 ※委員長は会議室（オフライン）、委員・事業者はオンライン参加 

  
 

D) 二次審査結果について 

 事業ごとに審査を行い、採択事業者を内定し審査結果報告書（審査結果・議事録・附帯事

項等）を作成し、沖縄県へ提出した。 

 ※別添：「14_企画提案等審査委員会資料 審査評価委員会報告書・議事録」 

 ※別添：「14_企画提案等審査委員会資料 二次審査表（各審査委員コメント）」 

  



4-13 

 

 

⑥ 事業者あて二次審査結果（採択（内定））通知について 

 下記の企業（コンソーシアム企業）へ採択（内定）通知を行った。 

 ○一次公募：7 社 

 ○二次公募：7 社 

 

採択者は以下の通り。 

 

事業者１ 沖縄アジア ITS システムサービス×モアアジア【一次公募】 

事業者２ テストベッド（スモール）HelloWorld【一次公募】 

事業者３ テストベッド（スモール）ビットノット【一次公募】 

事業者４ テストベッド（スモール）パシフィックハイウェイ沖縄【二次公募】 

事業者５ テストベッド（他産業）エスアイエス×リスタート琉球【一次公募】 

事業者６ テストベッド（他産業）OTS サービス経営研究所×アイ・ムーヴ×沖縄ツーリ

スト【一次公募】 

事業者７ テストベッド（他産業）りゅうせきフロントライン×りゅうせき【二次公募】 

事業者８ テストベッド（他産業）レイメイコンピュータ×琉球民芸センター【二次公

募】 

事業者９ テストベッド（他産業）ユニバーサルブレーンシステム×くみき×亜熱帯総合

研究センター【一次公募】 ※後にユニバーサルブレーンシステム×くみきに

変更 

事業者１０ テストベッド（他産業）ゴールドバリュークリエーション×ジョイ×スポー

ツデータバンク沖縄【二次公募】 

事業者１１ テストベッド（他産業）国建システム【一次公募】 

事業者１２ テストベッド（他産業）HENZA×オキスマ【二次公募】 

事業者１３ テストベッド（他産業）イノベスタ×薬正堂【二次公募】 ※後にイノベス

タ単独に変更 

事業者１４ テストベッド（スモール）Transfers【二次公募】  ※後に辞退 

 

 ※別添：「14_企画提案等審査委員会資料 評価点集計表・結果通知」参照 
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（３） ハンズオン業務 

① 交付申請書の提出 

沖縄県から採択の提言を受けた企業を対象に、沖縄県への補助金交付申請の事務手続きを行っ

た。 

 

一次公募 採択事業者７社 交付決定日：令和 3 年 7 月 1 日（木） 
補助事業 申請企業 

プロジェクト概要 交付決定額 
プロジェクト名 

沖縄アジア IT ビジネス

創出促進事業 
ITS システムサービス株式会社 
株式会社モアアジア 

人手＋紙に頼っている在ベトナム

日系企業、及びミャンマー・中国

からベトナムへ生産移転する日系

企業へリアルタイム性の高いモバ

イル対応 ERP の必要性を促す為

のプロジェクト【対象国：ベトナ

ム、日本】 

4,552,000 
ERP「Cladia」スマホ対応化開発プ

ロジェクト 
 

IT ビジネスモデル・テス

トベッド構築支援事業 

スモールビジネス創出支

援部門 

HelloWorld 株式会社 学校現場の DX 化、効果的学習実

現のために①AI ファシリテータ

ー、②英文法自動添削機能、③教

科書で学習した単語・イディオム

の活用判定機能を開発し、学校で

実証する。 

5,000,000 

主体的な学び・教員負担軽減を目

指す英語教育 DX システム開発 

IT ビジネスモデル・テス

トベッド構築支援事業 

他産業連携型ビジネスモ

デル実証部門 

株式会社 OTS サービス経営研究

所 
アイ・ムーヴ株式会社 
沖縄ツーリスト株式会社 

スマートフォンでの顔認証チェッ

クインシステムを構築し、レンタ

カー及び宿泊施設の顧客に対し

て、非対面で一元化された受付サ

ービスの提供を目指す。 

10,000,000 

顔認証によるシームレスチェッ

クイン構築事業 
IT ビジネスモデル・テス

トベッド構築支援事業 

他産業連携型ビジネスモ

デル実証部門 

株式会社ユニバーサルブレーン

システム 
株式会社くみき 
NPO 法人亜熱帯総合研究センタ

ー 

さとうきび IT 農業実装に向けた

関連技術の開発と実証を実施す

る。そこで、ビレットプランタ自

動操舵植付作業、ドローンによる

農薬散布作業、ハーベスタ自動操

舵収穫作業において、下記の実施

項目１～実施項目３について技術

の開発と実証を行う。なお、実証

地域としては、県内でさとうきび

産業が最も活発な地域の一つで、

近年機械化が急速に進展し、農家

の平均経営規模も大きく機械作業

に適した宮古地域を対象とする。 

10,000,000 
IT 農業実装に向けた関連技術の

開発と実証 

IT ビジネスモデル・テス

トベッド構築支援事業 

他産業連携型ビジネスモ

デル実証部門 

株式会社 国建システム 監視対象者の異常を早期発見し迅

速な蘇生処置を施すことを目的

に、対象者の動作・呼吸をモニタ

リングし異常事態時に警告を発す

るシステムの構築と検証を行う。 

10,000,000 
生存検知支援システム 
 

IT ビジネスモデル・テス

トベッド構築支援事業 

他産業連携型ビジネスモ

デル実証部門 

株式会社エスアイエス 
株式会社リスタート琉球 

救急搬送時に介護施設の持つ利用

者情報を円滑に病院へ伝達するこ

とで、介護職員や救急病院の負担

軽減と生産性向上を目的としたシ

ステム開発である。 

10,000,000 介護施設ー救急病院間情報連携

システム構築事業 

IT ビジネスモデル・テス

トベッド構築支援事業 

スモールビジネス創出支

援部門 
 

ビットノット株式会社 予 約 顧 客 管 理 シ ス テ ム

「OKABAN-陸版-」をマーケティ

ングツールへ進化させ、ダイビン

グ業界で働く人の業務削減と、顧

客や販売のデータ活用による売り

上げ増加を併せ、労働生産性を向

上させる。 

5,000,000 

ダイビングの業務改善＆マーケ

ティングシステムの開発 
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二次公募 採択事業者６社 交付決定日：令和 3 年 8 月 2 日（金） 
補助事業 申請企業 

プロジェクト概要 交付決定額 
プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テス

トベッド構築支援事業 

スモールビジネス創出支

援部門 

パシフィックハイウェイ沖縄合

同会社 
現場店舗のデジタルパネルと遠隔

地の有能オペレーターがアバター

を介しバーチャル接客を行いなが

ら、物産の宣伝や販促を進め県内

物産販売業のビジネス回復への支

援を行う。 

4,850,000 非接触型 DX ショップのアバター

による遠隔接客事業 
 

IT ビジネスモデル・テス

トベッド構築支援事業 

他産業連携型ビジネスモ

デル実証部門 

株式会社りゅうせきフロントラ

イン 
りゅうせき 
 

①免税証を OCR と QR によるデ

ータ化有用性の実証を行います。

②照合データを集計し申告帳票を

自動作成するシステムを構築する

ことで、石油販売業者へのサービ

ス販売を目指します。 

9,996,560 

軽油引取税 納税支援プラットフ

ォーム開発実証事業 

IT ビジネスモデル・テス

トベッド構築支援事業 

他産業連携型ビジネスモ

デル実証部門 

株式会社レイメイコンピュータ 
株式会社琉球民芸センター 

IT 技術を用いて付加価値を創造

し感染症対策、省人化を主とした

店舗運営の DX 化の課題を少人数

運営・感染症対策・低コスト型の

新しい運営方法を実現する。 

9,992,000 DX 化による「少人数運営・感染

症対策・低コスト型」店舗構築事

業 

IT ビジネスモデル・テス

トベッド構築支援事業 

他産業連携型ビジネスモ

デル実証部門 

株式会社ゴールドバリュークリ

エーション 
株式会社ジョイ 
スポーツデータバンク沖縄株式

会社 

顔認証基盤システムを開発し、フ

ィットネス、スポーツスクールで

顔認証と検温を取り入れた安全で

効率的な入退室管理の実証を行い

ASPサービスとして全国展開を目

指す。 
 

10,000,000 

顔認証基盤システム他産業活用

プロダクト 

IT ビジネスモデル・テス

トベッド構築支援事業 

他産業連携型ビジネスモ

デル実証部門 

イノベスタ株式会社 
株式会社薬正堂 

 

調剤薬局と患者の信頼関係を構

築、強化のため、双方のコミュニ

ケーションツールとして、アプリ

の試作品を開発、機能検証や店舗

での導入検証、そして導入後の効

果測定を行う。 
 

9,650,124 調剤薬局における患者との信頼

関係構築・強化事業 
 

IT ビジネスモデル・テス

トベッド構築支援事業 

他産業連携型ビジネスモ

デル実証部門 

株式会社 HENZA 「不動産選びの失敗を無くすオン

ライン映像配信マッチングサイ

ト」として LIVE HACK サービス

を開発。不動産選びにおける緊急

性や重要性が高いケースで物件概

要書には載っていない「リアルタ

イムでの現状チェック」「治安情

報」「周辺環境チェック」などをオ

ンライン映像配信を通して提供。

またそれを実現するために「撮影

者探し」「撮影内容」「撮影場所共

有」「配信ツール」「費用交渉」「決

済」などのサービスもワンストッ

プで提供予定である。加えて「コ

ロナ禍における移動の制限」とい

った課題も解決できると考えてい

る。 

6,605,133 

LIVE HACK 開発プロジェクト 

 

※Transfers については、採択後に辞退したため、採択辞退理由書作成支援を行った 
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② 事務処理説明会（採択事業者一覧） 

【事務処理処理説明会】 

採択後の補助金の支出事務処理を説明することを目的に「事務処理説明会・キックオフミ

ーティング」を事業者毎に個別開催した。 

 

●一次公募 採択事業者７社 

開催日時：令和 3 年 7 月 29 日（木）～令和 3 年 7 月 30 日（金） 

開催場所：TEAMS オンライン会議 

 

日時 項目 内容 

7/29 

9:30 

-11:30 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

介護施設ー救急病院間情報連携システム構築事業 

採択事業者名 株式会社エスアイエス 

株式会社リスタート琉球 

7/29 

14:00 

-16:00 

事業名 

プロジェクト名 

沖縄アジア IT ビジネス創出促進事業 

ERP「Cladia」スマホ対応化開発プロジェクト 

採択事業者名 ITS システムサービス株式会社  
株式会社モアアジア 
 

7/29 

14:00 

-16:00 

 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

生存検知支援システム 

採択事業者名 株式会社国建システム 

7/29 

16:00 

-18:00 

  

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 
顔認証によるシームレスチェックイン構築事業 

採択事業者名 株式会社 OTS サービス経営研究所  
アイ・ムーヴ株式会社  
沖縄ツーリスト株式会社 

7/29 

16:00 

-18:00 

  

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 スモールビジネス創出支援部門 

主体的な学び・教員負担軽減を目指す英語教育 DX システム開発 

採択事業者名 HelloWorld 株式会社 

日時 項目 内容 

7/30 

13:00 

-15:00 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 スモールビジネス創出支援部門 

ダイビングの業務改善＆マーケティングシステムの開発 

採択事業者名 ビットノット株式会社 

7/30 

14:00 

-16:00 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

IT 農業実装に向けた関連技術の開発と実証 

採択事業者名 株式会社ユニバーサルブレーンシステム 
株式会社くみき 
NPO 法人亜熱帯総合研究センター 
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●二次公募 採択事業者６社 

開催日時：令和 3 年 8 月 16 日（月）～令和 3 年 8 月 18 日（水） 

開催場所：TEAMS オンライン会議 

 

日時 項目 内容 

8/16 

10:00 

-12:00 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

軽油引取税 納税支援プラットフォーム開発実証事業 

採択事業者名 株式会社りゅうせきフロントライン 

りゅうせき 

日時 項目 内容 

8/17 

10:00 

-12:00 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

顔認証基盤システム他産業活用プロダクト 

採択事業者名 株式会社ゴールドバリュークリエーション 
株式会社ジョイ 
スポーツデータバンク沖縄株式会社 

8/17 

13:00 

-15:00 

 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 
調剤薬局における患者との信頼関係構築・強化事業 

採択事業者名 イノベスタ株式会社 
株式会社薬正堂 

日時 項目 内容 

8/18 

10:00 

-12:00 

  

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 スモールビジネス創出支援部門 

非接触型 DX ショップのアバターによる遠隔接客事業 

採択事業者名 パシフィックハイウェイ沖縄合同会社 

8/18 

13:00 

-15:00 

  

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

DX 化による「少人数運営・感染症対策・低コスト型」店舗構築事業 

採択事業者名 株式会社レイメイコンピュータ 
株式会社琉球民芸センター 

日時 項目 内容 

8/19 

15:00 

-17:00 

  

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

LIVE HACK 開発プロジェクト 

採択事業者名 株式会社 HENZA 
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③ 中間検査の実施 

【中間検査の実施】 

採択事業者１３社について、進捗状況の詳細確認を行うため、ISCO のみで中間検査を

実施した。ISCO にて月次報告内容の精査（証憑確認）を実施した後、検査後課題のある

事業者 4 社（イノベスタ、HENZA、パシフィックハイウェイ、りゅうせき）については

県へ別途報告（中間検査、プロジェクト進捗）を行い対応方法について確認を行った。 

▼中間検査結果 

HENZA：書類不備。人件費に対して出向契約、賃金台帳、社保加入、雇用契約通知書に関する指摘あり 

▼プロジェクト進捗 

HENZA：大幅な進捗遅れ、導入先との調整は順調 

イノベスタ：12/17 に薬正堂の事業（コンソ）からの撤退が決定し、名護中央薬局の実証に切替 

 

開催日時：令和 3 年 12 月 15 日（水）～12 月 28 日（火）  

開催場所：ISCO 会議室 

日時 項目 内容 

12/15 

10:00 

-12:00 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

IT 農業実装に向けた関連技術の開発と実証 

採択事業者名 株式会社ユニバーサルブレーンシステム 
株式会社くみき 
NPO 法人亜熱帯総合研究センター 

12/15 

15:00 

-17:00 

 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

顔認証によるシームレスチェックイン構築事業 

採択事業者名 株式会社 OTS サービス経営研究所  
アイ・ムーヴ株式会社  
沖縄ツーリスト株式会社 

日時 項目 内容 

12/16 

10:00 

-12:00 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 スモールビジネス創出支援部門 

ダイビングの業務改善＆マーケティングシステムの開発 

採択事業者名 ビットノット株式会社 

12/16 

15:00 

-17:00 

 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

生存検知支援システム 

採択事業者名 株式会社国建システム 

日時 項目 内容 

12/26 

9:00 

-12:00 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

軽油引取税 納税支援プラットフォーム開発実証事業 

採択事業者名 株式会社ゴールドバリュークリエーション 
株式会社ジョイ 

スポーツデータバンク沖縄株式会社 

12/21 

13:00 

-15:00 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

介護施設ー救急病院間情報連携システム構築事業 

採択事業者名 株式会社エスアイエス 
株式会社リスタート琉球 
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12/21 

16:00 

-19:00 

  

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

LIVE HACK 開発プロジェクト 

採択事業者名 株式会社 HENZA 

日時 項目 内容 

12/22 

14:00 

-17:00 

  

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 スモールビジネス創出支援部門 

非接触型 DX ショップのアバターによる遠隔接客事業 

採択事業者名 パシフィックハイウェイ沖縄合同会社 

日時 項目 内容 

12/24 

9:30 

-12:00 

事業名 

プロジェクト名 

沖縄アジア IT ビジネス創出促進事業 

ERP「Cladia」スマホ対応化開発プロジェクト 

採択事業者名 ITS システムサービス株式会社  
株式会社モアアジア 

 

12/24 

13:00 

-15:30 

  

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

DX 化による「少人数運営・感染症対策・低コスト型」店舗構築事業 

採択事業者名 株式会社レイメイコンピュータ 
株式会社琉球民芸センター 

12/24 

15:30 

-18:00 

  

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 スモールビジネス創出支援部門 

主体的な学び・教員負担軽減を目指す英語教育 DX システム開発 

採択事業者名 HelloWorld 株式会社 

日時 項目 内容 

12/28 

9:00 

-12:00 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

軽油引取税 納税支援プラットフォーム開発実証事業 

採択事業者名 株式会社りゅうせきフロントライン 
りゅうせき 

12/28 

13:00 

-16:00 

 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

調剤薬局における患者との信頼関係構築・強化事業 

採択事業者名 イノベスタ株式会社 

株式会社薬正堂 
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④ 確定前検査の実施 

【確定前検査の実施】 

採択事業者１３社について証憑類の精査のため確定前検査を実施し、 

ISCO から不足や補足についてフィードバックを行った。 

 

開催日時：令和 4 年 2 月 25 日（金）～3 月 11 日（金） 

開催場所：ISCO 会議室 

 

日時 項目 内容 

2/25 

9:00 

-12:00 

  

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

DX 化による「少人数運営・感染症対策・低コスト型」店舗構築事業 

採択事業者名 株式会社レイメイコンピュータ 
株式会社琉球民芸センター 

日時 項目 内容 

3/2 

15:00 

-18:00  

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 スモールビジネス創出支援部門 

主体的な学び・教員負担軽減を目指す英語教育 DX システム開発 

採択事業者名 HelloWorld 株式会社 

日時 項目 内容 

3/3 

10:00 

-13:00 

  

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

LIVE HACK 開発プロジェクト 

採択事業者名 株式会社 HENZA 

3/3 

13:30 

-17:00 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

介護施設ー救急病院間情報連携システム構築事業 

採択事業者名 株式会社エスアイエス 

株式会社リスタート琉球 

日時 項目 内容 

3/4 

10:00 

-13:00 

  

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 スモールビジネス創出支援部門 

非接触型 DX ショップのアバターによる遠隔接客事業 

採択事業者名 パシフィックハイウェイ沖縄合同会社 

日時 項目 内容 

3/7 

14:00 

-17:00 

事業名 

プロジェクト名 

沖縄アジア IT ビジネス創出促進事業 

ERP「Cladia」スマホ対応化開発プロジェクト 

採択事業者名 ITS システムサービス株式会社  
株式会社モアアジア 

 

日時 項目 内容 

3/8 

10:00 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 
調剤薬局における患者との信頼関係構築・強化事業 
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-13:00 

 

採択事業者名 イノベスタ株式会社 
株式会社薬正堂 

3/8 

14:00 

-17:00 

 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

軽油引取税 納税支援プラットフォーム開発実証事業 

採択事業者名 株式会社りゅうせきフロントライン 
りゅうせき 

3/8 

14:00 

-17:00 

 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

生存検知支援システム 

採択事業者名 株式会社国建システム 

日時 項目 内容 

3/9 

10:00 

-13:00 

 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

軽油引取税 納税支援プラットフォーム開発実証事業 

採択事業者名 株式会社ゴールドバリュークリエーション 
株式会社ジョイ 
スポーツデータバンク沖縄株式会社 

3/9 

14:00 

-17:00 

 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

顔認証によるシームレスチェックイン構築事業 

採択事業者名 株式会社 OTS サービス経営研究所  
アイ・ムーヴ株式会社  
沖縄ツーリスト株式会社 

日時 項目 内容 

3/11 

10:00 

-13:00 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

IT 農業実装に向けた関連技術の開発と実証 

採択事業者名 株式会社ユニバーサルブレーンシステム 
株式会社くみき 

NPO 法人亜熱帯総合研究センター 

3/11 

14:00 

-17:00 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 スモールビジネス創出支援部門 
ダイビングの業務改善＆マーケティングシステムの開発 

採択事業者名 ビットノット株式会社 
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⑤ 確定検査の実施 

【確定検査の実施】 

採択事業者１３社について証憑類の精査のため確定検査を実施し、 

県担当者から不足や補足についてフィードバックを行った。 

▼主な不足対応 

りゅうせき：人件費証憑不足 

パシフィックハイウェイ：8 号様式内容不足、事業費証憑不足 

HENZA：人件費証憑不足 

イノベスタ：8 号様式内容不足 

 

開催日時：令和 3 年 3 月 17 日（木）～18 日（金）  

開催場所：ISCO 会議室 

 

日時 項目 内容 

3/17 

9:00 

-10:00 

  

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 スモールビジネス創出支援部門 

非接触型 DX ショップのアバターによる遠隔接客事業 

採択事業者名 パシフィックハイウェイ沖縄合同会社 

3/17 

10:00 

-11:00 

 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

介護施設ー救急病院間情報連携システム構築事業 

採択事業者名 株式会社エスアイエス 
株式会社リスタート琉球 

3/17 

11:00 

-12:00 

 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

LIVE HACK 開発プロジェクト 

採択事業者名 株式会社 HENZA 

3/17 

13:00 

-14:00 

 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 スモールビジネス創出支援部門 

ダイビングの業務改善＆マーケティングシステムの開発 

採択事業者名 ビットノット株式会社 

3/17 

14:00 

-15:00 

 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 
顔認証によるシームレスチェックイン構築事業 

採択事業者名 株式会社 OTS サービス経営研究所  
アイ・ムーヴ株式会社  
沖縄ツーリスト株式会社 

3/17 

16:00 

-17:00 

 

事業名 

プロジェクト名 

沖縄アジア IT ビジネス創出促進事業 

ERP「Cladia」スマホ対応化開発プロジェクト 

採択事業者名 ITS システムサービス株式会社  
株式会社モアアジア 

 

日時 項目 内容 
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3/18 

9:00 

-10:00 

 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

軽油引取税 納税支援プラットフォーム開発実証事業 

採択事業者名 株式会社ゴールドバリュークリエーション 
株式会社ジョイ 
スポーツデータバンク沖縄株式会社 

3/18 

10:00 

-11:00 

 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

IT 農業実装に向けた関連技術の開発と実証 

採択事業者名 株式会社ユニバーサルブレーンシステム 
株式会社くみき 
NPO 法人亜熱帯総合研究センター 

3/18 

11:00 

-12:00 

 

  

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

DX 化による「少人数運営・感染症対策・低コスト型」店舗構築事業 

採択事業者名 株式会社レイメイコンピュータ 
株式会社琉球民芸センター 

3/18 

13:00 

-14:00 

 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

生存検知支援システム 

採択事業者名 株式会社国建システム 

3/18 

14:00 

-15:00 

 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

軽油引取税 納税支援プラットフォーム開発実証事業 

採択事業者名 株式会社りゅうせきフロントライン 
りゅうせき 

3/18 

15:00 

-16:00 

 

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジネスモデル実証部門 

調剤薬局における患者との信頼関係構築・強化事業 

採択事業者名 イノベスタ株式会社 
株式会社薬正堂 

3/2 

16:00 

-17:00  

事業名 

プロジェクト名 

IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 スモールビジネス創出支援部門 

主体的な学び・教員負担軽減を目指す英語教育 DX システム開発 

採択事業者名 HelloWorld 株式会社 
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⑥ 中間報告会の実施 

【中間報告会の実施】 

A) 目的 

「令和 3 年度アジア IT ビジネス活性化推進事業」の採択事業者の事業進捗状況を報告し、

評価委員から助言・指導を受け、事業完成にむけての参考にしていただく事を目的とした。

今年度は、事業化に達していない採択事業の機密性を保つため、補助事業者、評価委員、

ISCO 職員のみの限定参加で開催した。 

 

B) 開催内容 

■日時：令和 3 年 11 月 19 日（金）10:00～17:00 

■場所：沖縄コンベンションセンター会議棟 B5，6，7 

■評価委員 

 

※No.2 神谷大介氏においては午前の部門のみの参加、No.4 山口一氏は午後の部門のみ参加 

 
審査員（敬称略） 

1 

沖縄県 商工労働部情報産業振興課 

（課長 大嶺寛 代理） 

班長 兼島 篤貴 

2 

国立大学法人琉球大学 

 工学部工学科社会基盤デザインコース 

准教授 神谷 大介 

3 
沖縄振興開発金融公庫 新事業育成出資室 

上席調査員 宮崎 泰輔 

4 
総合事務局 経済産業部 地域経済課 

情報政策専門官 山口 一 

5 

一般財団法人沖縄 IT イノベーション戦略 

センター 

（理事長 稲垣 純一 代理） 

常務理事 長濱為一 
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■発表スケジュール 

11 月 19 日（金）「中間報告会」 
 

  時間 【コンソーシアム名】 

★主幹企業 

プロジェクト名 

  09:45-10:00 オリエンテーション 

1 10:00-10:30 【ERP「Cladia」スマホ対応化開発コンソーシアム】 

★ITS システムサービス株式会社 

・株式会社モアアジア 

ERP「Cladia」スマホ対応化開発プロ

ジェクト 

2 10:30-11:00 ★HelloWorld 株式会社 主体的な学び・教員負担軽減を目指す

英語教育 DX システム開発  

3 11:00-11:30 ★ビットノット株式会社 ダイビングの業務改善＆マーケティン

グシステムの開発 

4 11:30-12:00 ★パシフィックハイウェイ沖縄合同会社 アバターを使った非接触型遠隔接客

DX 事業  

  12:00-13:00 昼休憩 

5 13:00-13:30 【病院連携システム開発コンソーシアム】 

★株式会社エスアイエス 

・株式会社リスタート琉球 

介護施設－救急病院間情報連携システ

ム構築事業 

6 13:30-14:00 【OTS・i-move コンソーシアム】 

★株式会社 OTS サービス経営研究所 

・アイ・ムーヴ株式会社 ・沖縄ツーリスト株式会社 

顔認証によるシームレスチェックイン

構築事業 

7 14:00-14:30 ★株式会社 国建システム 生存検知支援システム 

8 14:30-15:00 【次世代型店舗構築コンソーシアム】 

★株式会社レイメイコンピュータ 

・株式会社琉球民芸センター 

DX 化による「少人数運営・感染症対

策・低コスト型」店舗構築事業  

  15:00-15:15 休憩 

9 15:15-15:45 【沖縄アグリテック開発・実証コンソーシアム】 

★株式会社ユニバーサルブレーンシステム 

・株式会社くみき 

ＩＴ農業実装に向けた関連技術の開発

と実証  

10 15:45-16:15 【他産業連携 DX 促進コンソーシアム】 

★株式会社ゴールドバリュークリエーション 

・株式会社ジョイ ・スポーツデータバンク沖縄株式

会社 

顔認証基盤システム他産業活用プロダ

クト 

11 16:15-16:45 【軽油引取税納税支援コンソーシアム】 

★株式会社りゅうせきフロントライン 

・株式会社りゅうせき 

軽油引取税納税支援プラットフォーム

開発実証事業  
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12 16:45-17:15 【LIVE HACK 開発プロジェクト】 

★株式会社 HENZA 

・株式会社オキスマ 

LIVE HACK 開発 プロジェクト  

13 17:15-17:45 【患者との信頼関係構築・強化活動」コンソーシア

ム】 

★イノベスタ株式会社 

・株式会社薬正堂 

調剤薬局における患者との信頼関係構

築・強化事業 

  17:45-17:55     

 

※審査評価委員からのコメント、質疑応答、運営マニュアル、実施報告書（添付資料４）を参照 
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⑦ 成果報告会の実施 

【成果報告会の実施】 

A) 目的 

 「令和３年度アジア IT ビジネス活性化推進事業」の採択事業者が事業結果の報告・発表

を行い、評価委員に成果への評価をいただき、今後の事業化、改善に向けての課題設定を行う

ことを目的とした。中間報告会同様、事業内容の機密性を保つため、採択事業者、評価委員、

ISCO 職員のみの限定参加で開催した。 

 

B) 開催概要 

■標題：令和３年度アジア IT ビジネス活性化推進事業 成果報告会 

■日時：令和４年３月１０日 １０：００～１７：００ 

■場所：産業支援センター３階中ホール 

■評価委員 （中間報告会同様） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※No.1 神谷氏においては、午前の部門の参加 

  

 
審査員（敬称略） 

1 

国立大学法人琉球大学 

 工学部工学科社会基盤デザインコース 

准教授 神谷 大介 

2 

沖縄振興開発金融公庫 

 新事業育成出資室 

上席調査員 宮崎 泰輔 

3 

総合事務局 

 経済産業部 地域経済課 

情報政策専門官 山口 一 

4 

一般財団法人沖縄 IT イノベーション戦略 

センター 

（理事長 稲垣 純一 代理） 

常務理事 長濱為一 

 

沖縄県 

 商工労働部情報産業振興課 

 主任 呉屋 隼人（オブザーバー参加） 
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■発表スケジュール 

３月 1０日（木）「成果報告会」 

  開始 - 終了 
【コンソーシアム名】 

★主幹企業 
プロジェクト名 

  9:50 - 10:00 オリエンテーション 

1 10:00 - 10:25 

【ERP「Cladia」スマホ対応化開発コンソーシアム】 

★ITS システムサービス株式会社 

・株式会社モアアジア 

ERP「Cladia」スマホ対応化開発

プロジェクト 

2 10:25 - 10:50 ★HelloWorld 株式会社 
主体的な学び・教員負担軽減を目

指す英語教育 DX システム開発  

3 10:50 - 11:15 ★ビットノット株式会社 
ダイビングの業務改善＆マーケテ

ィングシステムの開発 

4 11:15 - 11:40 ★パシフィックハイウェイ沖縄合同会社 
アバターを使った非接触型遠隔接

客 DX 事業  

  11:40 - 12:40 昼休憩 

5 12:40 - 13:05 

【病院連携システム開発コンソーシアム】 

★株式会社エスアイエス 

・株式会社リスタート琉球 

介護施設－救急病院間情報連携シ

ステム構築事業 

6 13:05 - 13:30 

【OTS・i-move コンソーシアム】 

★株式会社 OTS サービス経営研究所 

・アイ・ムーヴ株式会社 ・沖縄ツーリスト株式会社 

顔認証によるシームレスチェック

イン構築事業 

7 13:30 - 13:55 

【軽油引取税納税支援コンソーシアム】 

★株式会社りゅうせきフロントライン 

・株式会社りゅうせき 

軽油引取税納税支援プラットフォ

ーム開発実証事業  

8 13:55 - 14:20 

【次世代型店舗構築コンソーシアム】 

★株式会社レイメイコンピュータ 

・株式会社琉球民芸センター 

DX 化による「少人数運営・感染症

対策・低コスト型」店舗構築事業  

  14:20 - 14:30 休憩 

9 14:30 - 14:55 

【沖縄アグリテック開発・実証コンソーシアム】 

★株式会社ユニバーサルブレーンシステム 

・株式会社くみき 

ＩＴ農業実装に向けた関連技術の

開発と実証  

10 14:55 - 15:20 

【他産業連携 DX 促進コンソーシアム】 

★株式会社ゴールドバリュークリエーション 

・株式会社ジョイ ・スポーツデータバンク沖縄株式

会社 

顔認証基盤システム他産業活用プ

ロダクト 

11 15:20 - 15:45 ★株式会社 国建システム 生存検知支援システム 
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12 15:45 - 16:10 

【LIVE HACK 開発プロジェクト】 

★株式会社 HENZA 

・株式会社オキスマ 

LIVE HACK 開発 プロジェクト  

13 16:10 - 16:35 ★イノベスタ株式会社 
調剤薬局における患者との信頼関

係構築・強化事業 

  16:35 - 16:45 総括 

※審査評価委員からのコメント、質疑応答、運営マニュアル、実施報告書（添付資料５）を参照 

 

ITS システムサービス       HelloWorld         ビットノット 

パシフィックハイウェイ     エスアイエス         沖縄ツーリスト・アイムーヴ 

 
国建システム          レイメイコンピュータ     ユニバーサルブレーン  

ゴールドバリュークリエーション りゅうせきフロントライン    HENZA 

イノベスタ 
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■事業者毎評価一覧表 
  

評価委員よる平均評価値（5 点満点） 
 

【コンソーシアム名】 

★主幹企業 

①プロジェ

クト背景（対

象となる県内産

業分野）と課題 

②本補助事

業での実証

内容につい

て 

③実証内容

と課題 

④事業化に

向けて 

⑤波及効果 

1 【ERP「Cladia」スマホ対応化開発

コンソーシアム】 

★ITS システムサービス株式会社 

3.0 3.0 3.5 3.0 2.8 

2 ★HelloWorld 株式会社 3.3 4.0 4.3 3.8 3.3 

3 ★ビットノット株式会社 4.5 3.8 4.0 3.5 3.8 

4 ★パシフィックハイウェイ沖縄合同

会社 

2.8 3.0 3.8 2.8 3.5 

5 【病院連携システム開発コンソーシ

アム】 

★株式会社エスアイエス 

4.0 3.3 2.7 3.0 3.7 

6 【OTS・i-move コンソーシアム】 

★株式会社 OTS サービス経営研究所 

4.0 3.7 3.0 3.7 3.3 

7 【軽油引取税納税支援コンソーシア

ム】 

★株式会社りゅうせきフロントライ

ン 

4.0 4.0 4.0 3.3 3.7 

8 【次世代型店舗構築コンソーシアム】

★株式会社レイメイコンピュータ 

3.3 3.3 3.7 2.7 3.3 

9 【沖縄アグリテック開発・実証コ

ンソーシアム】 

★株式会社ユニバーサルブレーン

システム 

4.3 3.3 3.3 3.0 3.3 

10 【他産業連携 DX 促進コンソーシア

ム】 

★株式会社ゴールドバリュークリエー

ション 

3.3 3.7 3.3 4.0 3.7 

11 ★株式会社 国建システム 3.7 4.3 5.0 4.0 3.7 

12 【LIVE HACK 開発プロジェクト】 

★株式会社 HENZA 

3.0 2.7 3.0 3.0 3.3 

13 ★イノベスタ株式会社 3.0 3.0 3.3 3.7 3.3 
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4  

（４） 支援対象者の事業管理 

 

【支援対象者別事業管理実績】 

 

 【令和 3年度沖縄アジア IT ビジネス創出促進事業（アジア IT ビジネスモデル部門）】 

① ITS システムサービス株式会社 

補助事業名 沖縄アジア IT ビジネス創出促進事業 

プロジェクト名 ERP「Cladia」スマホ対応化開発プロジェクト 

構成企業名 ERP「Cladia」スマホ対応化開発 

代表企業：ITS システムサービス株式会社 

コンソーシアム：株式会社モアアジア 

 

テレワーク化が進む現在、外出先からでも誰もが持ち運んでいる「スマホ」による電子承認を可

能にし、在庫状況や販売履歴、顧客情報などもスマホでリアルタイムに確認できるモバイル化を

目的とし、スマホ版 ERP「Cladia」をベトナムで開発。 

更に Cladia のスケジュール管理と Google カレンダーを連動し、社員のスケジュール管理をスマ

ホからでも確認できるように開発。 

商品化に向けて、香港・中国での Cladia 既存ユーザーと、北海道の新規モニター2 社の協力を得

て、操作性、利便性、体感速度等の実証実験を行い、市場となる日本、香港・中国、ベトナムで

のビジネスモデル構築に向けた検討を行う。 

【１】弊社自社開発のブラウザ対応 ERP「Cladia」に入力した、見積管理、販売管理、購買管

理、外注発注管理、在庫管理、及び顧客・品目マスター等のマスターデータ、売掛金回収状況、

支払い状況などのデータを、クラウドサーバー上のデータベースを参照し、Android の Chrome

と iOS の Safari のスマホ縦型画面のサイズで閲覧できるソフト開発を行い、スマホで電子承認決

済ができるシステムを開発する。 

【２】Cladia のスケジュール管理と Google カレンダーを連動し、社員のスケジュール管理をス

マホから確認及び、スマホの Google カレンダーからも入力できる機能を開発する。 
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【１】スマホ版 Cladia の完成画面一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２】Google カレンダーとの同期画面 
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【１】A 社（モニタリング調査）結果 

【環境】 

既存客 A 社の香港と中国深圳で、既存の香港にある中国プロバイダの VPS⇒AWS へ 移設し、

Cladia 本体の体感速度、スマホ版の操作性、Google カレンダー同期を検証 

・体感速度： 

    深圳⇒これまで 3 秒ぐらい掛かっていた画面切り替えが 1 秒程に改善 

・スマホ版操作性：iPhone/Android 共問題無し。電子承認が便利 

・Google カレンダー：中国では Google カレンダーが使えない 

【課題と評価】 

・体感速度が速くなったのは、AWS が中国のネット検閲を受けない為。 

（但し、中国のセキュリティ法強化で、AWS は除外される可能性あり。懸念材料） 

・中国では Google のアクセス規制が有る為 “百度”と連動できるか検討などの課題が 挙がったが、

中国の規制をクリアするより、ベトナムをターゲットにすることを優先する方針。 

 

【２】B 社（モニタリング調査）結果 

【環境】 

北海道の新規見込み客 B 社で AWS 上の“無料お試し版”でモニター調査 

・体感速度、操作性に特に問題なし。 

・スマホで承認できる電子承認機能と Google カレンダーとの同期に好評価を頂いた。 

【課題と評価】 

・スマホで操作できる点においては高評価を頂いたが、Cladia 本体自体が 2012 年に 

リリースされたもので、10 年前の技術のままであり、グラフ表示が無い事、自動メール 

送信機能が無い事など、Cladia 本体の機能改善を指摘された。 

⇒Cladia 本体の「完全 Java 化」で刷新を検討 

・見込み顧客の洗い出しに苦慮していたため、ISCO の支援による専門家アドバイスを行い、メルマ

ガ集客等のレクチャーを実施。MA ツールの導入や効果について専門家からのアドバイスを行い、メ

ルマガの配信を開始している。 
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［ISCO ハンズオン支援概要］ 

 

(1)報告事務処理の総合支援 

（ア）人件費証憑となる健保等級決定通知書の提出や取得方法について対応し、中間検査に間に合う

よう調整した。 

（イ）当初予定していた事業費（中国側への発注費用）について、本補助事業に適した領収書や見積

書の取得が困難という事が判明し、事業費⇒人件費への振替作業（変更届）の作成サポートを行っ

た。 

（ウ）ITS 社において、会社規程等の整備が不十分（中国にある会社の規程類はあるが、日本で立ち上

げた企業の分はない）のため、作成を促し、本補助事業に適した内容か確認した。 

（エ）モアアジア社において、年末年始の休暇規程の書類が不十分だったため、提出を依頼し、株主

総会の議事録資料を提出させた。 

（オ）中間検査前にはファイリング確認を事前に行い、検査で指摘される事項を解消できるようサポ

ートを行った。 

（カ）確定前検査・確定検査において、中間検査の指摘事項を事前に解消し、検査該当期間中の資料

についても適宜管理していたため、大きな指摘はなかった。 

（キ）中間報告会（事例セミナー）や成果報告におけるプレゼン資料の作成において、発表内容のス

トーリー構成が不十分だったため、テンプレートを活用するなどアドバイスを行った。 

また、開発状況が見えにくい点に動画を組み込む等、伝えやすさを意識させるように助言した。 

（ク）成果報告書（8 号様式）の作成について、プレゼン資料の作成同様表現しにくい部分が多くあっ

たが、開発に関する仕様書を記載させるなどの工夫をアドバイスするとともに、ストーリー構成を意

識した作り方を助言した。 

（ケ）資料作成、報告書の作成において、交付申請時の内容を適切に進捗した点を強調できるよう、

添削サポートを実施。 

（コ）各会社規程や社会保険関連書類等について不慣れな補助事業者の担当者には、法令や事例など

を参考に説明し理解を深めていただいたうえで、準備を進めさせた。 

（サ）定期的に進捗 MTG を実施し、WBS の進捗管理と課題や懸念点などの共有を行い、ISCO 側で

県への確認や情報収集などのサポートを行った。 

（シ）実証に関する備品購入の相談などもあったが、購入品の管理、報告事務処理についてレクチャ

ーし、自費購入を勧めた。 

 

(2)３点（成果物、WBS、課題）の定例管理 

（ア）月次進捗報告書と従事日誌のタスクに差異が発生しがちだったが、作成指導により改善され

た。 

（イ）課題と改善案の記載がトピックス等に入ることが多かったが、添削サポートを行った。 

文章の書き方にクセがあったが、そこは否定せず記載されたものの表現をサポートするよう心掛け

た。 

（ウ）当初予定していた事業費（中国側への発注費用）について、本補助事業に適した領収書や見積

書の取得が困難という事が判明し、事業費⇒人件費への振替作業（変更届）の作成サポートを行っ
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た。その際、発注内容を自主工数に変換し、適正に執行することとし、県向け変更届の作成・手続き

補助を行った。 

（エ）プロジェクトメンバーの退職に伴い、別のメンバーをアサインすることになったが、軽微な変

更という事で、ISCO 向け変更届の作成・手続き補助を行った。その際、工数の積み直しについて相談

があったため、残タスクと執行率を意識した作成を提案した。 

（オ）WBS のタスク洗い出しから積極的に助言を行い、申請時に明示した開発・実証の内容が適性に

進捗するよう管理を行った。 

（カ）定期的に進捗 MTG を実施し、WBS の進捗管理と課題や懸念点などの共有を行い、ISCO 側で

県への確認や情報収集などのサポートを行った。 

（キ）各作成書類の不備等については課題管理票で管理しクローズまで追認した。最終的に課題件

数：77 件 ※「課題管理表」参照 

 

(3)ビジネスモデル・技術情報展開支援 

（ア）当初予定していた事業費（中国側への発注費用）について、本補助事業に適した領収書や見積

書の取得が困難という事が判明し、事業費⇒人件費への変更を行った。 

（イ）プロジェクトメンバーの退職に伴い、別のメンバーをアサインすることになり、SE のレベル感

について相談があり、当初予定していたリーダーレベルに近いサブリーダーをアサインする旨のアド

バイスを行った。 

（ウ）実証活動におけるデータ収集・報告書への記載事項等についてアドバイスを行った。定性的な

情報が多かったので、定量的な記録・記載方法にするよう指摘した。 

（エ）開発物確認を行い、サーバー等の利用状況と合わせて確認を取った。今回の開発内容であるス

マホ版についても稼働状況を確認した。 

 

(4)海外事業展開調査支援 

 海外企業や進出に関する情報提供 

（ア）海外展開に関するウェビナーや資料等の提供を行い、合わせて ISCO 担当者としてもウェビナ

ーにて情報収集を行った。 

（イ）JETRO へのアプローチを行い、補助事業者の計画にある「ベトナム進出」について、資料提供

を求めた。沖縄に特化した資料は得られなかったが、ベトナム進出済みの日系企業に関する資料を取

得し ITS システムに共有した。 
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(5)ビジネスモデルの事業化に向けた支援 

 有識者アドバイスの打診・実施 （計 3 回） 

（ア）ISCO 内他部署連携により、幕張メッセで行われた「JapanITWeeK」の沖縄枠出展 

にエントリーさせ、出展がかなった。出展ブースにも帯同して来場者にアプローチし、 

積極的な営業のサポートを行った。結果、そこで知り合った企業との打ち合わせにも発展したが、成

約には結びつかなかった。展示会で接客した方からの意見を次年度の開発にも活かすとあった。 

（イ）有識者からのアドバイスの機会を打診し、計 3 回実施した。 

     〇専門家情報 

氏名 安部 宥志 （あべ ひろし） 

所属 OCEAN HOLDINGS,INC 

役職 代表取締役 

主な 

保有資格等 

セールス＆マーケティングコンサルタン 

JMLA 上級マーケティング解析士 

略歴 1977 年埼玉県生まれ。 

2000 年に中央大学法学部卒業後、大手 SIer 企業に入社し営業

部に配属。 

在籍中に数々のセールス記録を樹立。 

2008 年に独立し、中堅中小企業への営業コンサルティングを開

始。 

2016 年に株式会社オーシャンホールディングスを設立。 

著書に「絶対に目標達成できる人の営業のワザ（明日香出版

社）」がある。 

      

 

 

 第１回コンサルティング 

       

 

 

 

 

 

 

第２回コンサルティング 

       

 

 

 

 

 

日付：令和３年 11 月 18 日(木） 

時間：16：15～17：45 

場所：沖縄コンベンションセンター会議棟 A3 

課題：顧客獲得に向けた効果的な営業方法について 

結果：メルマガによる効果的な顧客獲得についてレクチャー。 

   マーケティング手法についてフレームワーク、資料づくりについて 

継続的にアドバイスを行う。 

日付：令和４年 １月 21 日（金） 

時間：11:00-13:00 

場所：Microsoft Teams 会議 

課題：メルマガマーケティングの手法について 

結果：「e-book」「ホワイトペーパー」等の無料版・有料版を活用し、顧客の 

センシングを行うアプローチ手法についてレクチャー。 
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第３回コンサルティング 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6)成果事例報告会の実施 

（ア）報告会では、「沖縄発」の企業としてベトナムで展開するようにとアドバイスと激励があった。 

(7)実証実験への参画 

（ア）既存顧客（中国）と実証モニタリング協力企業（北海道）での実証となったため、実証立ち合

いは叶わなかったが、使用状況等のヒアリングから今回の開発ニーズは感じられた。ITS 社の報告書に

もある通り、スマホ化以前に本体の刷新が求められることになっていた。 

(8)次年度以降の課題 

（ア）上記及び報告内容にあるとおり、開発物本体の刷新が求められているため、ITS 社もその方針で

次年度開発を進めると聞いている。併せてターゲットをベトナムに絞って営業活動を行うため、モア

アジア社と共同（間借りする）で、ベトナムに拠点を作る予定。 

（イ）社長一人の会社のため、本補助事業においても事務処理等含め全て社長自ら行っていた。次年

度別の補助事業へのエントリー、積極的な営業活動のどちらにおいても人員不足が予測される。 

（ウ）有識者アドバイスにおける安部氏との相性は非常によく、安部氏のヒアリング力が ITS 齋藤社

長のモチベーションを引き出していた。ＭＡツールを活用したメルマガマーケティングについてレク

チャーを受けていたので、継続実行中となっている。 

 

  

日付：令和４年 ２月 24 日（金） 

時間：13:15-15:45 

場所：那覇市 IT 創造館５階会議室 

課題： MA ツール・メルマガマーケティング（継続実施） 

結果：メルマガを発信する先のターゲット設定を行い、メルマガの開封率や 

無料版資料の DL 率について MA ツールを使って収集する。 

ピンポイントのアプローチが可能となる。 

メルマガの反応が薄いので、齋藤氏のモチベーションが低下していた 

が、更なるアプローチ手法や「よろず相談」を参考に大小関わらずビ 

ジネスを継続する。 

 

 

 

 

 

第１回 

 

 

 

 

 

第２回 

 

 

 

 

 

第３回 
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 【令和 3 年度ＩＴ活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業（スモールビジネス

創出支援部門）】 

 

② HelloWorld 株式会社 

補助事業名 IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 

スモールビジネス創出支援部門 

プロジェクト名 主体的な学び・教員負担軽減を目指す英語教育 DX システム開発 

構成企業名 HelloWorld 株式会社 

 

学校現場の DX 化、効果的学習実現のために①AI ファシリテーター、②英文法自動添削機

能、③教科書で学習した単語・イディオムの活用判定機能を開発し、学校で実証する。 

（１）開発内容 

英語教諭の業務効率化、生徒の効果的な学習の実現のために英語教育 DX 化推進支援システム

「WorldClassroom」における以下３機能を追加開発し、システムの機能拡張を目指す。 

①AI ファシリテーター機能 

生徒が 1on1 など少人数で海外の生徒とオンラインでコミュニケーションする際に、生徒が主

体的に発話できるように、会話を手助けする「AI ファシリテーター」機能を開発する。 

具体的には、最初の会話のスタート時やコミュニケーションに沈黙が発生した場合に、ビデオ通

話画面において、擬人化（アイコン）された AI ファシリテーターが沈黙状況等を自動で把握・

認識し、それを踏まえて、話題を提供、または生徒をサポートすることができる。 

②英文法自動添削機能  

英語教諭が生徒の英作文チェックに膨大な時間を使用している課題を解決するために、プレゼ

ン原稿などについて、自動で英文法を添削する機能を開発する。具体的には、複数形・単数形、

動詞の時制（現在形、過去形、過去分詞、現在進行形など）、冠詞の漏れなどについて自動で添

削し、生徒に対し、修正すべき案の候補を提示することができる。 

③単語・イディオムの活用判定機能 

生徒が教科書で使用した単語やイディオムを生徒が実際にプレゼン原稿などにおいて活用して

いるか判定する機能を開発する。具体的には、これまで英語教諭が手作業で行っていたものを、

自動的に活用し、その活用率を数値化して、生徒・英語教諭に対し提示し、活用率が低い場合に

は、活用を生徒に対し推奨することができる。 
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（２）実証活動 

中学校 1 校、高校 1 校の英語の授業を活用し、本事業で開発する機能の有効性を検証します。 

 連携先 実証内容 

1 沖縄県立与勝高等学校 

（知念秀明 英語教諭） 

 

高校の英語（外国語）の新学習指導要領の中で

求められていることと、WorldClassroom の関連

性について英語教育現場からの声をいただく。 

高校の英語の授業において、年間を通じた

WorldClassroom を実施。本事業で開発する機能

については、システム開発前段階ではアナログ

で開発要件が授業の中で有効に機能するかを実

証する。システム完成後は、システムの操作性

や生徒の反応についてフィードバックをいただ

く 

2 那覇市立松島中学校 

（宮里 征吾 英語教諭） 

英語教諭の宮里 征吾教諭から中学校の英語（外

国語）の新学習指導要領の中で求められている

ことと、WorldClassroom の関連性について英語

教育現場からの声をいただくと同時に、システ

ム開発要件について助言をいただく。 

中学校の英語の授業のパフォーマンステストに

おいて、WorldClassroom を活用し、本事業で開

発する機能の操作性や生徒の反応、評価付けな

ど教師の業務負担軽減への有用性についてフィ

ードバックをいただく。 

 

 

（３）成果目標 

目標①：英語教諭の業務 20%効率化 

 <検証方法> 

ⅰ本システム導入によるパフォーマンステストにおける準備/実施/評価付けの時間、文法添削時

間の短縮時間の計測 

ⅱ時間短縮に伴う英語教諭の業務効率化状況を数値化・可視化する 

 目標②：「書くこと」「話すこと」「話すこと（発表・やり取り）」分野における生徒に対する効

果的な学習支援の実現 

<検証方法> 

ⅰ実証前後に以下の内容について教員・生徒へのアンケートを実施し、変化を比較 

・AI ファシリテーターによるサポートの満足度 

・英語自動添削機能のサポートの満足度 

・単語・イディオムの活用判定機能の満足度 

・学習内容の満足度 
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・英語を学習する目的・意味の理解度 

・英語学習の意欲 

（英語学習についての動機／将来英語を使った仕事や生活をしたいか否か） 

・文法学習「書くこと」の学習満足度 

・英語の発話「話すこと」の学習満足度 

・プレゼン「話すこと（発表・やり取り）の学習、満足度 

ⅱアンケートの結果を数値化・可視化する 

 

 ①AI ファシリテーター機能について 

＜開発内容＞ 

AI ファシリテーター（AI シーサー）は、参加者の入

室時に会話のきっかけを提供するために話題を提供する

だけではなく、参加者の発話量を分析し沈黙時間を検知

すると、自動的に、ラン会話を促すコメントをランダム

に表示する機能。 

UI/UX を外注することで、参加者の会話を妨げない

形で、自然と会話をサポートするデザインを実現した。

また、サポート主体を、アイコンとして擬態化したシー

サー（AI シーサー）にすることで、参加者の笑顔を生

み出すことでき、満足度やモチベーションの向上にもつ

ながった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜実証結果＞ 

・生徒に対するアンケートでは、半数の生徒が AI シーサーが役立ったと回答した。生徒から

は、「会話のスタートを促してくれるので話そうという気持ちになった」「好きなアイドルにつ

いて質問することができた」などのコメントがあり、予定していた成果をあげることができ

た。 

役に立たないと回答した生徒も、機能自体が不要であるというものではなく、「もう少し話しや

すい内容の質問があればいい」「（質問を振られても）どのような会話をすればいいかわからな

かった」などの声がほとんどであり、今後、表示するコメントの改善に取り組んでいきたい。 

・教員に対するアンケートにおいても、４名の教員のうち３名が「効果的である」と回答し、

そのうち１名は「とても効果的である」と回答した。１名の教員が「どちらでもない」との回
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答であったが、これは、与勝高校の実証において、通信の不調からビデオチャット自体の動き

がスムーズにいかなかったことが理由であった（この事象を受けて通信負荷が少なくなるシス

テム改善を行った）。教員からは、「会話のスタートや沈黙時に会話を促すサポートがあるはと

ても良い」と、会話を促すサポート（AI シーサー）の必要性を検証することができ、教員の視

点からみても予定していた成果をあげることができた。一方で、「AI シーサーのコメントのタイ

ミングや内容などの改善に期待したい」などシステムの改善が求められるコメントもあり、今

後の改善を図っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②英文法自動添削機能について 

＜開発内容＞ 

生徒が作成した原稿の文法を自動添削し、間違っている箇所を赤文字で指摘し、生徒が自ら修

正するように促す機能。 

UI/UX の外注を行うことで、WorldClassroom のシス

テム内の最適な位置にこの機能を配置することができ

た。 

英文法の間違いを検知、指摘するにあたり、動詞と前

置詞などが混合している熟語において、動詞と前置詞

の間の語数を何語まで一体の熟語として把握するかな

どについて別府大学の金城先生からのアドバイスを踏

まえて開発した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜実証結果＞ 
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・生徒に対するアンケートでは、80.25％（松島 72.7％、与勝 87.8％）が文法自動添削機能によ

りライティング（「書くこと」）の学習が効果的にできたと回答した。生徒からは、「文法が間違

っているところが赤くなるので考えるきっかけになった」「スペルミスや主語を大文字にすると

か、文字が黄色くなるから意識して入力するようになった」などのコメントがあり、予定して

いた成果をあげることができた。 

・教員に対するアンケートにおいても、４名の教員のうち３名が「効果的である」と回答し

た。教員からは、「これまで文法添削をする機会は非常に限定的であったけれど（したくてもし

てあげられなかった）、今回の機能によって、生徒に文法を意識したライティングを行わせるこ

とができ、効果的である」との声があった。また、「生徒自ら自動添削によって気づきを得るこ

とで、生徒の主体的な学習を促すことができる点が良い」などのコメントがあった。これまで

なかなか実現できなかった文法添削を自動化することで、教員の負担を増加させることなく、

生徒の主体的な学びを実現できることがわかった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③単語・イディオムの活用判定機能について 

＜開発内容＞ 

生徒が作成したプレゼン原稿について、教員が指定する単語・熟語をどれくらい活用している

かを数値化して判定する機能。また、教員は、生徒がどの単語・熟語を使用して、どれくらい

使用したか（使用率）を管理画面で確認することができる。 

UI/UX の外注を行うことで、WorldClassroom のシステム内の最適な位置にこの機能を配置す

ることができた。 
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〇教員が生徒毎に生徒の 

・単語熟語の活用状況見ることができる管理画面。（下記左） 

・活用を判定する単語・熟語を指定することができる管理画面。（下記右） 

 

 

 

 

 

 

 

＜実証結果＞ 

・生徒に対するアンケートでは、74.3％が単語・熟語判定機能が役立つと回答した。生徒から

は、「先生が使ってと言った単語・熟語を使っているかすぐにわかるので便利」「使った単語・

熟語が青色になるので、活用したことが分かると面白かった」「現在完了が反応していたり、趣

味で書いた novel が反応していて嬉しかった」などより学習した単語・熟語の定着につながるこ

とが期待できるコメントがあり、予定していた成果をあげることができた。 

・教員に対するアンケートでは、教員 4 名中 1 名が、指定した単語・熟語が使われているかチ

ェックするのに「役立った」と回答し、残り 3 名は、「どちらでもない」という回答があった。

インタビューで理由を尋ねたところ、今回のプログラムでは、生徒が教科書で学習した単語・

熟語の使用の有無を判定する必要がなかったということであった。教員からは、「通常チェック

しようと思うと１クラス 70 分はかかるので、役に立つ。」などの声があった。また、「便利な表

現をヒントとして与えることが多いため、任意に設定した表現の使用を判別できるといいと思

う」という回答もあり、これらの点は、今後の改善に繋げていきたい。 
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④業務効率化の成果について 

◉文法添削時間の短縮 

文法の添削時間については、文法自動添削機能により、教員による文法修正を実施する必要が

なくなり、WorldClassroom で代替可能であることがわかった。仮に教員がダブルチェックする

場合でも、50〜80％の時間削減につながることがわかった。 

特に、「これまで学校現場において生徒のスピーキング練習などにおいて文法チェックできるの

はテストなど一部の場面に限定されていたが、この機能では、生徒がいつも自動で指摘をもら

えるので、より完成度の高い文章の作成が可能である」という声があり、教員の負担を増大さ

せることなく、生徒の主体的な学びを実現できることもわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◉スピーキングチェックにおける準備/実施/評価付けの短縮 

スピーキングチェックにおける準備/実施/評価付けに関しては、これまで生徒一人当たり 5 分

～20 分の時間を要していたが、システムを導入することで、管理画面で生徒の結果を確認する

時間のみに短縮されることが分かった。 

教員からは、「原稿の内容についてもサポートしてもらえるのはありがたい」、「これまで難しか

ったフィードバックを認識率という形で自動化できた」、「スピーキングの練習のたびに認識率

及び正確に発音できていない箇所を表示されるため、その点を意識した練習が可能になる」、

「来年度以降、国際交流をゴールに置いた授業構成を計画し、システムのスピーキング練習機

能を評価付けの材料にすることを検討したい」などの声があった。 

この点についても、教員側の負担の軽減を実現できることがわかり、予定していた成果を実証

することができた。今回はコロナの影響により授業スケジュールが乱れ、パフォーマンステス

トそれ自体での検証が不可能であったが、今後はパフォーマンステストでの実証を行うととも

に、さらに精度を上げ、新たな評価項目での評価も実現できるように改善していきたい。 
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◉教員が生徒のスピーキングの練習状況などを一元的に把握することができる管理画面。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤その他の満足度等成果について 

◉学習内容の満足度 

・生徒に対するアンケートでは、77.2％の生徒が「満足した」と回答があった。生徒からは、

「スピーキング練習をしているうちに、早く台湾の学生と交流したいという想いが高まった」

「交流を通して、同じ第二言語で学んでいる台湾の学生の英語が上手で驚いた」との声を聞く

ことができた。 

・教員に対するアンケートでは、100％の教員が「満足した」で回答があった。インタビューで

尋ねたところ、「国際交流を最終ゴールに置いたプログラムは、生徒の英語学習への意欲を高め

ることにつながると思う」「今後も続けていきたい」との回答であった。 

※与勝高校に関しては、コロナウイルスの影響を受け、１クラスが国際交流の実施ができなか

ったこと及びもう１クラスについても与勝高校及び相手校の通信環境及び PC スペックなどの問

題によりビデオチャットがスムーズに動かず、予定していた国際交流授業を行うことができな

かったので、この点の生徒向けのアンケートは実施できていない。2022 年度においても、継続

使用のリクエストが強く琉球大学との共同研究プロジェクトの一環として WorldClassroom を継

続していただく方向で調整している。 
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◉英語を学習する目的・意味の理解度 

生徒に対するアンケートでは、松島中学校 100％、与勝高校 80％の生徒が「英語を学習する目

的・意味が明確になった」と回答した。 

生徒から、「外国人の方と話してみて、コミュニケーションをとりながら（英語を）勉強するの

は楽しいなと感じたので、これからもこんな感じで（外国人の人とコミュニケーションをとる

ことで）、英語を勉強していきたいと思った。」「スライドや原稿を作成しているうちに、台湾の

学生と交流したい気持ちが高まって練習もはかどった。」と回答が あった。 

インタビューを通して、教員からは「生徒の英語学習への取り組みは間違いなく変わった。や

はりアウトプットの機会を増やし、海外と実際につながることは絶対に必要」との回答があっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◉英語学習の意欲 

・生徒に対するアンケートでは、松島中学校 100％、与勝高校 91.4％が「英語をコミュニケー

ションツールとしてもっと使いたい」と回答があり、英語学習の意欲が向上したことが認めら

れた。 
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生徒からは、「外国人の方に道を聞かれたら答えられるようにしたい」「台湾の学生以外にも話

してみたい」といった声があった。これは、英語学習に対する意欲が向上したと捉えることが

できる。 

・松島中学校の教員からは、インタビューで「英語が苦手な生徒が頑張って話している姿に感

動した。実際に外国の方と話すことで、英語をただの勉強ではなく、コミュニケーションのツ

ールであると伝えることができたので大変良かった」と回答があった。 

 

 

 

 

 

 

 

◉英語の発話「話すこと」の学習満足度 

・生徒に対するアンケートでは、松島中学校 86.3％、与勝高校 88.6％の生徒が、「スピーキング

練習がプレゼンの練習に効果的だ」と回答があり、英語の発話「話すこと」の学習満足度が高

いことが確認できた。 

生徒からは「英語で相手に考えや、思いを伝えようとする意欲が強くなった、と感じた」「原稿

を書いているときは、あたっているか不安だったけど、スピーキング練習機能で練習を沢山し

たらだんだん上手になってきて、楽しかった」という声があった。 

・教員に対するアンケートでは、100％の教員が「効果的だ」と回答があった。実際に国際交流

を見ていた教員からは、「間違いを恐れずに、積極的に話す姿勢が大切だと（生徒が）体感でき

ている様子だった」という声があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◉プレゼン「話すこと（発表・やりとり）」の学習満足度 

 ・生徒に対するアンケートでは、松島中学校 86.4％、与勝高校 63.7％がプレゼン「話すこと

（発表・やりとり）」の学習に「満足した」と回答した。与勝高校が比較的満足度が低いのは、

システムトラブルやコロナウイルスの影響を受けて半分の学生が未実施であること、実施した
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クラスについてもスムーズにビデオチャットが作動しなかったことが原因である。国際交流に

参加できた学生からは、「プレゼンが終わったあとに、相手が質問してくれたけど何言っている

かわからなくて、『One more time, Please?』と聞き返したら、相手もゆっくり繰り返してくれ

て、英語だったらほかの国の人とも通じ合えるなと思った。」など、英語が苦手な生徒でもコミ

ュニケーションを楽しんだ声があった。 

・教員に対するアンケートでは、両学校とも満足度 100％で、国際交流を最終ゴールに置いた学

習の設計を今後検討したい」との声があった。 
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［ISCO ハンズオン支援概要］ 

 

(1)報告事務処理の総合支援 

（ア）役員等がプロジェクトにアサインされていたため、株主総会議事録や労働条件通知等の書類提

出を指示した。 

（イ）健保等級決定通知書の取得は問題なかったが、年度途中の変更等も発生し、数回にわたって提

出いただいた。 

（ウ）開発の主担当のプロジェクトメンバーがフルリモートワークという事で、バーチャルオフィス

のログイン状況の資料を添付させるなど、リモートワークにおける証憑に関するアドバイスを行っ

た。 

（エ）中間検査前にはファイリング確認を事前に行い、検査で指摘される事項を解消できるようサポ

ートを行った。 

（オ）ファイリング確認にて賃金台帳の不足等が多かったため、整えるべき資料を明示しサポートを

行った。 

（カ）確定前検査・確定検査において、中間検査の指摘事項を事前に解消し、検査該当期間中の資料

についても適宜管理していたため、大きな指摘はなかった。 

（キ）中間報告会（事例セミナー）や成果報告におけるプレゼン資料の作成において、発表内容のス

トーリー構成が不十分だったため、テンプレートを活用するなどアドバイスを行った。 

（ク）各発表のプレゼン資料については、プレゼン慣れした担当者だったため、大きな指摘は行わ

ず、要点を押えたアドバイスを実施した。 

（ク）成果報告書（8 号様式）の作成について、実証に関する説明を明確にするなど、ストーリー構成

を意識した作り方を助言した。 

（ケ）資料作成、報告書の作成において、交付申請時の内容を適切に進捗した点を強調できるよう、

添削サポートを実施。 

（コ）報告会・プレゼン資料作成、報告書の作成において、交付申請時の内容を適切に進捗した点を

表現できるよう、添削サポートを実施。 

（サ）各会社規程や社会保険関連書類等について不慣れな補助事業者の担当者には、法令や事例など

を参考に説明し理解を深めていただいたうえで、準備を進めさせた。 

（シ）定期的に進捗 MTG を実施し、WBS の進捗管理と課題や懸念点などの共有を行い、ISCO 側で

県への確認や情報収集などのサポートを行った。 

（ス）本補助事業での開発物は前年度に他の補助事業のサポートを受けて開発されたもののバージョ

ンアップ開発となるため、立て付けを明確にし、補助金の重複受領がないように指摘した。 

 

(2)３点（成果物、WBS、課題）の定例管理 

（ア）月次進捗報告書の作成は、要点を押えてレクチャーを行ったところ、２カ月目には指摘の少な

い報告書が出るようになった。 

（イ）ＷＢＳの記載も適切に管理されており、指摘は少なかった。 

（ウ）課題を過小評価する部分があったので、適宜報告書に記載するよう指摘した。 
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（エ）実証成果の確認のため、学校で行われた模擬授業等にも参加し開発内容を確認。交付申請時の

内容と齟齬がないようにアドバイスするとともに、現場の教師目線の開発を意識するよう助言を行っ

た。 

（オ）開発内容いついて、現場の意見を取り入れるために、追加の工数が発生することになった。メ

ンバーの追加について事業予算の範囲内で実施出来るよう助言を行い、ISCO 向け変更届の作成支援を

行った。 

（カ）実証活動におけるデータ収集・報告書への記載事項等についてアドバイスを行った。写真や動

画で記録を取るようにアドバイスし、報告書も同写真などを使った記載になった。 

（キ）各作成書類の不備等については課題管理票で管理しクローズまで追認した。最終的に課題件

数：95 件 ※「課題管理表」参照 

 

(3)ビジネスモデル・技術情報展開支援 

（ア）開発内容いついて、現場の意見を取り入れるために、追加の工数が発生することになり、

HelloWorld 社のエンジニアを追加アサインさせた。補助事業の予算内に入るよう調整と資料作成のサ

ポートを行った。 

（イ）対応していない OS を有する学校（導入先）が複数存在することが確認できたが、そこに対応

できるようにするためには、本補助期間中では時間も工数も足りなかった。次年度の検討事項。 

(4)海外事業展開調査支援 

該当なし 

(5)ビジネスモデルの事業化に向けた支援 

 有識者アドバイスの打診・実施 （計２回） 

（ア）補助事業者が開催する教育委員会向け座談会にも参加するとともに、周知活動への協力を行っ

た。座談会には前年度に本システムの実証を行った学校の教師が、使用感をコメントするなど、現場

の声が盛り込まれていた。教員同士の横のつながりから口コミが広がる良い手法に思えた。 

（イ）ISCO が関わる GIGA スクール事業を通して、教育委員会や私立学校へアプローチを行い、

HelloWorld 役員とともに訪問した。現場の課題なども共有され、良い接点を作ることが出来た。 

（ウ）ISCO 役員を通して私立学校への営業活動に同行した。私立学校では、IT ツールを使った授業

は既に進んでおり、公立学校と比較して導入ハードルは低い印象を持った。 

（エ）教育委員会によって、Chromebook、ipad など導入デバイスに差異があることが分かり、あまね

く営業かけるためには、どちらの OS にも対応する必要性を理解した。 

（オ）有識者からのアドバイスの機会を打診し、計２回実施した。 

（カ）麻生氏からは、「C 向けサービスにするべき」とあったが、本流とは別の検討という事で、公教

育を主に進めている。 

 

氏名 金城 國夫  (キンジョウ クニオ) 

所属 別府大学 文学部 

役職 専任講師 

主な保有資格等 高等学校教諭専修免許（英語） 

中学校教諭専修免許（英語） 

小学校教諭２種免許 
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 第１回コンサルティング 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 IT ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 スモールビジ

ネス創出支援部門 

対象事業 

参加者 

（１）事業名：主体的な学び・教員負担軽減を目指す英語教育

DX システム開発  

（２）代表企業：HelloWorld 株式会社 

 ・取締役 冨田 啓輔 

実施概要 （１）日付：令和３年 11 月 18 日（木） 

（２）時間：13：00～14：00 

（３）場所：沖縄コンベンションセンター会議棟 B5 

コンサルティ

ング担当者 

・UB VENTURES 麻生要一 （コザウィング） 

資料 ・コンサルティング相談シート 

ISCO 同席者 ・シニアコーディネーター 内田和義 

・コーディネーター 池原弘貴 

 

(6)成果事例報告会の実施 

（ア）成果報告会では、「なぜ GIGA スクール構想の進んでいない沖縄で？」という質問があったが、

HelloWorld 社の公教育における英語教育の重要性と想いが語られ、公教育の導入に向けた強い意志を

感じた。 

(7)実証実験への参画 

（ア）学校の授業や課外授業における実証に参加し現場の大変さを感じた。導入に向けた「先生の使

いやすさ」「生徒の興味を引く UI/UX」など課題を感じ取ることが出来た。HelloWorld 社がそこに苦労

していることも実感できた。 

（イ）本システムが英語教育の授業に置き換わるものではないが、有効なコンテンツであることは確

認できた。交流事業としては、最適化されたコンテンツとなっている。 

(8)次年度以降の課題 

（ア）実証の中で、生徒から指摘が上がっていないが、改善するとさらに良くなりそうな内容を ISCO

から指摘しており、次年度の改善開発につなげてもらう。 

（イ）対応 OSの拡大は必須で、ipad 対応は導入における最重要課題。 

（ウ）旅行社との連携も検討しているため、C向けアプリなども検討しておりサポートが必要かと思わ

れる。  

日付：令和３年 12 月 17 日(金） 

時間：12：00～15：00 

場所： HelloWorld 株式会社オフィス（専門家：zoom 利用） 

課題：顧客獲得に向けた効果的な営業方法について 

結果：言語に関する専門家からレクチャーを受けることで、システムの UI/UX 向

上を図り、実証アンケートにも反映された。 
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③ ビットノット株式会社 

補助事業名 IT 活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 

プロジェクト名 ダイビングの業務改善＆マーケティングシステムの開発 

構成企業名 ビットノット株式会社 

 

［事業概要］ 

 当社はダイビング業界のデジタル化を普及することで業界の労働環境や経営体質の改善を目指

している。今回はシステム導入事業者の売上増加と労働生産性向上を図るため、既存の予約顧客

管理システムにマーケティング機能を付加した実証をおこなう。 

 

［事業の目標］ 

予約顧客管理システム「OKABAN-陸番-」に新たな機能を追加し、有用性・事業性を実証す

る。 

【機能開発目標】 

（１）集計分析機能：ショップごとの傾向を把握できるようにする 

（２）DM メール配信機能：マーケティング力の強化を図る 

（３）OTA 予約自動取込機能：業務工程削減を図るとともに、収集したデータを分析機能と連

携させて活用する 

（４）POS レジ機能：スマートフォンを POS レジ化し、新型コロナウイルスの感染リスクの軽

減を図る 

（５）QR コード決済機能：新型コロナウイルスの感染リスクの軽減および、所持現金の不足を

理由とした販売機会の損失を防ぐ 

【契約目標】 

契約 170 店舗 

 

［事業の実績］ 

【機能開発実績】 

機能開発目標は、全て達成。 

（１） 集計分析機能 
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期間ごとの売上データを可視化することで、記憶や感覚に頼らない事実を正確に把握で

きるようになった。またデシル分析※によって自社にとっての優良顧客を抽出し強みを

伸ばす経営戦略を立てることが可能になる。 

※デシル分析：顧客の購入金額などを元に、上位から 10 等分して各グループの購入比率

や売上構成比などを分析するもの 

（２） DM メール配信機能 

 

顧客名簿から特定の条件を組み合わせて対象顧客を抽出しメールの一斉配信を行うこと

で、集計分析によって得た自社が求めるターゲットへのプロモーション施策を低コスト

で実行できるようになる。 

（３） OTA 予約自動取込機能 
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OTA サイト※からの予約メールを解析することで、予約者、予約日、予約  

ステータス（予約/キャンセル/リクエスト等）、参加コースなどの予約情報 を OKABAN

のデータベースに格納することを可能にした。 

対応 OTA：じゃらん、沖楽、たびらい 

従来は複数の OTA サイトからの予約やキャンセルを 1 人 1 人転記していた予約管理方

法が、予約台帳に自動的に反映されるようになり、転記する時間とミスが削減された。

特に OTA では予約とキャンセルを複数回繰り返すゲスト（利用者・ユーザ 以下同様）

がいるため削減効果は大きい。 

※OTA：Online Travel Agent（オンライン・トラベル・エージェント）の略。インター

ネットのみで取り引きを行う旅行会社のこと 

（４） POS レジ機能 

 

従来は 1 人 1 人の予約メニュー、当日追加メニュー、割引クーポン等を計算していた

が、各種メニューや割引クーポンの金額を事前に登録しておくことで、当日に計算する

必要がなくなり、ミスなく金額を提示することができる。精算時の入金金種の入力によ
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ってレジ締め時の現金と伝票との照合時間を削減可能にする  。 

（５） QR コード決済機能 

 

近年増加している QR コード決済を利用するゲストに対応するため、各ショップごとに

契約している QR コード会社（PayPay,d 払い、楽天ペイ、LINE Pay など）の QR  コ

ードをスタッフのスマホで表示し、ゲストのスマホで読み取ってもらうユーザースキャ

ン方式にて決済可能とした。このことで海や港（ダイビングスポット）で直接精算が可

能となり、店舗へ戻るよう案内し順番に精算するといった業務を軽減できるようにな

る。 

POS レジと併用し、店舗滞留時間を削減し感染症対策にも繋がる。 

 

【契約実績】 

本事業計画での終了時点での目標店舗数を 170 店と定めていたが、結果 50 店となり計画と結

果で乖離することとなった。 

■外因（社会背景） 

・コロナ禍による観光客減少による予約管理需要の低下。 

・ダイビング事業者の売上低下に設備やシステムへの投資抑制。 

■内因（ビットノット） 

・広告出稿を制限 

利用を開始した各ショップからの固有の要望が発生。 

新規拡大を目指すより、利用を開始した既存顧客への満足度を高めることを優先し、広告出稿

を抑制した。 

・営業力不足 

メールや広告を活用したウェブマーケティングを主体とし、認知や興味換気まで進められた

が、最後の一歩の利用に到達させる営業力が不足していた。 

 

【連携実証】 

集計期間：2021 年 10 月から 2022 年 2 月 15 日まで 
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サンプル数：ゲスト 3,286 

実施方法：（現地訪問）サウス to サウス（浦添市）、シーマックス（那覇市） 

（オンライン）シーフレンズ（石垣市）、マナファクトリー（宮古島市） 

 

 

 

■集計データ ※OKABAN データベースより   

 

 

・10〜1 月までの予約データを集計したところ、予約傾向によって大きく 2 つに分類できる。 

ファンダイビング主体となる 10-12 月とホエール（ウォッチング/スイム）主体となる 1 月で

ある。 

予約経路を比較すると 10-12 月は自社が 70%以上と高く、1 月は旅行会社（OTA）  経由が
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増加する。また 1 月はキャンセル率が急増している。まん延防止等重点措置の影響も考えられ

るが、さらに旅行会社経由であることも要因となっている。連携実証を実施するなかで旅行会

社経由の予約は「ポイントの使用忘れに気づき一度予約をキャンセルし再度ポイントを使用し

た予約する」や「2 人グループの場合でも各自がポイントを使用するため別々に予約する」と

いったケースが多く、自社予約に対して予約処理の業務負荷が高いことが判明した。OTA 連

携によって業務負荷軽減が想定よりも大きな効果を生み、実証店より高い評価を得ることがで

きた。 

 

【実証店ヒアリング結果（抜粋）】 

■良い点     

「キャンペーンやツアーなどをメールで案内して、リピーター増加が期待できる。」 

「顧客のメールアドレスの重要性を感じた。今後は来店時にメールを取得できるように案内をし

ていく。」 

「海から一斉にお客様たちが帰って来るため、今まで順番待ちになっていた精算が、お待たせす

る時間が短くなった。精算時間が短くなったおかげで最後のお見送り時にじっくりとお客様を会

話ができるようになり、感想を聞いてサービス改善につなげることができている。」 

「コネクト機能（OTA 連携）で自動的に予約が入るだけでなく、仮予約→確定予約→キャンセ

ルなど、ステータスが自動で反映されるのが良い」 

「コネクト機能で予約時のクーポンやポイントなどの割引情報をすぐに確認できるのが良い」 

■悪い点  

「お客様が予約フォームの使い方で間違えてしまうことがある。」 

「デシル分析を DM 送信の絞り込みに追加してほしい」 

「シーズンに入る前に使いこなそうと思っているが、難しくて進められないことがある」 

「会計画面の一覧に各グループの支払種別の表示を追加してほしい」 

「コネクト機能で割引をうけるために、予約方法が同一人物や同グループの方が分かれて予約さ

れることがあり、その際に OKABAN 上の予約単位が分かれてしまう」 
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【結果分析】 

顧客の役に立つシステムを構想し本プロジェクトをスタートさせ、計画通りの機能を開発するこ

ともできた。しかし、連携実証にてショップ、スタッフに利用していただくと、現場でストレス

なく有効に活用するためは、まだ不足している部分があることが判明した。連携実証を通して得

たフィードバックによって、より使いやすく効果的なシステムへと改修した。構想→開発→実証

→改修という循環を構築できたことで、顧客にとって価値のあるサービスへと進化したことは実

証店からのヒアリングや有料プラン利用店の継続利用率 100%から明らかな成果だと言える。 

また、有識者コンサルティングによって営業力不足を改善し、新規顧客の獲得方法ならびに育成

方法を確立できたことも事業拡大の基盤構築に繋がった。 

 

［展開にあたっての分析・対策］ 

（課題１） 

営業力が不足していた。対象顧客が沖縄県内約 1200 店と限られていることから顧客リストを
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作成し、MA ツールを活用したメールによるダイビングショップ向けの経営や集客に役立つコラ

ムの配信、オウンドメディアへの誘導、OKABAN のプロモーションサイトへの誘導を軸とした

インサイドセールスを主体としてプロモーションを実施してきた。サイト閲覧、資料請求、お問

い合わせは獲得できたが、最終的に契約に至らないという課題が浮き彫りになった。 

解決方法： 

ISCO 有識者アドバイスで相談の機会を得た営業コンサルタントからのアドバイスを受け、営

業手法の改善に着手。MA ツールを活用したインサイドセールスから訪問を取り入れる営業に方

針を転換することとした。直接訪問して対話を重視することで、本質的に抱えている顧客の課題

を汲み取ることができ、課題解決を個々のショップに応じて提案できるようになった。個々の要

望へ対応方法を、機能開発だけではなく使用方法で調整するという解決策も提案できるようにな

り、機能開発チームの負担を軽減することにも繋がった。 
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［ISCO ハンズオン支援概要］ 

 

(1)報告事務処理の総合支援 

 ・必要書類の準備・作成支援 

 ・不備がある場合は課題管理票で管理しクローズまで追認 

 ・検査：中間検査、確定前検査、確定検査 

・中間報告会・成果報告会プレゼン資料作成支援 

 ・成果報告書作成支援 

    人件費計上に関し、従事メンバーの従事期間延長や時給単価減額が発生。補助金事業

    における人件費の考え方を指導の上、交付申請時提出書類の再調整をサポート。 

(2)３点（成果物、WBS、課題）の定例管理 

・月報とその関連書類の準備・作成支援 

・不備がある場合は課題管理票で管理しクローズまで追認  

・課題件数：75 件 ※「課題管理表」参照 

・プロジェクトレビュー：毎月、月報の内容からプロジェクト進捗確認、課題確認、必

要書類準備の確認 

・プロジェクトヒアリング：線表（WBS）レビュー、実際の開発・運用体制図の作成支

援 

 

(3)ビジネスモデル・技術情報展開支援 

   

(4)海外事業展開調査支援 

  該当なし 

(5)ビジネスモデルの事業化に向けた支援 

 有識者アドバイスの打診・実施 （計 2 回） 

 システムの契約店舗数の獲得に難航していたため、マーケティング・営業が専門の有

識者からのアドバイスの機会を打診し、計 2 回実施した。  

 アドバイス内容をもとに営業手法を転換し、契約店舗数が 29 店舗（有識者アドバイ

ス実施前）から最終的に 50 店舗となり、有料プラン利用店のサービス継続率は 100%

を維持している。 

  

有識者：㈱オーシャンホールディングス 

代表取締役 安部 宥志 氏 

セールス＆マーケティングコンサルタント、JMLA 上級マーケティング解析士 

 

1 日時：2021 年 11 月 19 日（金） 9：00~10：30 

課題：デジタルマーケティング（ウェブサイト、SNS、ネット広告、メールマガジ

ン、DM 郵送等を Google Analytics や MA ツールで管理）によるアプローチを実施
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しているが、ターゲットであるダイビングショップのスタッフは顧客に直接接客す

るため人と会って話すことに慣れている一方で、オンラインで話をすることを苦手

としている傾向があり、訪問営業等ダイレクトな営業手法の必要性を認識してい

る。社内に営業の専門家が在籍していないため、対面営業のアプローチができてい

ない。 

 

有識者からのアドバイス：既に実施済みのデジタルマーケティングにより、見込み客

の獲得はできている。その見込み客との商談・契約獲得に向けた具体的手法（電話営

業のための準備（見込み客のセグメンテーション、トークスクリプト作成等）、電

話・訪問営業のテクニック、オウンドメディアの無料記事掲載を切り口としたアプロ

ーチ）を提案。 

 

実施後の動き：提案内容を参考に数社へのアプローチを行い、経過をみて、再度有識

者アドバイスを実施。 

 

2 日時：2022 年 2 月 25 日（金） 15:15～17:00 

課題：前回の有識者アドバイスを受け、契約店が 29 店舗→40 店舗超に増加した。

しかし、多くはトライアル（無料）で有料契約への切り替えを促進したい。 

有料契約、また、さらなる新規顧客獲得に向けたアプローチのためアドバイスを受

けたい。 

 

有識者からのアドバイス： 

・有料契約獲得 

 顧客の課題解決の緊急性を訴求する必要性がある。 

 また、業務課題解決のみならず、その波及効果（システム利用に 

より家族のための空き時間を作れる等）のアピールも合わせて行う 

等、モチベーションを作るヒントを提案。 

 ・さらなる新規顧客獲得（オウンドメディアを入口とした誘導） 

  対象顧客が 100 件近くと少ないので、DM（グラバー）を提案。 

   グラバーの内容（ノベルティ、印刷物、メッセージの伝え方等） 

   を説明 

      

     実施後の動き：提案内容を参考にダイレクトな営業を強化。 

最終的な契約店舗数は 50 店舗に着地 
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(6)成果報告会の実施 

 2022 年 3 月 10 日(木) 産業支援センター 中ホール にて実施した。 

 評価委員による質疑および、事業に対する評価を収集し、事業者へフィードバックし

た。 
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④ パシフィックハイウェイ沖縄合同会社 

補助事業名 IT 活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 

スモールビジネス創出支援部門 

プロジェクト名 アバターを使った非接触型遠隔接客ＤＸ事業 

構成企業名 パシフィックハイウェイ沖縄合同会社 

 

長引く新型コロナウイルスの影響から沖縄県産品の売上が激減している社会課題の解決を目的

に、デジタル双方向データ通信・応対技術を活用した「YUNTAQ システム」を開発し、多数の

一般消費者の反応・対応・効果性の確認を実証した。実証結果を踏まえて、商用化に向けた

YUNTAQ のビジネスモデル構築に向けた検討を行う。 

(1) デジタル双方向データ通信・応対技術を活用し、「デジタルコンテンツ機能」、「アバター通

話機能」、「年齢・性別測定機能」、「自動体温測定機能」を構築・開発し、多数の一般消費者およ

び観光客の反応・対応・効果テストを経て、その有効性・事業性・ニーズなどを調査するための

実証実験を実施します。 

(2) 実証実験結果を踏まえ、各機能の設計の見直しや利用・運用マニュアルなどの整備を進める

ことで、商用化に向けたビジネスモデル構築を図ります。 

 

１．デジタル双方向データ通信プラットフォーム 

今回の実証システムのベースとなる、デジタル双方向データ通信プラットフォームのベース

として、InterPlayElasticFramework を採用した。 

搭載されている以下機能を活用した。 

•クロスプラットフォーム対応のアバターを稼働させてのビデオ通話機能 

•画像データの表示機能 

•音声データの表示機能 

•HTML の表示機能 

•プレイリストの作成機能 

•タッチ遷移機能 

 

２． デジタルコンテンツ機能（ホーム画面、商品紹介画面） 

YUNTAQ 上で稼働するコンテンツ部分になるファイルをプラットフォームに搭載し、サイズ調

整、画像解像度調整、詳細情報コンテンツへの遷移が行える様に調整する開発作業を実行。 

委託先（株式会社うさぎでざいん）によるホーム画面のベースデザイン・サイネージを設置す

る「わしたショップ」の店頭の状態を伝え、沖縄らしさをアピールできるデザインを依頼し

た。 

・アバターがより映えることを意識していただきつつ、地味な印象を与えないよう明るさを強

調している。 

・当初デザインのご提案をいただいたあと、実際にサイネージに表示し視認性などの確認を行

い、色の濃淡やアイコン位置などの微調整を行った。 

・デザインと連動する形でサイネージへの装飾（POP 等）の提案もあったが、カメラの視覚位
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置や管理（剝がれた時に店員が直してくれるかなど）の問題もあったため見送った。 

 

〇ホーム画面： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇商品紹介画面： 

 

 

 

 

 

 

 

  

完成版ホーム画面 

（2 店舗） 

わしたショップ国際通り

 

銀座わしたショップ
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３． アバター通話機能  

今回採用したデジタル双方向データ通信プラットフォームである、InterPlayElasticFramwork

（上述）を活用し、アバターは店頭側に表示され、オペレーターが遠隔地からアバターを介し

た通話を行える様に、安定したネットワークを保持するための調整を行なった。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 年齢・性別測定機能（PH-Analyzer ） 

SDK を使用して、オリジナルの APK を作成した。 

YUNTAQ の裏で年齢・性別を測定し、端末にデータを保存させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． 自動体温測定機能（PH-Thermal） 

SDK を使用し、オリジナルの APK を作成した。 

YUNTAQ の裏で消費者の体温を計測し、設定された 

高熱基準値超えている場合、警告を表示させるようにした。 

 

 

銀座わしたショップ

 

わしたショップ国際通り本店 
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６． 録画機能（PH-Recorder） 

既存のスクリーンレコーダーアプリを使用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７． モニタリング機能（PH-Monitoring） 

既存の監視カメラアプリを使用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８． PEAS（ミドルウエア） 

〇連携用ミドルウエアである PEAS(APK)を作成し、店員は端末の電源を付けるだけで、各シス

テムを自動で連携させながら YUNTAQ まで立ち上げることが可能。 
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９． オリジナルアバター開発   

開発したアバターは、今回採用したデジタル双方向データ通信プラットフォームである

InterPlayElasticFramework（上述）に搭載させ、自動で発話させたり、裏にオペレーターを入れ

ることで稼働させた。 

 

 

 

 

 

 

 

わしたショップ国際通り店とわしたショップ銀座本店に YUNTAQ を設置して、遠隔地のオ

ペレーターがリモートでアバターとして店舗に登場し、接客および販売促進を行った 。 

オペレーターには、わしたショップの優秀販売員と沖縄県の障がい者に協力を頂いた。沖縄

県の障がい者オペレーターの選定、管理、教育などは、委託先（どこでも Work 株式会社）に協

力を頂いた。 

（１）わしたショップ国際通り店 

 ・店頭設置状況：     ・販売アイテム： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オリジナルアバター プラットフォームへの搭載 
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・実施記録： 

No 実施日 実施時間 所要時間 オペレーター 
接客

回数 

取得 

データ 

購買記録 
その他 

01 11 月 30 日 10:30~12:00 1 時間 30 分 T さん 

障がい者 

(進行性視覚障害) 

NA なし なし 体温測定後 

高熱検知で 

警告画面表示 

02 12 月 4 日 10:30~12:00 1 時間 30 分 T さん 

障がい者 

(進行性視覚障害) 

1 接客動

画 

なし 体温測定後 

高熱検知で 

警告画面表示 

03 12 月 9 日 13:30~14:30 1 時間 00 分 T さん 

障がい者 

(進行性視覚障害) 

1 接客動

画 

なし 体温測定後 

高熱検知で 

警告画面表示 

04 12 月 24 日 13:30~14:30 1 時間 30 分 T さん 

障がい者 

(進行性視覚障害) 

1 接客動

画 

なし 体温測定後 

高熱検知で 

警告画面表示 

05 1 月 13 日 10:30~11:30 1 時間 30 分 T さん 

障がい者 

(進行性視覚障害) 

NA なし なし 体温測定後 

高熱検知で 

警告画面表示 

06 1 月 26 日 13:30~14:30 1 時間 00 分 T さん 

障がい者 

(進行性視覚障害) 

NA なし なし 体温測定後 

高熱検知で 

警告画面表示 

07 1 月 28 日 13:00~14:00 1 時間 00 分 J さん 

障がい者 

(精神障害) 

1 接客動

画 

なし 体温測定後 

高熱検知で 

警告画面表示 

08 2 月 3 日 13:30~14:30 1 時間 00 分 R さん 

障がい者 

(左半身麻痺) 

3 接客動

画 

なし 体温測定後 

高熱検知で 

警告画面表示 

09 2 月 22 日 17:00~18:00 1 時間 00 分 M さん 

(優秀販売員) 

4 接客動

画 

なし 体温測定後 

高熱検知で 

警告画面表示 
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・売上データ（前年比）： 

月度 

わしたシークヮ

ーサージャム 

まるごと絞った

シークヮーサー 
わしたポーク 

スパイシーステ

ーキ豆菓子 

与那覇製麺ソー

キそば（金）  
客数 数量 客数 数量 客数 数量 客数 数量 客数 数量  

11 月 -13% -32% -25% -13% 22% 20% NA NA 61% 55%  

12 月 48% 485% 367% 500% 78% 137% NA NA 115% 93%  

1 月 43% 56% 100% 0% 50% 14% NA NA 137% 89%  

（２）わしたショップ銀座店 

・店頭設置状況：                  ・販売アイテム： 

 

 

 

 

 

実施記録： 

No 実施日 実施時間 所要時間 オペレーター 接客回数 取得データ 購買記録 その他 

01 12 月 13 日 10:30~12:00 1 時間 30 分 T さん 

障がい者 

(進行性視覚障害) 

NA なし なし 体温測定後 

高熱検知で 

警告画面表示 

02 12 月 21 日 13:30~14:30 1 時間 30 分 T さん 

障がい者 

(進行性視覚障害) 

2 ・接客動画 

・年齢性別 

なし 体温測定後 

高熱検知で 

警告画面表示 

03 1 月 8 日 13:30~14:30 1 時間 00 分 T さん 

障がい者 

(進行性視覚障害) 

1 ・接客動画 

・年齢性別 

なし 体温測定後 

高熱検知で 

警告画面表示 

04 1 月 10 日 10:30~12:00 1 時間 00 分 T さん 

障がい者 

(進行性視覚障害) 

4 ・接客動画 

・年齢性別 

なし 体温測定後 

高熱検知で 

警告画面表示 

05 2 月 23 日 16:00~17:00 1 時間 00 分 F さん 

(優秀販売員兼 

泡盛専門家) 

3 ・接客動画 

・年齢性別 

なし 体温測定後 

高熱検知で 

警告画面表示 

 

・売上データ（前年比）： 
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月度 
瑞泉酒

造 

忠孝酒

造 

石川酒造

場 

伊是名酒

造 
久米島の久米仙酒造 

11 月 0% -100% -100% NA 100% 

12 月 0% 0% 0% NA 200% 

1 月 0% 0% 0% NA 100% 

 

 

 オペレーターについて 

障がい者オペレーターの選定にあたっては、まず障がい者の障がいの種類で選定するのではな

く、YUNTAQ を使いこなせるか、人と接客会話ができるか、販売促進説明ができるかなど、オ

ペレーションができる、オペレーションに向いている、経験値があるなど、という観点から選

定を行った。障がい者管理会社も YUNTAQ の仕組みや、運用ノウハウが蓄積されていくにつ

れて、この障がい者でもオペレーションができるだろうという選定ができるようになり、徐々

に他の障がい者にもオペレーターとして追加参加して頂いた。障がい者の障がいは多数種類が

あるため、どの障がいを持った障がい者ならオペレーターとして参加ができるのかという基準

設定は、数多くの障がい者にオペレーターとして参加をしてもらう必要があるため、時間がか

かるが、今回の実証では進行性視覚障害、半身麻痺、精神障害の方で対応をしていただいた。

接客や販売促進、営業などのスキルは、経験などがオペレーションのクオリティにかかわって

くるため、障がいとは別の観点で選定が必要であった。定型会話や案内など、完全にマニュア

ルに沿ってできるオペレーションのほうが、どの人材もスムーズにオペレーターとして参加し

やすい。YUNTAQ オペレーターが何をするかという点において、業務内容の難易度のリストを

作成するとよいかもしれない。 

 優秀販売員オペレーターの選定にあたっては、導入企業が人材をオペレーターとして拘束さ

せたくないという問題に直面した。例えば１時間の遠隔接客という枠を作ってしまうと、社員

が１時間遠隔接客に拘束されてしまい、他の業務が滞ってしまう。事務所でデスクワークをし

ている社員であれば、店舗側から客が社員をインターホン形式で呼び出す仕組みにして、社員

は通常業務をしているが、呼び出しがあったときのみ遠隔接客を行うという仕組みがあれば、

対策になる。しかし優秀店員は現場で立ち仕事をしているため、遠隔接客をするとなるとどう

してもデスクに拘束することになってしまうので、店舗にいる優秀店員がほかの店舗に遠隔接

客をするというのは現実的ではないことが分かった。例えば事務所でデスクワークをしてい

る、商品開発担当、商品選定担当、マーケティング、営業統括者などが、通常事務作業の片手

間で対応するのが相性が良いと考えた。そもそも導入先企業がしっかりと協力をしてくれない

限り、導入先企業の社員に手伝ってもらうことは厳しかった。実際に導入する際には、そこの

協力が必要である旨、合意を得てから導入する。 

 有名人オペレーターの選定にあたっては、所属事務所の規則などにより、特定商品の PR がで

きないという問題に直面した。 

消費者の意識について 

国際通り店：国際通り店は店頭入り口の路面側に設置しているため、人目につきやすく、一人

で入店している客は羞恥心があるためか、YUNTAQ の存在に気づいても素通りする傾向があっ

た。修学旅行生などの団体客や複数人の観光客が話しかけるケースが多かった。 
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銀座店：銀座店は階段の踊り場に設置してあり、壁に囲われているため、人目に付きづらく、

一人の客でも話しかけるケースがよくあった。また、銀座店は沖縄好き、沖縄を求めた客が来

店しているため、はいさーいなど、声をかけると好感触で会話をしていた。 

店舗ごとの分析 

国際通り店：販促する県産品について、当初は泡盛を検討していたが、国際通り店は、修学旅

行生など若年層の来客が多いため、泡盛を販促しても効果が薄いという意見を店舗側から頂い

た。また、国際通り店は若年層に加えて、ほとんどが観光客の来店であるため、土産に適した

商品の販促が適していた。 

銀座店：一方銀座店は、東京に在住の、言わば沖縄ファンが来店する傾向がある。また、銀座

店の地下は泡盛売り場となっており、泡盛を求めて来店する客も多い。泡盛を求めて、客が地

下へと向かう階段の踊り場にて販促を行ったため、泡盛の販促が適していた。 

YUNTAQ で販売促進を行う際には、YUNTAQ を設置する場所や顧客層などを分析して、相性

の良い商品を選定することが重要であることが分かった。 
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［ISCO ハンズオン支援概要］ 

 

(1)報告事務処理の総合支援 

（ア）補助事業を遂行することが初めてということもあり必要書類の多さに気を落としていたが、ス

ケジュール通り実施していけば問題ない旨アドバイス。しかし、結果的にはメンバーの少なさから各

書類作成作業が遅延しがちだった。 

（イ）代表社員と担当者２名のエントリーとなっているため、稼働状況の確認などを行い、補助事業

に適さない稼働を行わないよう助言した。 

（ウ）人件費計上に必要な書類（健保等級決定通知書など）の用意に手間取っていたが、事務処理要

領などを明示して説明を行い、提出に結び付けた。 

（エ）事業費の計上が多いため仕様書等の作成作業が多かった。テンプレートを提示し、作成された

資料を適宜添削し補助事業に合致するようアドバイスを行った。 

（オ）報告会・プレゼン資料作成、報告書の作成において、交付申請時の内容を適切に進捗した点を

表現できるよう、添削サポートを実施。 

（カ）月次進捗報告管理においてメンバーの少なさから遅延しがちだったが、テンプレートを用意す

るなど遅れないようサポートを行った。 

（キ）企画屋のように内容変更の相談があったが、その都度「補助事業において申請内容を的確に遂

行することが重要」という点を伝え、申請に沿った内容を遵守させた。 

（ク）成果報告書（8 号様式）の作成について、実証に関する内容を定性的に記載しない点を指摘し取

得データを全て記載するようアドバイスを行った。実証においてビジネス化に向けたストーリー構成

を意識した実施とデータ取りを勧めた。 

 

(2)３点（成果物、WBS、課題）の定例管理 

（ア）月次進捗報告書が期限内に提出させることが難しかった。メンバーが少ないという点もあった

が、報告書作成を重要と感じていないように思われた。 

（イ）提出までに時間はかかるが、必要な修正点はポイントを押さえて伝えたため、概ね即時対応い

ただいた。 

（ウ）進捗確認 MTG を適宜開催していたが、開発状況の確認が困難だった。開発の一部を外注して

いるが、その状況等が把握できず管理が困難だった。 

（エ）報告会・プレゼン資料作成、報告書の作成において、交付申請時の内容を適切に進捗した点を

表現できるよう、添削サポートを実施。 

（オ）WBS の作成からサポートし適切な進捗に向けた管理を行った。 

（カ）開発にかかる課題解決に向けた事業費の執行に関する助言を行い、ISCO 向け変更届の作成・手

続き補助を行った。 

（キ）各作成書類の不備等については課題管理票で管理しクローズまで追認した。最終的に課題件

数：101 件 ※「課題管理表」参照 

 

(3)ビジネスモデル・技術情報展開支援 
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 開発内容に関する情報展開支援 

（ア）実証活動におけるデータ収集・報告書への記載事項等についてアドバイスを行った。定性的な

情報が多かったので、定量的な記録・記載方法にするよう指摘した。 

（イ）開発実証について立ち合いを行い、実施状況の確認を行った。カメラや商品紹介のレイアウ

ト、音声等についてアドバイスを実施するとともに、協力店舗への協力依頼を行った。 

（ウ）障がい者雇用の観点から専門家アドバイスを実施し、ビジネスモデルや実証における注意点に

ついてサポートを受けた。※下記、「有識者アドバイス」参照 

（エ）サイネージモニターにアバター以外を登場させる検討において、ミス沖縄が候補にあがり、ミ

ス沖縄を管理する OCVB との面談をセッティングした。 

（オ）サイネージモニターのデザインについて、県内デザイナーの紹介を打診されたため、web デザ

インなども手掛けているデザイナーを紹介し、観光客に有効なデザインに仕上げた。 

 

(4)海外事業展開調査支援 

該当なし 

 

(5)ビジネスモデルの事業化に向けた支援 

 有識者アドバイスの打診・実施 （計３回） 

 有識者からのアドバイスの機会を打診し、計３回実施した。 

（ア）障がい者に関する専門家アドバイスでは、障がいの性質や管理、マニュアル整備の難しさを指

南され、ビジネスモデル構築に向けたサポートを受けた。その際に「障がい者雇用に最適のツール」

と言ったプロモーションを行うと業界団体から反発や強い指摘を受ける可能性があるため注意するよ

うにとアドバイスがあった。 

（イ）わしたショップ銀座における実証前に ISCO として挨拶に行った。店舗の状況や設置場所の確

認を行い、実証を行ううえで、必要な情報（データ）取りが行えるよう、店舗側と調整するよう指摘

した。 

 

 

 

(6)成果事例報告会の実施 

（ア）報告会前のプレゼン資料作成において、定量的データが記載されていない点を強く指摘した

が、修正されなかった。そのため審査委員からは「評価のしようがない」とコメントされた。最終報

告書の作成時には記載させることが出来たが、実証の効果測定には足りない情報となった。 

（イ）障がい者雇用という点は評価されているため、そのビジネスモデルの検証に向けた実証を確実

に行う必要があった。 

     〇専門家情報 

氏名 仲地宗幸 

所属 合同会社キングコング 

役職 代表社員 

主な保有資格等 作業療法士 
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      第１回 専門家アドバイス 

       

 

 

 

 

 

 

         

第２回 専門家アドバイス 

       

 

 

 

 

 

 

  

日付：令和 3 年 8 月 13 日（金） 

時間：13:00～15:00 

場所：「おうちごはん e」（那覇市首里真和志町 2-21-3） 

課題：障がい者によるアバターを介した接客の可能性 

結果： 

・障がいの程度や特徴によって、得意・不得意の分野は出てくるが、共通するの

は「何をどこまでやってもらうか」を明確にすることが、障がい者側・企業側に

とって重要。 

・本実証においては「出来ない部分」を把握することも必要であり、可能であれ

ば就労意欲のある障がい者にチャレンジさせていくと良い。 

・指導マニュアル等の整理が障がい者雇用のポイントになってくる。 

日付：令和 3 年 11 月 12 日（金） 

時間：10:00～12:00 

場所：「おうちごはん e」（那覇市首里真和志町 2-21-3） 

課題：補助事業において、障がい者雇用に関するアドバイス等 

結果： 

・マニュアルの進捗に関するアドバイス 

・「障がい者雇用」の業界状況に関する情報提供 
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第３回 専門家アドバイス 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7)実証実験への参画 

（ア）他の小売店の実証（他の事業者の補助事業：レイメイコンピュータ）では実証先店舗

をコンソーシアムに入れているため協力的に行っていたが、本プロジェクトでは、コンソー

シアムを組んでいないためか、「店頭は使っても良い・空いてるスペースなら良い」など、消

極的な協力だった。このため、実証先の店舗にも数回訪問して実証の協力依頼や同席での立

会い実施など、ISCO としてのサポートも行った。 

（イ）優良販売員のアバター実演については、店舗でヒアリングした際、実演することを把

握していないなど、調整不足があった。 

(8)次年度以降の課題 

（ア）アバターを使った接客は「with コロナ・After コロナ」に必要なツールとなってくる

ため、ビジネスモデルの構築と実証先から実績を取得することが必要。 

（イ）障がい者雇用は有用だが、そこに特化せず、人の張り付き接客に代替するシステムと

して新たな実証先を検討しても良い。 

 

  

日付：令和４年 ２月 10 日（木） 

時間：13:00～15:00 

場所：「おうちごはん e」（那覇市首里真和志町 2-21-3） 

課題： 実証結果に関するアドバイス等 

結果： 

・レポート、作業マニュアルレビュー。障がい者雇用の現場で使えるレベルにな

いため、ポイントを抑えた作り直しを提案。 

・マニュアルがしっかり整備されている必要がある。 

・ベースを作って障がい者に合わせた内容の変更も検討する必要はある。 

・健常者の代わりの障がい者オペレータは NG。 

・障がい者雇用はストーリーを組み立てたうえでの社会貢献。 

 

 
 

 

 

 

 

第１回 

 

 

 

 

 

第２回 

 

 

 

 

 

第３回 
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 【令和 3年度 ＩＴ活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 他産業連携型ビジ

ネスモデル実証部門】 

 

⑤ エスアイエス株式会社 

補助事業名 沖縄アジア IT ビジネス創出促進事業（他産業連携型ビジネスモデル実証部

分） 

プロジェクト名 介護施設－救急病院間情報連携システム構築事業 

構成企業名 病院連携システム開発コンソーシアム 

代表企業：エスアイエス株式会社 

コンソーシアム：株式会社リスタート琉球 

 

[事業概要] 

介護施設に入所している介護サービス利用者の救急搬送時における介護職員，病院職員等の

負担を低減するためのサービス提供を目指すため、介護施設－救急病院間情報連携システム

の開発ならびに実証実験を行う。 

 

[事業の目標] 

１．現在株式会社エスアイエスが販売している介護カルテシステムをもとに，介護施設

が持つ情報を救急病院へ容易に提供できる機能を追加し，かつセキュリティなどに配慮

した迅速で正確，さらには容易で安心なシステムを構築・開発する。   

２．沖縄本島中部地域の介護施設・救急病院を想定し，以下の実証を実施する。  

・介護施設利用者が救急病院へ救急搬送される場合を想定する。  

・救急搬送時に使用される紙資料，介護職員の作業や拘束時間が低減できるかを検証

する。  

３． ２．の実証で得られた内容を通して事業性の有無を把握する。  

４． ３．の結果から得られた結果をもとに使い勝手の良さをブラッシュアップし各機

能の設計見直しを行う。   

５．上記内容をもとに将来の商用化の可能性を判断する。 

 

 

[事業の実績] 

１. 現在株式会社エスアイエスが販売している介護電子カルテシステム ケアサポートみま

もり（  https://www.si-system.co.jp/system/ ）に対し，介護施設が持つ情報を救急

搬送発生時に，救急隊員および救急病院へ容易に情報提供できる機能を追加し，かつセ

キュリティなどに配慮した迅速で正確，さらには容易で安心なシステムを構築・開発し

た。  

〇当システムでの改修（従前のものへの機能追加）・新規機能一覧  

・PC 版システム（介護施設で使用するもの） 



4-77 

 

入所者選択画面    改修  

・救急要請画面に遷移するためのボタンを配置  

・入所者情報・機能選択画面 改修基本情報３画面，救急要請履歴画面に遷移するた

めのボタンを配置  

 

利用者基本情報 1画面   

改修  

  家族歴の入力コントロールを設置  

家族歴の入力コントロールを設置 
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基本情報 3 画面  

新規  

医療情報（お薬手帳やかかりつけ

医など），生活歴，救急要請に関

する情報を表示する。タブで切り

替え可能である。お薬手帳はスキ

ャン結果を PDF で登録でき，救急

搬送時に情報を救急搬送医や救急

隊員へ提供することが可能であ

る。かかりつけ医や飲酒歴，喫煙

歴，コロナワクチン接種情報など

も入力でき，これらも提供するこ

とが可能である。また，DNAR（急

変時 Code）※に関する資料（同意

書）などを取り込むことができ

る。 

 

※ DNAR（Do Not Attempt 

Resuscitation：患者本人または

患者の利益にかかわる代理者の意

思決定をうけて心肺蘇生法をおこ

なわないこと），急変時 Code は

DNAR か，急変時に措置を行うかを

記載するものである。 
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救急要請画面     

新規  

「いつ」「どこで」「なにをし

ているとき」「どうなった」「意

識」についてプルダウンでマス

タに登録されている内容を選択

できる。マスタに登録されてい

ない内容であった場合は右側の

テキストボックスに入力するこ

とも可能。 

  

その他，瞳孔の様子や DNAR に関する内容，急変時に伝えるべき内容については自由記

述も可能である。また，必須入力項目を設けていないため，救急搬送時あいにくタイピ

ングが苦手な人しかいない場合は空欄で印刷し，その紙に手書きで書くことも可能にし

ている。  

 

 

救急ボタンを押下後，救急要請

画面で養成した救急情報の履歴

が表示される。救急要請時に出

力した救急連絡シートや患者情

報を出力することが可能。ま

た，処置完了後に当該の処置に

関する所見を登録・閲覧する画

面に遷移できる。さらには，救

急要請から 24 時間以内かつ URL

リンクなどで情報が閲覧できる

状況のものを停止すること可能

である。  

所見閲覧画面 

新規 

救急要請画面     新規   

  

救急要請履歴画面     新規   
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救急搬送の際に病院から発行された所見などに関する資料を PDF で取り込み、かつ閲覧

できる画面である。 

 

   

 

後述の救急連絡シートや救急患者情報画面など PDF で取り込んだ内容を表示するため

の画面である。詳細はそれぞれの画面で記す。  

救急搬送を行う方に対し，うるま市が発行した「高齢者福祉施設等における「救急ガイ

ドブック」にしたがった救急連絡シートを見られるようにしている。 

 

 

 

参照 URL 

https://www.city.uruma.lg.jp/tiiki/153/1605/10193 

 

救急患者情報画面 

救急連絡シート画面     新規   
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中部徳洲会病院から 2020 年に聞き取った内容をもとにエスアイエス社員の知人看護師

にアンケートの協力を依頼し，そのアンケートで必要とされた内容を患者情報として出

力できるようにしている。急変時 Code，おくすり手帳に関する資料は PDF を取り込ん

だものをこの PDF にマージして出力できるようにしている。 

 

 

24 時間限定の URL を発行し，QRコードの読み

込みもしくは URL の入力によって閲覧できる

ようにしている。  

  

・Web 版システム（救急病院で使用するもの） 

 

 

 

患者情報の閲覧と，患者情報

の停止の 2 つのボタンを用意

している。基本的には閲覧 

するが，病院側が不要と判断

した場合閲覧を停止すること

も可能である。  

 

患者情報 QR コード     新規   

  

患者情報閲覧認証画面   新規   
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閲覧をすると PDF が表示さ

れ，介護施設情報，本人情

報，主訴，バイタルサイン，

現病歴，既往歴，家族歴，

薬，アレルギー，生活歴，

ADL（日常生活動作），家族構

成，所見の書類，お薬手帳の

データが閲覧できる。 

・タブレット版システム（介

護施設で使用する可搬用のも

の） 

トップ画面   改修 

  

患者情報閲覧画面     新規   

  



4-83 

 

救急要請者一覧画面 

新規 

 

 

救急要請を行っている利用者

がいる場合，救急要請者一覧

画面に遷移するボタンが表示

されるようになっている。

  

 

 

 

救急要請済みの利用者（患

者）の氏名が表示され，選択

することで患者情報アクセス

画面に遷移するようになって

いる。 iPad の画面上で患者

情報 QR コードを表示できる

ようにし，救急搬送時に必要

となる印刷資料の削減もでき

るようにしている。また，不

要と判断した場合患者の情報

を公開している URL を無効化

することが可能である。 

 

 

 

○当システムでのセキュリティに関する配慮  

当システムでは，セキュリティに関する配慮として，患者情報を公開する URL の時限化

を行った。現時点では救急搬送してからの有効期限を 24 時間としている。また，必要

に応じて介護施設側，救急病院側のどちらからでも情報共有を停止することが可能であ

り，インターネット上から見られるリスクを低減している。  

また，従前のシステムでも介護施設の PCでは VPN を使用し，タブレットや Web サイト

では SSL を使用するなどよりセキュアな通信を行うようにし，患者のプライバシーに配

慮したものとのなっている。  

 

 

２．沖縄本島中部地域の介護施設・救急病院を想定し，以下の実証を実施した。  

 

・介護施設利用者が救急病院へ救急搬送される場合を想定する。  

患者情報アクセス画面   新規   
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・救急搬送時に使用される紙資料，介護職員の作業や拘束時間が低減できるかを検証す

る。  

  

本事業において，介護施設の負担軽減並びに，業務効率の向上を図るため、2022 年 2 

月 

13 日に以下の実証を実施した。  

  

これまで，介護施設側では利用者が救急搬送される場合に 1 名の介護職員が付き添い，

かつ多くの紙資料持って救急車に乗り込んでいた。こちらの業務について，当プロジェ

クトでは以下の目標を設定し，実証により効果を測定した。  

a. 平均拘束時間の 50％以上の短縮：介護職員の救急搬送時にかかる付き添

いの時間の短縮による平均拘束時間（現在平均約 6 時間）の 50％以上の短縮  

b. 紙資料の 90％の削減 介護施設側で出力する紙資料の 90％の削減  

c. 人件費の 30％以上の削減：付き添いにかかる人件費（救急搬送があった

場合，全スタッフの平均残業時間約 3時間）の 30％以上の削減  

d. 生産性効率の 30％以上向上：救急搬送があった日における生産性効率

（全介護利用者の介護サービスに充てる時間/全職員の労働時間）を 30％以上向

上させることコロナ禍により，救急搬送病院の協力を得ることが難しく，実証の

実施は困難を極めた。 

 

その中で，中部徳洲会病院の友利医師およびリスタート琉球社内で救急搬送を経験した

みなさまの協力を得て，2月になんとか 1回 実業務に即したシミュレーションによる

実証機会を設けることができた。その実証で測定した達成度を以下に示す。  

  

a. 平均拘束時間の 50％以上の短縮 

実証の際の時刻を計測したところ，以下の点に時間の短縮効果が認められた。  

項目  システム導入前  システム導入後  削減された割合  

資料用意  8 分  3 分  62.5％減  

医師による情報聞き取り  10 分  6 分  40％減  

資料の準備に時間がかかっていないこと，医師がスムーズに情報を聞き取れていること

から効率的なものとなっていることがわかる。また，別添 2 医師アンケートの回答結果

からも情報がしっかりと網羅されており，聞き取りがスムーズに行える状況になってい

ることがわかる。したがって，当システムが介護施設側から医療施設側への情報連携を

スムーズに行うことができることを手助けできているものであると考える。  

実証では，救急病院側で介護施設側との対応を行う看護師が参加していないこと，シミ

ュレーションであったため患者への処置を実際に行っていないこと，救急車を使用でき

ないため交通法規を遵守してのシミュレーションであったことなど実際と異なることも

多い。そのため，バイタル測定の時間が短縮されていること，救急車出発から病院まで

の時間がかかっていることなど，通常とは異なる状況となっている箇所も多い。しかし

ながら，当該実証において，通常時と実証時で共通して行う内容であった，「バイタル
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等の入力（記入）」「医師からの情報聞き取り」に関して有意な時間短縮効果が見られて

いる。 

したがって，今後も実証を行い様々な意見を取り入れ，現時点よりさらに時間短縮を

図り，かつ使いやすいものを作り上げるよう努める。 

 

b. 資料の 90％の削減 

通常持参する紙資料が A4 のファイル 1冊分程度（病歴や，介護施設の利用期間によっ

て枚数は異なる。平均的には 50～100 枚程度）である。それに対して，このシステムで

出力できる内容は 3～5枚程度と非常に少なくなっている。  

項目  システム導入前  システム導入後  削減された割合  

紙資料の枚数（平均）  80 枚  5 枚  92.5％減  

上記の通り，約 90％の紙資料削減を行うことができた。救急情報を入力した際に即，

プリンタから出力されることから持ち運び自体は非常に効率的である。また，iPad を

持参した場合は紙を印刷しなくても同様の内容を表示できるため，紙資料の削減ができ

る。したがって，紙資料の削減の目標は達成した。  

  

c. 人件費の 30％以上の削減  

救急搬送業務は通常業務と異なる。また，救急搬送業務を行ったとしても介護保険事業

である通常の業務は原則として通常通り行わなければならないため，追加の作業とな

る。そのため，通常業務と救急搬送業務の和で人件費を検討する。  

項目  システム導入前  システム導入後 削減された割合  

資料用意  8 分  3 分  62.5％減  

医師による情報聞き取り  10 分  6 分  40％減  

  

表のとおり，医師による情報聞き取りの時間を削減することに寄与できている。看護師

による聞き取りの時間，情報の円滑な連携により，処置の低減を推定するとその削減割

合としては 40％程度と推察できる。平均拘束時間が 6 時間程度であり，そのうち移動

時間などを除く 5時間のうち，40％削減できるとした場合，2 時間の時間短縮となる。  

これまでの通常業務 8時間＋救急搬送業務 6時間（移動時間含む）となっているもの

が，通常業務 8時間＋救急搬送業務 4時間（移動時間含む）となり，救急搬送業務での

人件費の削減が約 33.3％となり，人件費の 30％削減が達成できているといえる。  

これによって，離職率の高い介護職員の時間外労働等の通常とは異なる業務負担を軽減

し，環境改善につなげる効果も期待できる。  

ただし，救急搬送時の人件費について，a.で述べたように実証がシミュレーションベー

スであったことから，処置にかかる時間などの検証が完全ではない。今後も継続予定の

実証を通して，人件費がどの程度削減できるのかを調査を進めより，介護現場の要望を

反映していく。  

  

d. 生産性効率の 30％以上向上   
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生産性については，（救急搬送業務／全拘束時間）の割合がどの程度削減できているか

で判断している。先述の通り，以下のように拘束時間削減を期待できる。 

A 通常業務  8 時間  8 時間  ---  

B 救急搬送業務（含移動時間）  6 時間  4 時間  約 33％減  

救急搬送の占める割合  

（B/（A+B））  

約 42.9％  約 33.3％  約 47.5％減  

 

したがって，生産性効率も 30％以上の削減が期待できる。  

ただし，生産性効率について，今までと同様，実際の患者での実証が行われておらず，

より正確な値ではない。したがって，今後利用者や家族の理解を得ながら実際の患者で

も実証を行うなどして，より正確な状況把握に努める。  

  

 

※実証シミュレーションに参加の医師によるアンケート 
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※実証シミュレーションに参加の介護職員によるアンケート 

 

 

３． ２．の実証で得られた内容を通して事業性の有無を把握する。  
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 ２．で述べたように，概ね目標は達成できている。また，医師アンケートからもわかる

通り，医師の評価も高い。そこで当システムは無料で病院へ提供する予定である。それ

を利用し病院が当システムを費用負担等がほぼなく導入できることを利用し，病院への

導入を図る。また，病院で利用できる用になったのち，当システムを利用し救急搬送業

務の負担が軽減されることを介護施設に周知することで，介護施設への導入に向けた営

業活動を行う。それによって事業として成立することが想定される。   

  

 

４． ３．の結果から得られた結果をもとに使い勝手の良さをブラッシュアップし各機能

の設計見直しを行う。   

 医師アンケートにあるようにセキュリティに関する内容について不安が見られているこ

と，介護施設アンケートにあるように救急搬送時に使用する画面で必要な入力項目（バ

イタル入力のコントロール）が不足しているなどが見られた。  

現在ブラッシュアップ設計を実施している。また，今後の実証の際にさらなる改善箇所

が見られた場合はさらなるブラッシュアップも行っていく。  

  

 

５．上記内容をもとに将来の商用化の可能性を判断する。  

以上から，商用化に向けて前向きな結果が得られた認識である。これら内容を整理する

ことで，商用化は十分可能であると判断した。  

 

 

［展開にあたっての分析・対策］ 

課題： 

申請時落ち着きを見せていた新型コロナ感染症の感染者数が 5 月連休明けから状況が悪

化。5 月末に緊急事態宣言が発出されるまでになった。9月末をもって緊急事態宣言が解

除されるも年明け 1月より再び感染状況が悪化。まん延防止等重点措置が発出されるま

でになった。  

これらの状況により，8月までに実施予定の要件定義でのヒヤリングの実施交渉が難航を

極め，申請時に協力を得られる予定であった病院等からも難色を示される事態となっ

た。また，実証についても難航を極め，介護施設から救急搬送を 119 番要請した場合，

介護施設には看護師がいることなどから一般の方を優先して搬送される状況となり救急

搬送を断られる状況が増え，思うように実データが取得できない事態となった。また，

システムを使用しての実証を 1月初旬に実施する予定であったものが，ちょうど感染者

が過去最悪の水準となったタイミングとなり実証の計画時期を延期せざるを得ない状況

となった。 

解決方法： 

実証への理解と実証施設の紹介を求め、ISCO と複数回面談。その中で、中部医師会に

ある「在宅ゆい丸センター」への訪問を提案。同行にて北谷町の当事業所に訪問。 
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複数回の面談により、コロナ禍での病院協力を得られない現状況の中で、可能な限り

現場に見立てた環境の中での実証シミュレーションの可能性を提案し、救急医の個人的

な協力を得て実証シミュレーションを実現できた。実証のシミュレーションにより、参

加いただいた救急医（中部地区救急医療統括）からの好評価を得て次年度以降の実証協

力の前向きな回答を得ることが出来た。 
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［ISCO ハンズオン支援概要］ 

 

報告事務処理の総合支援 

 必要書類の準備・作成支援 

 不備がある場合は課題管理票で管理しクローズまで追認 

 検査：中間検査、確定前検査、確定検査 

 中間報告会・成果報告会プレゼン資料作成支援 

 成果報告書作成支援 

 

３点（成果物、WBS、課題）の定例管理 

 月報とその関連書類の準備・作成支援 

 不備がある場合は課題管理票で管理しクローズまで追認 

 課題件数：92件 ※「課題管理表」参照 

 プロジェクトレビュー：毎月、月報の内容からプロジェクト進捗確認、課題確認、必要

書類準備の確認 

 

（ア） 従事メンバーの追加が発生。事務対応について、指導・サポート。 

（イ） 事業費のうち旅費を削除の変更が発生。旅費を委託料に計上。関連変更事務手続き

の支援。 

プロジェクトヒアリング：線表（WBS）レビュー、実際の開発・運用体制図の作成支援 

 

(3)ビジネスモデル・技術情報展開支援 

コロナ禍での予測のつかない状況下で介護施設からの救急搬送、救急病院の受入が難しく

なる中での相談対応を複数回行った。 

補助事業期間内での実証実現に向け前向きにさまざまな策を検討し、提案を行った。コロ

ナの急激な感染拡大によりついにすべての病院において実証がかなわず疲弊する事業者に

実証シミュレーションを提案。事業者はすぐに対応し、中部地区を統括する救急医から病

院外で個人的に実証に参加いただくこととなった。病院での実証は期間内にはかなわなか

ったが、参加いただいた救急医よりシステムの高評価をもらうことが出来、引き続き次年

度において実証を行いブラッシュアップに役立てていく予定である。 

(4)海外事業展開調査支援 

 該当なし 

(5)ビジネスモデルの事業化に向けた支援 

有識者アドバイスの打診・実施  

有識者：㈱オーシャンホールディングス 

代表取締役 安部 宥志 氏 

セールス＆マーケティングコンサルタント、JMLA 上級マーケティング解析士 

日時：2021 年 11 月 19 日（金） 10：30~12：00 
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介護施設へのシステムの拡販について 

 1.開発後の病院に対するアプローチの方法 

 2.同業他社との協業の可能性について 

 

1.開発後の病院に対するアプローチの方法 

病院業界はアポがほとんど取れない、営業のしかたが全く異なる業界である。基本的に

は、学会に企業として加盟し、学会イベントで参画している企業が照会や展示をすること

が王道である。その際、権力・影響力を持っている先生が見えてくるので、序列上位の先

生を口説き、その病院の事務局長（現場）へつないでもらい、アポを取りきることが重

要。成約した際は、Web の導入済みリストをすぐに更新する。 

パートナー政策については過去の経験から注意点がある。代理店か紹介取次で仕切りで差

額が卸の利益となるなか、紹介後の成約でマージンが基本。商品が売れてくると、声が掛

かると思うが、大・中企業はうまくいくが、小企業同士はうまくいかないことが多い。契

約書に縛り（約束事やペナルティ）がないため。無償関係の完全成果報酬型（アフィリエ

イトと同じ）では、成果が上がらないときに一切口出しができない。契約書の作成と販売

契約書（書式自由 A4 一枚でも可）を作成してもらうことが基本となる。販売契約書を出さ

ないところは本気ではない 

 

2.同業他社との協業の可能性について 

同業他社との協業について。協業して大きな母数の介護者について、ビッグデータ活用を

踏まえた情報提供・収集→AI が得意な企業と協業してビッグデータ化→ｘｘ総研に販売が

可能なプラットフォームのようなもの。協業であれば小さな絵ではなく大きな絵を描くこ

とをお勧めする 

 みまもりマーケット・ND などが連携してくれたら大半の介護施設がカバーできる。ライ

センス料としてエスアイエスがそのデータを管理・提供していくことが出来る。 

 

(6)成果報告会の実施 

2022 年 3月 10 日(木) 沖縄産業支援センター ３階 中ホール（312）にて実施した。 

評価委員による質疑および、事業に対する評価を収集し、事業者へフィードバックした。 

 

〇質疑応答要約 

コロナ禍の中、なかなか実証先が見つからないということで苦労した中で、最後で 1 か所

決まり良い先生と巡り合ったのが良かった。時間の削減についての審査委員からの質問に

対して、実証の結果では本来、救急搬送時には、処置の前に、介護施設職員と看護師、初

期診断をする研修医、それから救急担当医師と介護施設職員とのやりとりが繰り返し行わ

れる。その中で時間というもののロスが発生。このプロジェクトで開発した出力されるデ

ータにおいて活字での正確な情報をスピーディに連携して確認できることで時間の軽減が

見えている。更に持ち出すファイルを数枚の紙に集約したことで介護職員の緊急時の業務

負荷の軽減となった。医師のアンケートで、医師からはこの情報で十分満足できる情報と
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あったが、引き続き次年度以降も実証を繰り返しブラッシュアップを行い事業化につなげ

ていきたい、と回答。 
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⑥ 株式会社 OTS サービス経営研究所 

補助事業名 IT 活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 

プロジェクト名 株式会社 OTS サービス経営研究所 

構成企業名 株式会社 OTS サービス経営研究所、アイ・ムーヴ株式会社、沖縄ツー

リスト株式会社 

 

［事業概要］ 

 コロナ禍により、人的リソースの最適化が求められているレンタカー事業者と宿泊事業者に対

して、顔認証チェックインシステムを開発し、従業員を介さず無人でチェックインを完了できる

システムを構築する。 

また、両事業者のチェックインシステムを一元化することで、利用者の利便性向上と、事業者の

省人化を図ることを目的とする。 

 

［事業の目標］ 

スマートフォンでの顔認証チェックインシステムを構築し、レンタカー及び宿泊施設の顧客に

対して、非対面で一元化された受付サービスの提供を目指す為、以下 4 点を実施する。 

① 顧客のスマートフォンより免許証、パスポートより顔写真や顧客情報を予約システムに取

り込み、従来、受付当日に従業員が目視確認していた作業を、顔認証機能を使用しシステ

ム上で実施できる仕組みを構築する。 

② レンタカーやホテルの客室の鍵をキーボックスより貸出をし、従業員を介さず チェックイ

ンを完了できる仕組みを構築する。顔認証によるチェックインとキーボックスの開錠方法の

通知は、顧客のスマートフォンより、Web サービスで実施する。 

③ レンタカーと宿泊施設が連携している予約を持つ顧客に対して、顧客情報を共有し、レン

タカーのチェックインが完了と同時に宿泊施設のチェックインも完了させる仕組みを構築

する 

④ 顔認証チェックインによるチェックイン対応時間の短縮と顧客満足度をレンタカー事業者と

宿泊施設でそれぞれ検証する。 

［事業の実績］ 

【実績】 

 



4-94 

 

顔認証機能は、 Amazon Web Service の Amazon Rekognition API を活用している。 

2020 年度に運転免許証の顔写真をデータベースへアップロードし、利用当日に撮影された顔写

真と当該顧客の予約情報を照合する仕組みを構築した。本事業では、インバウンド利用も見据え、

外国人利用者の顔写真及び顧客情報のアップロード機能の追加と、レンタカー・宿泊施設におい

て無人でサービス利用できるまでの仕組みを構築した。 

 

・フレームワークは、AWS SAM（Serverless Application Model）を使用 

・画像ファイルからテキスト画像より、「氏名」「生年月日」「有効期限」等を読み取る 

・OCR により抽出するテキスト 

‣日本の運転免許証：表面のテキストを読み取る 

 
‣パスポート：MRP パスポートの「機械読み取り部分」を読み取る 

  

 

 

 

 

・API 仕様書（一部抜粋） 
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・精度検証（実証内で利用のあった日本人免許証の集計結果） 

 10 月 11 月 12 月 1 月 計 

文字認識 83％ 

（ 425 個※

１） 

85％ 

（595 個） 

81％ 

（415 個） 

89％ 

（170 個） 

84％ 

（1605 個） 

※１：免許証文字認識 5 項目/枚×免許証数の合計値を記載 

（5 項目：名前/住所/生年月日/有効期限/免許証番号） 

 

・OCR 誤認識事例 

１．氏名：枠線を記号と認識し、不要な文字が含まれる 

[正] 山田太郎 ➝［誤］（山田太郎 

２．住所：枠線を記号と認識し、不要な文字が含まれる 

[正] 沖縄県那覇市～ ➝ [誤] /沖縄県那覇市～ 

３．有効期限：令和を今和と誤認識 

[正] 2025 年（令和 07 年）→ [誤] 2025 年（今和 07 年） 

・改善案 

１．対象文字列前後の不要文字削除 

２．定型文字誤認識時の文字置換 

・改善後の認識精度は下記になる見込み 

 10 月 11 月 12 月 1 月 計 

文字認識 

改善後 

92％ 

（425 個） 

93％ 

（595 個） 

91％ 

（415 個） 

96％ 

（170 個） 

92％ 

（1605 個） 

◆開発②「キーボックスによる鍵の受け渡し」 

通常、対面で行っていたレンタカーのチェックイン業務をスマートフォンで完結できる Web サ

ービスを展開し、時間短縮と省人化を図る。（当実証では貸渡業務のみに当該システムを適用し、

返却業務は通常通り有人対応とした） 
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鍵の受け渡しの仕組みには、Keycafe 社の SmartBox 鍵管理システムを活用した。 

レンタカーや客室の物理キーをそのまま活用でき、大がかりな鍵の取り替え作業は不要の為、汎

用性が高いと考える。 

＜SmartBox 概要＞ 

 
 

 

 

（システム連携図） 

   

（キーボックス本体）         （キーボックス管理画面） 

［名称の説明］ 

‣電子キー：システム上管理する鍵（例：車のナンバ

ー） 

‣NFC タグ：物理キーと電子キーを紐づけるタグ 

‣BIN：キーボックスの個々のキャビネット 

‣解除コード：個々の予約に発行させる鍵を格納した

BIN から受け取る為の番号（アクセス

コード） 

[鍵の受け渡し仕組み] 

①管理画面で電子キーと物理キーを紐づける 

②事業者は対象の鍵をキーボックスに格納する 

③顔認証受付の完了をトリガーに解除コードを生成 

④対象予約に発行された解除コードを入力し BIN か

ら鍵を受け取る 
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・キーボックス機器の設置 

＜レンタカー＞ 

‣OTS レンタカー臨空豊崎営業所（豊見城市豊崎 3-37）：鍵 25 個収納タイプを 1 台設置 

  
‣OTS レンタカー下地島空港店（宮古島市伊良部佐和田 1727 番地）： 

鍵 25 個収納タイプを 1 台設置 

    
＜宿泊施設＞  

・ココシャスモンパ（沖縄県中頭郡北谷町美浜 25ʷ1）：鍵 7 個収納タイプを 1 台設置 

・コンドミニアムモンパホテル モンパ（沖縄県中頭郡北谷町美浜 8ʷ12）： 

鍵 7 個収納タイプを 1 台設置 

・ジョイホテルマネジメント運営施設 7 施設の管理課（沖縄県名護市済井出 218ʷ14）： 

 鍵 25 個収納タイプを 1 台設置 

  

 

・利用手順 

＜予約手順＞ 
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STEP1：顔認証プラン専用ページからプラン選択 

STEP2：会員専用プランの為、One Two Smile Club 会員登録へのメンバー登録が必須 

STEP3：免許証（外国人はパスポートを追加）のアップロード 

※スマホカメラで撮影した免許証写真（表/裏）を添付する（容量 5MB 以下） 

STEP4：予約情報、利用時の注意事項の確認 

STEP5：事前決済（クレジットカード決済）➝予約完了 

 

＜利用当日の流れ＞ 

 

＜顔認証受付＞ 

STEP1：チェックイン日の前日 PM12:00 に、顔認証チェックイン案内メールを利用客へ送信 

下地島空港店、宿泊施設の場合 

STEP2：チェックイン当日、レンタカー営業所（宿泊施設フロント）に到着。 

STEP１で送付したメールの URL より QR コード読み取り画面を起動する（図２、３） 

キーボックス付近に掲示されている QR コードを読み取り（図４） 
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臨空豊崎営業所の場合 

STEP2：那覇空港到着後、OTS レンタカー営業所行きの送迎バス乗り場に待機している

OTS レンタカースタッフに QR コードを掲示する。（現地到着確認の為） 

QR コード受付を完了すると、顔認証チェックインが可能となる。 

 

 

STEP3：顔認証チェックイン画面を起動し、顔認証を実施（図５、６） 

 
STEP4：正常に認証をしたら、予約情報の詳細を確認（図７、８、９） 

STEP5：宿泊施設からの案内事項①を確認の上、署名し OK を選択（図１０） 

OTS レンタカー貸渡規約に②署名し OK を選択（図１０） 

※代表者の署名はレンタカー貸渡証、宿泊名簿に転記される 
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（図７）      （図８）      （図９）      

 

 （図１０） 

STEP6：受付が完了すると 

① レンタカー車両番号とキーボックスの「アクセスコード」 

② 宿泊施設の部屋番号とキーボックスの「アクセスコード」が通知される（図

１１） 

② 

（図１１） 

＜鍵の預け入れ：事業者の操作＞（NFC タグ利用の場合） 

STEP1：「TouchScreen to Start」➝「日本語」➝「鍵の預け入れ」 の順にクリック（図

1,2,3） 
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STEP2：NFC 読取り部にタグを近づけ（図 4） 

開いたキャビネットに鍵を預け入れて完了（図 5） 

 

 

＜鍵の受け取り：利用者の操作＞ 

STEP1：「Touch Screen to Start」 ＞ 「日本語」 ＞ 「鍵を受け取る」の順に選択（図 12,13,14） 

STEP2：「アクセスコード」を入力後、OK”を選択（図 15） 

STEP3：ディスプレイ上部に表示された「鍵名称（部屋番号）」を確認し、 

   「この鍵を受け取る」を選択（図 16） 

※選択した時点でキーボックスから取り出されたとシステム上は認識する 

STEP4：開いたキャビネットから鍵を取り出したら完了(図 17)  
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・API 仕様書（一部抜粋） 

 

・稼働状況 

 10 月 11 月 12 月 1 月/2 月 合計 

レンタカー 18 件 54 件 45 件 24 件 141 件 

臨空豊崎営業

所 

15 件 32 件 35 件 20 件※１ 102 件 

下地島空港

店 

3 件 22 件 10 件 4 件 39 件 

宿泊施設 0 件 1 件 0 件 19 件※２ 20 件 

合計 18 件 55 件 45 件 43 件 161 件 

顔認証率 100％ 100％ 100％ 95％ 99％ 

エラー事象 0 件 5 件 4 件 2 件 11 件 

新型コロナウイルスの影響で実証サンプルが不足した為、 

※１:レンタカー関連事業者によるモンストレーションを 20 件実施 

※２:宿泊関連事業者によるデモンストレーションを 19 件実施 

 

・エラー事象（11 件） 

【事象①】顔認証画面が起動しなかった（9 件） 

【原因】非推奨環境のブラウザ、デバイスによる操作で顔認証画面が適切に起動しなかった。 

【参考】推奨環境（ブラウザ、デバイス、OS） 
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‣ブラウザ：Chrome、FireFox、Edge、Safari（IE、Yahoo ブラウザでは利用不可）  

‣モバイル： 

・iOS（Apple iPhone、iPod touch、iPad） 

・iOS 11,12,13,14（iOS 10 以下では利用不可） 

・Android OS 6.0/7.0/8.0/9.0/10.0/11.0（OS 5.x 以前の Ver.では利用不可） 

 

【事象②】顔認証失敗（2 件：テスト環境、同一会員） 

【原因】過去に登録した顔情報を含むテスト用会員情報が、データベース移行に伴い、顔情

報の再登録がされず、認証失敗となった。テスト用アカウントのみに発生する事象であり、

実運用では生じないがデータベース移行の際は注意が必要。 

   

（事象①エラー画面）  （事象②エラー画面） 

・多言語対応 

予約サイト、顔認証受付画面、キーボックス操作について、レンタカー利用の多い台湾、香

港、韓国、英語圏向けに対応した Web サービスをテスト環境で構築した。開発①「パスポー

トの OCR 機能」も取り込み、インバウンド需要の回復次第、サービス展開する。 

   
（英語：レンタカーサイト TOP）        （韓国語：サービス操作説明） 



4-104 

 

    

（繁体字：パスポートアップロード/顔認証受付画面/顔認証成功画面/キーボックス操作パネル） 

・利用手順 

 
・利用条件 

‣OTS レンタカーとの顔認証スルーチェックインは、OTS レンタカー及び OTS ホテルで『顔

認証プラン』で予約し、かつ利用開始日が同日の予約にのみ適用される。 

‣OTS レンタカー臨空豊崎営業所で、顔認証受付時に、宿泊施設の「アクセスコード」も同時

に通知する。 

‣One Two Smile Club 会員が同アカウントで、同日利用開始日の予約について、自動的に予約

が関連付けられる。 



4-105 

 

 

‣予約が関連付けされる期日は、OTS レンタカーあるいは宿泊施設のどちらかが、販売受付終

了（手仕舞い）で設定する期日までとする。 

 

・システム連携イメージ 

 

 

<レンタカー> 

①受付時間の短縮 

対面受付 

・営業所到着から受付完了までの 1 件あたりの所要時間を計測 

・集計期間：2021 年 10 月～2022 年 1 月 

・対象営業所：臨空豊崎営業所、下地島空港店 

・対象サンプル：730 件 

・平均対応時間：13 分 

顔認証受付 

・営業所到着から受付完了（キーボックスで鍵を受け取る時間）までの 1 件あたりの所要時間を

計測 

・集計期間：2021 年 10 月～2022 年 1 月 

・対象営業所：臨空豊崎営業所、下地島空港店 
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・対象サンプル：141 件 

・平均対応時間：2 分 27 秒 

 

②対応人員の削減 

対面受付 

・受付開始から車両誘導に要する人員数 

・集計期間：2021 年 10 月～2022 年 1 月 

・対象営業所：臨空豊崎営業所、下地島空港店 

・対象サンプル：730 件 

・平均対応人員：1.5 人 

 

顔認証受付 

・受付開始から車両誘導までの間でお客様の補助に要した人員数を以下の指標で算出 

‣補助なし（無人対応）：0 人 

‣顔認証操作の補助：0.3 人 

‣キーボックス操作の補助：0.3 人 

‣車両誘導補助：0.4 人 

‣一切の手続きをカウンターで対応：1 人 

・平均対応人員：0.6 人（0.9 人分の削減） 
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③集計結果 

 

 10 月 11 月 12 月 1 月 合計 

利用件数 18 件 54 件 45 件 24 件 141 件 

平均対応時間 2：20 2：27 2：23 2：39  

臨空豊崎営業所 2：23 2：10 2：36 2：48 2：29 

下地島空港店 2：01 2：53 1：55 1：53 2：10 

平均対応人員 0.7 名 0.6 名 0.7 名 0.4 名  

臨空豊崎営業所 0.6 名 0.7 名 0.7 名 0.4 名 0.6 名 

下地島空港店 0.7 名 0.5 名 0.6 名 0.4 名 0.6 名 

＜宿泊施設＞ 

①受付時間の短縮 

対面受付 

・宿泊施設到着から受付完了までの 1 件あたりの所要時間を計測 

・集計期間：2021 年 10 月～2022 年 1 月 

・対象施設：ココシャスモンパ 

・対象サンプル：20 件 

・平均対応時間：10 分 

顔認証受付 

・宿泊施設到着（QR コードの読み取り）から受付完了（キーボックスで鍵を受け取る時間）

までの 1 件あたりの所要時間を計測 

・集計期間：2021 年 10 月～2022 年 2 月 

・対象施設：ココシャスモンパ 

・対象サンプル：20 件（関連事業者向けデモンストレーション 19 件を含み） 
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・平均対応時間：2 分 40 秒 

②対応人員の削減 

対面受付 

・受付開始からに受付完了（鍵のお渡し）までに要する人員数 

・集計期間：2021 年 10 月～2022 年 1 月 

・対象営業所：ココシャスモンパ  

・対象サンプル：20 件 

・平均対応人員：1 人 

顔認証受付 

・受付開始から車両誘導までの間でお客様の補助に要した人員数を以下の指標で算出 

‣補助なし（無人対応）：0 人 

‣顔認証操作の補助：0.5 人 

‣キーボックス操作の補助：0.5 人 

‣一切の手続きをフロントで対応：1 人 

・平均対応人員：0.3 人（0.7 人の削減） 

③集計結果 

 

 

 

 10 月 11 月 12 月 1 月/2 月 計 

利用件数 0 件 1 件 0 件 19 件 20 件 

平均対応時間 - 5：22 - 2：29 2：40 

平均対応人員 - 0 人 - 0.3 人 0.3 人 

スルーチェックイン - - - 5 件 5 件 

平均対応時間 - - - 1：00 1：00 
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③顧客満足度 

・利用後に実施したアンケート結果よる集計（アンケート回答数：40 名） 

・返却日、チェックアウト日の当日 PM12:00 にメールでアンケートフォームを送信 

・回答結果 

 

 

Q3.（利用した方のみ回答）レンタカーとホテルのスルーチェックインについて、最も当てはまるものを一つ選択して下さい。 

○同時に受付ができて大変便利であった 

○手順がわからず同時に受付ができなかった 

○レンタカーは無人受付でよいが、ホテルは対人で受付したい 

○ホテルは無人受付でよいがレンタカーは対人で受付したい 

○どちらも対人受付のほうがよい 

➝実利用はなかった為、回答なし 
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Q6．顔認証実証プランに関する要望、ご意見があれば、是非お聞かせください。 

ポジティブ 

・操作が分からない時の確認をしたいです。 

・スマホひとつで手続きができるのは簡単だと思います 

・次回も使用したい。 

・慣れてしまえば簡単と思います。次も利用してみたいです。 

・待たずにスムーズに受付できました 

・初めてでしたが、いいと思います。ありがとうございました 

ネガティブ 

・キーボックスが案外小さいので一瞬どこ?ってなり係の人にコチラですと誘導して頂いた。2 回目からはスムーズになりそう 

・初めての利用で空港到着後の操作に戸惑ったが、結果的には非常に良いシステムだと思います。操作方法をもう少し丁

寧にキーボックスの所に掲載したら良いのでは…と思いました。 

・スムーズに鍵の受け取りができましたが、操作説明がキーボックスの下に置かれてたので、見えづらかったです。 

・元々、PC で予約を行っていた為か QR コードの（スマホへの）読込がうまくいかなかったが素早く対応して頂き、ありがとう

ございます。会員登録等も PC で行っている為、今後も実証プランを使用する場合には、ご迷惑をお掛けするかもしれませ

ん。 

・運転者が申込人以外にいた場合結局対人で免許を見せる必要があったのでその矛盾が気になりました。レンタカーで借り

る際に基本的なことの説明に時間を取られないというのは非常に良かったですが、代わりに動画で細かく、説明や顔認証サ

ービスにおける乗車までの流れを配信してくれると今の時代に合ってとてもいいと思います。次回もぜひ利用したくなるサービ

スでした。 

お問合せチャットボット 

沖縄の道路事情、交通ルールに関する動画解説の配信 

観光案内、ルート検索 

スマートフォンで車の鍵を開け閉めする機能（デジタルキー） 

レンタカーの返却も無人でスムーズにしたい 

特にない 

その他機能、サービス(Q6 にご記入お願い致します) 

Q4．顔認証受付とキーボックスを活用したシステムを今後も利用してみたいでしょうか。最も当てはまるものを

1 つ選択して下さい。 40 件の回答 
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・受付後の顔認証でシステムが一回フリーズしてしまい。少々困惑しました。再ロードで完了しましたが、一回目は登録中だ

ったかな?のメッセージのままでした。 

 

・レンタカー、宿泊施設とも受付時間の短縮、人員削減に効果が出ることが検証できた。 

・補助に要した人員について、顔認証画面をうまく起動できない、キーボックスの操作方法が

わからないという内容であった。また、アンケートの回答でも最初は戸惑うが操作に慣れれば、

また使いたいという回答より、動画による操作説明を導入するなど改善が見込める。 

・システムに関する評価も「満足」評価が大半であった。 

・顔情報の保管、個人情報の取扱いに関する心象的懸念は意見としてなかった。心象的懸念を

抱く顧客は、予約前の離脱が考えられる。顔情報の保管期間（1 年程度）を顧客に周知し、自

動削除できる機能を追加する予定である。                                                                                                                         

 

［展開にあたっての分析・対策］ 

（課題１） 

宿泊施設での実証開始前に、県庁保健医療部衛生薬務課及び中部保健所と運用を確認。 

完全無人化で実用化するにあたり、「本人確認・健康状態の確認について、ICT を導入する場

合、対面受付と同等かそれ以上の機能が必要」との指摘を受ける。 

解決方法：前述の県庁保健医療部衛生薬務課及び中部保健所の指摘に関し、国家戦略特区サン

ドボックス制度の活用を提案。 
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［ISCO ハンズオン支援概要］ 

 

(1)報告事務処理の総合支援 

 →必要書類の準備・作成支援 

 →不備がある場合は課題管理票で管理しクローズまで追認 

 →検査：中間検査、確定前検査、確定検査 

→中間報告会・成果報告会プレゼン資料作成支援 

 →成果報告書作成支援 

 ・旅費に関し、小口現金による個人立替払い（イレギュラー）が発生、証憑手配の指導 

 を行った。 

 ・委託費に関し、委託先作成の証憑（要求仕様書、見積書等）について、一貫性・整合

 性のある証憑となるよう、文言の調整や追加資料作成等の事務指導を行い、修 

 

(2)３点（成果物、WBS、課題）の定例管理 

→月報とその関連書類の準備・作成支援 

→不備がある場合は課題管理票で管理しクローズまで追認  

→課題件数：108 件 ※「課題管理表」参照 

→プロジェクトレビュー：毎月、月報の内容からプロジェクト進捗確認、課題確認、必

要書類準備の確認 

→プロジェクトヒアリング：線表（WBS）レビュー、実際の開発・運用体制図の作成支

援 

 

(3)ビジネスモデル・技術情報展開支援 

→実証先（レンタカー営業所、宿泊施設）を訪問し、実際に実証を行っている様子を確

認した。  

（ア）システムに顔認証によるレンタカー及びホテルのチェックイン手続きを完結する

ための必要な機能が備わっているか 

（イ）実際のレンタカー貸出及びホテルの鍵受け取りの手続きは、キーボックスによる

無人対応が可能か 

（ウ）初めての利用者も手続きが可能か  

  

結果、以下のような状況であった。 

  

（ア）Web サービス上での顔認証によるレンタカー及びホテルのチェックイン手続きの

デモを実施し、性能や手続きの流れを確認した。 

   今回の開発内容である免許証のアップロード、OCR 機能は備わっていることを確

認。 
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   一方で課題として、免許証アップロード手続きの抵抗払拭のため、個人情報のデ

ータ保管・消去に関する内容を可視化するよう助言した。 

（イ）ホテルについてはキーボックス操作で手続きが完了するため問題ないが、レンタ

カーについては、貸出する車までの導線にスタッフの案内の必要性を認識。 

   完全無人化ではなく、キーボックス近くの通常受付カウンターの人員でフォロー

可能であることを確認した。 

（ウ）スマホ操作に慣れていれば、基本的には問題なく手続きが可能であることを確

   認。 

一部課題を感じたステップがあったため、共有し改善を促した。 

・顔認証起動までの導線（予約完了メール→予約システムログイン→マイページ 

内） 

・キーボックス操作 

→レンタカー営業所では、キーボックス操作について、開錠画面や使用方法のス

ライドショーを配置。最終的には Web 上の閲覧も可能とした。 

・インバウンドを想定した多言語対応が必要 

  →インバウンド用の Web サイト構築、各イントロダクションの多言語化を次年度

  以降のタスクとして確認 

  

(6)成果報告会の実施 

→2022 年 3 月 10 日(木) 産業支援センター 中ホール にて実施した。 

→評価委員による質疑および、事業に対する評価を収集し、事業者へフィードバックし

た。 

  



4-114 

 

 

⑦ 株式会社りゅうせきフロントライン 

補助事業名 ＩＴ活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業（他産業連携型ビ

ジネスモデル実証部門） 

事業名 軽油引取税納税支援プラットフォーム開発実証事業 

構成企業名 コンソーシアム名：軽油引取税納税支援コンソーシアム 
株式会社りゅうせきフロントライン 
株式会社りゅうせき 

 

［事業概要］ 

「石油業界」の「軽油引取税免税証集計」において、免税証の手作業による集計業務は、そ

の業務負荷はもとより、追加徴税リスクやリモートワーク導入の弊害となっており、これらを

改善するサービス提供を目指し、免税証の電子データ化、プラットフォーム構築の実証実験を

実施する。 

［事業の目標］ 

（１）OCR・QR 等の IT 技術を活用した免税証管理プラットフォームの開発 

（２）上記プラットフォームと既存システム間のユーザーインターフェースの構築 

（３）集計・申告業務の簡略化及び効率化に関する、開発システムの有効性検証 

（４）テスト検証結果を踏まえ上で各機能の設計見直しやマニュアル整備を進め、商用化に向

けたビジネスモデル構築を図る 
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［事業の実績］ 

（１）以下の機能を構築した。 

 

 

 
（２）免税証管理プラットフォームと既存システム間のユーザーインターフェースの構築 

県税申告に必要な軽油取引全数量・金額を免税証管理プラットフォームに取り込むため

のユーザーインタフェースを開発した（上表④、⑤） 
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免税証管理プラットフォームユーザーインタフェース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OCR 免税証修正画面 
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（３）集計・申告業務の簡略化及び効率化に関する、開発システムの有効性検証 

［1］業務効率化の目標について 

現状人手による照合時間（月）2,970 分を免税証管理プラットフォームの利用に 

より 1,485 分（半減）まで短縮することを目標に設定した。 

 

 

[2]システムに期待される性能 

       目標値 1485(分）としてシステムに求められる性能を試算すると 

1485 分×60（秒）÷5,000 枚＝18 秒(1 枚あたり）となる。 

※ただし、スキャンボタンを押してから免税証がデータ化されるまでの時間 

免税証仕分け、画面操作、出力チェック等の人手による作業時間を除く。 

 

  上記はシステム全体のスループットとしてとらえた場合 

  OCR データ変換⇒データ化まではその半分と仮定して 9秒/枚、できれば 5秒以内で 

処理したい。  

 

実証結果１回目 

場所：沖縄県漁業協同組合連合会（購買課） 

実施日：令和 3年 11 月 12 日 

実施内容：免税証（約 500 枚）の読み取りテスト 

県漁連の位置づけ：販売店 

・りゅうせきから石油を仕入れ、漁協所属の漁師船舶へ販売 

・直接軽油を使用していないが、各漁協から免税証を集めてりゅうせきに提出する 

必要がある 

    ・免税証の枚数は 4箇所の漁協から 500～1000 枚程度 

 

当日は免税証 500 枚であった。 

前項「2.3 (2) システムに期待される処理性能」から、 

500 枚×５秒÷６０分＝約４２分で読み取りを終えることを目標とした。 
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免税証仕分けの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

免税証スキャンの様子 
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エラー免税証データ修正の様子 

 

検証結果 

定量評価： 

・OCR 読取・データ化まで 16 分で完了した。 

   ・1 枚当たり２秒程度でデータ化することができた。 

   ・システム操作前の免税証の仕分け整理や読取エラー免税証のデータ修正操作 

等を併せても１時間以内で作業を完了することができた。 

   ・県漁連では免税証の手作業集計に２時間程度を要していたこと比較すると、 

本プラットフォームの導入により集計の手間も無くなり、所要時間も半減する

ことがわかった。 

 

 

定性評価： 

・免税証の数量別、金額別に集計できるのは非常に助かる。（県漁連） 

・免税証の有効期限も大変重要であり、システムで免税証有効期限切れを検出 

できると業務に効果的なことがわかった。 

改善対応： 

・有効期限切れの免税証はエラーとして取り込まないよう実装済み。 
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実証結果２回目 

実証場所：株式会社りゅうせき 

実施日：令和 3年 12 月 22 日および令和４年 2月 10 日 

実施内容：免税証（約 2,700 枚）の読み取り、データ修正、県様式出力まで 

りゅうせきの位置づけ：石油元売り 

 ・特別徴収義務者であり、支店、系列、販売店からの免税証が全て集まる 

 ・毎月の免税額をとりまとめ県税に申告の義務がある。 

 

 当日の免税証は 2,700 枚であった。 

 前項「2.3 (2) システムに期待される処理性能」から、 

2,700 枚×５秒÷６０秒＝２２５分（3.75 時間）で読み取りを終えることを 

目標とした 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

免税証仕分けの様子 
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免税証の山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

免税証の修正画面 
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県申告様式 

 

検証結果 

定量評価： 

・OCR 読取・データ化まで 81 分で完了した。 

    ・1 枚当たり平均 1.8 秒程度でデータ化することができたが、枚数が多い事、 

免税証に貼られていた付箋等の戻しなどに時間を要したため、作業前の免税証 

仕分けや読み取り後の確認操作全体を通して 1,403 分（約 23 時間）を要したが、

システム導入前の人手での作業時間（2,970 分）に比較すると半分以下の時間で 

完了。 
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定性評価： 

・免税証集計を店舗毎に実施すると時間がかかるため、全免税証を一括で 

    まとめて読取、集計できる機能がほしい。（りゅうせき） 

・スキャナからデジタルデータとして読み込んだあと、OCR 処理は全ファイル 

    一括指定で実施できるよう実装予定。 

 

精度検証 

a)読取速度と精度 

   ・OCR 読取速度 1.5～2 秒/枚（免税証両面読取時） 

   ・OCR 読取精度 エラー率 2%～15%  

b)読取精度に影響を与える箇所 

    ・免税証の印刷の違い（ロットの違いなど） 

・OCR エンジンの違い （google, LINECLOVA）  

・スキャナの解像度、スキャナドライバの Ver の違い 

c)改善策 

   ・OCR から返却されたデータを解析、データを修復する等の補強プログラムを 

作成し、最終的にはエラー率 2%台を達成した。 

 

（４）テスト検証結果を踏まえ上で各機能の設計見直しやマニュアル整備を進め、商用化に向

けたビジネスモデル構築を図る。 

 

  前項のフィールドテスト実証を経て、免税証管理プラットフォームの導入は 

以下の利点があることがわかった。 

・免税証を短時間で電子データ化する事が可能。 

・手作業集計の省力化が可能。 

・集計精度の向上が図れる。 

・手書き修正された免税証のデータ集計が容易。 

・申告書面の修正が容易。 

  これは軽油免税証を取り扱う石油会社にとって大きなメリットと考えられ、 

  商用化は可能と考える。 

 

 

［展開にあたっての分析・対策］ 

1.実証中に紙媒体免税証の様式が変更されている 

   (1)課題 

免税証の印刷ずれやテキスト情報の不備は確認されていたが、 

    様式の変更が行われたことで、読み取りエラー比率が上昇。 

    事前に様式変更の情報取得は難しく、課題として残っている。 
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   (2)対策 

    OCR データを 

簡易に OCR テンプレートを変更できる UI を今後検討する。 

 

2.修正 UI の操作性向上 

 (1)課題 

上記免税証様式の変更により、同一エラーが発生する懸念が残った。 

 (2)対策 

前項 2.(4)精度検証の③項のとおり OCR 後のデータを解析、修復する補強プログラ

ムの作成により精度向上した。 

加えて今後は操作性の向上や人為的ミスを極力減らすことを目指し、操作性につい

て複数の免税証における一括変更などを行える UIを検討する。 

 

3.手書き修正された紙媒体免税証のデータ化 

   (1)課題 

    手書き修正された免税証はエラーとして排除されてしまっていた。 

(2)対策  

手書き修正された免税証を判別し、システム上で修正を行える機能を実装した。 

 

4.OCR エンジンの検証 

開発当初の OCR エンジンに google を使用していたが、免税証の印刷具合によっては

免税証中の「沖縄県」の文字が読み取れずエラー率を押し上げており、エラー率が１

５％程度からなかなか改善できず、他の OCR エンジンを検証する必要に迫られた。 

検討の結果日本国内で実績多数の LINE CLOVA エンジンに変更したところ、エラー率

は一桁（6～9%）まで改善することができた。 
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（１）OCR エンジンについて 

   ①Google Cloud Vision API(以下 google OCR とする）  

     Google Cloud Platform が提供する機械学習サービスの一つであり、 

文字認識のみならず、物体検知、人物の表情認識や感情認識など画像から多岐にわ

たる情報を認識するクラウドサービス。 

    ②LINE CLOVA OCR（以下 LINE OCR とする） 

紙面・画像に記載された文字・文章をテキストデータへ変換する AI-OCR のクラウ

ドサービス。 

     文字認識に特化、主に法人向けの AI-OCR として豊富な実績がある。 

Google Cloud Vision(以下 google OCR とする）は安価で処理速度も速く、実証事

業における OCR エンジンの第一候補として動作検証したところ、免税証の読取エラ

ー率が予想以上に高く（15%～18%）5,000 枚の免税証の読み取りに 750 枚程度のエ

ラーが発生し課題となっていた。 

    そこで google OCR に代わる新たな OCR エンジンとして LINE OCR を選定した。 

選定の決め手になったのは googleOCR とは異なり文字認識に特化していること、日

本国内での法人向け利用に充分な実績があったため。 
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［ISCO ハンズオン支援概要］ 

 

(1)報告事務処理の総合支援 

月次報告書各種準備、作成支援（労務費積算書、総覧、総覧進捗状況報告書、従事日誌

等） 

変更届等突発的な書類の準備、作成支援 

 ・不備がある場合は課題管理票で管理しクローズまで追認 

 ・検査：中間検査、確定前検査、確定検査 

 事前にファイリングチェックして不備がある場合は指摘、修正支援 

中間報告会・成果報告会プレゼン資料作成支援 

成果報告書作成支援 

 

(2)３点（成果物、WBS、課題）の定例管理 

月報とその関連書類の準備・作成支援 

不備がある場合は課題管理票で管理しクローズまで追認  

予算変更等に伴う変更届書準備・作成支援 

課題件数：80件 ※「課題管理表」参照 

プロジェクトレビュー：毎月、月報の内容からプロジェクト進捗確認、課題確認、必要

書類準備の確認 

プロジェクトヒアリング：線表（WBS）レビュー、実際の開発・運用体制図の作成支援 

  

    (3) ビジネスモデル・技術情報展開支援 

  実証立ち合い（免税証 OCR スキャン・県漁連） 

  日時：2021 年 11 月 12 日（金） 14:00～17:00 

  場所：沖縄県漁業協同組合連合会 

（那覇市港町 1丁目 1番地 27号 沖縄県漁連購買課） 
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実証地：沖縄県漁連 

OCR 機器セッティング 

今回実証する免税証の束と単券 
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OCR 読み取り作業の様子 

OCR 読み取り後のデータ突合の様子 

手作業でやった数値と一致していることを確認 
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  実証立ち合い（りゅうせき） 

  日時：2022 年 2 月 28 日（月） 15:00～17:00 

  場所：株式会社りゅうせき本社（浦添市西洲 2-2-3 りゅうせきビル１F） 

免税証管理プラットフォーム 

ユーザーインタフェースの確認 
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免税証管理プラットフォームから県様式へ落とし込み 
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(4)ビジネスモデルの事業化に向けた支援 

 →軽油税申告業務の突合が手作業（券、書類）になっている 

突合システムのオンライン申告一気通貫システムを作りたい 

まずは初期段階として QR の管理を行いたい為、県庁へお伺いした 

→物（紙）がなくなることはない地方税法の改正が必要 

できる方向は QR でのデータ読み込みは可能 

電子申請化については地方税法改正が必要になる 

→軽油引取税免税証は現状、県がフォーマットなどを作成しているのでフォーマットの

変更が難しい。（文字を追加するだけで改修費が数百万掛かる） 

→規制を緩和して容易に QR コード等を付与して実証することができる国家戦略特区サ

ンドボックス制度を紹介した。 

 

(5)成果報告会の実施 

→2022 年 3 月 10 日(木) 沖縄産業支援センター ３階 中ホール（312）にて実施した。 

→評価委員による質疑および、事業に対する評価を収集し、事業者へフィードバックし

た。 
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⑧ 株式会社レイメイコンピュータ 

補助事業名 ＩＴ活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業（他産業連携型ビ

ジネスモデル実証部門） 

事業名 DX 化による「少人数運営・感染症対策・低コスト型」店舗構築事業 

構成企業名 コンソーシアム名：次世代型店舗構築コンソーシアム 
株式会社レイメイコンピュータ 
株式会社琉球民芸センター 

 

［事業概要］ 

沖縄県内、中小規模の小売専門店に対して人材不足、コロナ過による環境変化による感染症

対策、設備投資増加などの課題に対して、「少人数運営、感染症対策、低コスト型」の新しい店

舗の構築を行う。少人数運営を主とした業務時間短縮によって得られた人的資源を商品紹介、

感染症対策された店舗の紹介など顧客サービス向上へ集中させるビジネスモデルの検証を行

う。それにより中小規模の小売専門店が採用可能なサービス料金体系及び料金を導き出し事業

化を目指す。 

 

［事業の目標］ 

(1) 開発ツール及び手法の検討・選定。 

・開発工数削減を主として検討・選定を行い、低コスト化を目指す。 

(2) セルフレジアプリによる新しい買い物スタイルの開発。 

・モバイルアプリ開発（店舗チェックイン、バーコードスキャンによる商品選択・

動画商品説明、セルフ決済と配送依頼、事後再注文） 

・店舗側個別ユーザのモニタリング機能の開発 

(3) DX による後方業務の効率化を行うシステムの開発。 

・値札シール発行枚数を起点とした店舗側管理システムの開発（販売商品の在庫管

理、消費期限管理、会計データ連携（仕入／売上の管理）） 

(4) 上記について実店舗にて実証を行う。  
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［事業の実績］ 

【プロジェクトの目標】 

「少人数運営、感染症対策、低コスト型」の新しい店舗構築として(1)セルフレジアプリによ

る新しい買い物スタイルの開発。(2)DX による後方業務の効率化を行うシステムの開発。

開発を行い、(1)(2)毎に目標、目標値を設定している。 

(1)セルフレジアプリによる新しい買い物スタイルの開発。 

・モバイルアプリ開発（店舗チェックイン、バーコードスキャンによる商品選択・動画商

品説明、セルフ決済と配送依頼、事後再注文） 

・店舗側個別ユーザのモニタリング機能の開発 

目標値は以下の通り。 

① 顧客のサービス満足度向上 

② 販売員の時間短縮(決済): 作業時間 50％減少(アプリ利用者のみ) 

③ 顧客の購入商品の発送時における作業の効率化：作業時間 20％減少 

④ 販売員の省人化(購入商品の発送) ：作業時間 20％減少 

 

 

(2)DX による後方業務の効率化を行うシステムの開発。 

・値札シール発行枚数を起点とした店舗側管理システムの開発（販売商品の在庫管理、消

費期限管理、会計データ連携（仕入／売上の管理）） 

目標値は以下の通り。 

⑤ 在庫システム導入による検品作業の時間短縮：作業時間 30％減少 

⑥ 在庫システム導入による在庫の見える可による効率化と商品管理時間の短縮：作業時

間 30％減少 

⑦ 経理業務の短縮化：作業時間 40％減少 
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【実証場所及び期間】 

コンソーシアム構成員である株式会社琉球民芸センター殿の那覇市国際通りにある100坪規模の基幹

店である、琉球民芸センターくもじ店と後方業務を行う事務所での実施を行った。 

前提条件として、売上管理に関して代表企業であるレイメイコンピュータの POSシステムが導入済と

なっておりその環境に、 

・セルフレジアプリの導入と連携 

・在庫管理システム及び本事業で開発する機能を追加開発 

した一式を新たに追加し実証した。 

(1)セルフレジアプリによる新しい買い物スタイルの開発。 

 新型コロナウイルスまんえん防止及び感染再拡大抑制期間の影響を受けて令和4年2月21日、

22 日の 2日間、モニター30 名に参加人数を絞り実証を行った。 

(2)DX による後方業務の効率化を行うシステムの開発。 

 令和 3年 12 月 20 日～令和 4年 2月 28日まで実証を行った。 

 また、事業期間中に実証実験店舗の 2店舗目として予定していたホテル施設内売店は、新型コロ

ナウイルスまんえん防止及び感染再拡大抑制期間の影響を受け事業期間内の実証が不可能となっ

た。 

 

【開発した内容】 

 実証内容の実現のため下記内容の開発を行った。 
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システムの構成としては大きく 3つのカテゴリに分かれる。 

①アプリ開発 

 セルフレジアプリの追加機能の開発 

 店舗スタッフ用の後方業務支援(発注・仕入・棚卸)アプリの開発 

②クラウド上で API 開発 

 ①アプリのメイン処理 

 アプリ、POS システムの連携及び外部サービス連携 

③POS 開発 

 後方業務に関する仕入・在庫管理カスタマイズ 

 経理ソフトの外部連携 

 ①③は自社開発、②に関しては大部分を外部委託として技術支援を受け実現した。 

 

上記構成、環境下で、下記に記述する実証に必要な機能の開発を行った。 

 

工数削減(①③) 

 新しい開発ツールを用いて開発工数の削減を行っている。新しい機能を使用することで開発工

数の削減を行うことが可能となり、これまで異なる OS(Windows、Android、iOS)に対して同じ内

容の処理を OS 毎に開発していたが、同一のコード(ハード制御など一部を除く)で開発が可能と

なった。アプリ、プログラムの再構築作業を必要としたが、事業期間後半に大幅な開発工数の削

減を実現し、下記に記述した多くの機能の実装が可能となった。 

 

商品 PR 画面(①②③) 

 セルフレジアプリで商品バーコードをスキャンした後、商品マスタに入力・登録された動画や

画像の PRコンテンツのリンクを利用して、ECサイト、SNS、動画投稿サイトから動画、画像を呼

び出して表示する。 
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配送処理(①②③) 

 レジアプリで配送依頼(名前、住所、指定日)を登録する。配送依頼データを配送・送り状印刷

ソフト(本プロジェクトでは連携先配送業者は、ゆうちょ)と連携し、送り状の印刷を行う。さら

に印刷時に振られた送り状番号(問い合わせ番号)を取込、購入データと紐づけてアプリ上で配送

追跡情報として表示させる。 

 

 

消費期限管理(①②③) 

 同じ商品で異なる消費期限毎に在庫データを持ち管理する。値札シール発行時に消費期限を入

力、消費期限毎に異なるバーコードを作成し、発行枚数を在庫増としてデータを発生させて、売

上時に在庫減、移動棚卸時に在庫調整を行い実現する。 

また、消費期限毎に在庫データは一覧で確認、消費期限が近い在庫の絞り込みができる。 
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消費期限管理 追加開発 (①②③) 

 実証期間中に下記、要望、フィードバックを受け開発を行った。 

 ・消費期限の近い商品の任意値引き機能 

 ・消費期限から n日で店舗から撤去させる販売期限機能 

これにより、店舗から撤去する期限の迫った商品を警告として表示させ値引き設定や残っている

在庫数の確認が可能となった。 

 

      

 

3Dsecure2.0 対応 (①②) 

 クレジットカード登録、決済においてセキュリティの施策として 3Dsecure 認証を採用してい
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たが新たにセキュリティ強度とモバイル対応として利便性の上がる 3Dsecure2.0 が採用された。

それに伴い、開発、テストを行った。 

 

 

メニュー選択 (①②③) 

 レジアプリでは、基本的にスマートフォンのカメラを利用しバーコードをスキャンし商品を選

択するが、バーコードの無い商品に対応するため画面タッチで選択できるメニュー方式での商品

選択を可能とした。 

 

 

再購入機能(①②) 

 セルフレジアプリで購入した商品はアプリ内の購入履歴から確認することが出来る。その購入

履歴画面に再購入ボタンを追加し、アプリ内で同じ商品を追加で買い物が可能となる。さらに事

業期間中に追加機能として、EC サイトへ遷移しついで買いを誘発する機能を追加した。 
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多言語対応(①②) 

 マスタデータ、アプリ説明、メッセージなど言語を使う箇所に処理を追加し多言語対応可能と

した。 

 

 

レジ連動型のセルフレジアプリ 追加開発(①②③) 

 事業期間中、後述する課題「セルフレジアプリをどうやってインストールさせるか」の解決案

として追加で開発を行った。 

あらかじめセルフレジアプリインストール済のスマートフォンを店頭で貸し出すことで、店内入

店後、アプリインストール、会員情報、クレジットカード登録の初めの作業を省略する。そのた

め、支払い、決済はレジで行うことになる。対応するために、セルフレジアプリで呼び出し用の

バーコードを表示、レジのバーコードスキャナで読み取ることによりレジにて商品、配送データ

を取り込むことが出来る。 
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状況確認(①②) 

 セルフレジアプリでのチェックイン、商品スキャン、購入などの状況をリアルタイムで確認す

ることが出来る。これにより店舗スタッフは来店者の状況の確認、購入後のピッキング(商品を

集める)を行い配送業務、問い合わせ対応などを行うことが出来る。 

 

 
 

発注アプリ(①②③) 

 在庫管理、仕入の起点となる発注業務において発注伝票作成のサポートアプリとしてセルフレ

ジアプリと同様にスマートフォンのカメラを利用して発注したい商品をスキャンするアプリを

開発した。 
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仕入管理(②③) 

 値札シール発行画面から入力された発行枚数をラベルプリンタに指示い印刷。その商品及び枚

数を仕入伝票作成プログラムと連動させて仕入伝票の作成、在庫数の増加、買掛金額の増加など

の処理を行う。また、上記の消費期限管理の入力された消費期限の格納を行い確認、管理ができ

るようにした。 

 

 

在庫管理アプリ(仕入・棚卸・移動)(①②③) 

 仕入作業の検品、や在庫管理のサポートアプリとしてセルフレジアプリと同様にスマートフォ

ンのカメラを利用して検品・在庫調整したい商品をスキャンするアプリを開発した。これにより、

店頭や事務所倉庫での商品、数量の登録ができることにより、パソコンの前で入力する作業内容

が大幅に削減できる。 
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在庫売上移動機能 追加開発 (③) 

 業務効率化として追加開発。在庫管理が可能になったことにより店舗で前日売り上げた商品と

数を事務所倉庫で確認し店舗へ商品を持っていく(在庫移動)運用が可能になった。事務所スタッ

フはこの業務を画面で入力することなく、データの確認、自動更新を可能とし負担はかからない。

これまで事務所・店舗間で確認、やり取りをしながら商品を移動させていたがこの作業を省略す

ることが出来る。 

 

 

経理ソフト連携(③) 

 売上、仕入、在庫金額データを各科目に対応するよう集計し、データを作成する。 

経理ソフトの取り込み機能を使用して経理ソフトの画面で入力することなく店舗にかかる科目

データを展開する。 
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商品マスタメンテナンス画面及びツール(②③) 

 本プロジェクトでは、多くの機能が商品情報に依存する。そのため対応する入力項目の追加や

別ツールでの作業軽減を行う。 

 

 

 

【実証内容】 

(1)セルフレジアプリによる新しい買い物スタイルの開発。 

 実店舗にて新しい買い物スタイルについての使用法や説明を POP、値札カードを利用し店舗作

りを行った。 
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         店頭案内        アプリインストール方法・説明エリア 

  

  床や店内にチェックイン QR を設置      バーコードスキャン後商品 PR 

 

サービスについては、シンプルに伝えるため配送専用のサービスとして説明する。さらに、 

・買い物かごを持たずに買い物が可能になる。 

・サービスを利用した場合、送料が半額になる。 

・配送専用のため商品を持ち帰る必要がない。 

・全商品配送するため一部持ち帰りは利用できない。(レジでの別会計) 

加えて、当初計画には無かったが、消費期限管理を行うにあたって消費期限の近い商品の値引機

能を追加し提供を行った。 

・システムから発行した消費期限毎に異なる消費期限バーコードシールに色を付けて商品に張り

付ける。商品値札に定価から割引価格 3パターンの金額を設定し、消費期限が近付くにつれて消

費期限バーコードシールに付けられた色と同じ色のマグネットを割引価格に移動させていく。顧

客は値札の価格とマグネットの色を確認し、対応した色のついたバーコードシールの貼り付けた

商品を選択する流れとした。 
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上記内容をモニターに説明し実際に買い物を行ってもらいその後、アンケートを依頼した。また

平常時、実証期間の店舗監視カメラを用いて時間計測を行った。 

 

(2)DX による後方業務の効率化を行うシステムの開発。 

現在の運用の聞き取りを行い、①現運用の改善②くもじ店、事務所の在庫棚卸の登録。③商品

マスタ、仕入先マスタなどの整備④操作トレーニング。⑤経理連携に必要なデータの洗い出しを

行い、システムの導入を行った。 

その後、新運用と改善点の打ち合わせを繰り返し行い、時間計測を行った。 

 

【実証結果】 

(1)セルフレジアプリによる新しい買い物スタイルの開発。 

 

沖縄タイムス 2022/02/23 

 



4-146 

 

 

琉球新報 2022/03/06 

 

 

① 顧客のサービス満足度向上 

 アンケート結果 

  回答人数 22名(男 8名 女 14 名 20 代～60 代) 
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１．アプリの使い勝手、デザイ

ン、操作性はいかがでしたか？

大変良かった 良かった

悪かった とても悪かった

未回答

２．セルフでのお買い物は簡単で

したか。

とても簡単だった 簡単だった

面倒だった とても面倒だった

未回答

３．動画、画像を見て購入の参考

になりましたか

実際に購入した 参考になった

参考にならない 不要である

未回答

４．消費期限を基準とした値引販

売の内容についてお聞かせくださ

い。

実際に購入した 参考になった

参考にならない 不要

未回答
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「別紙：アンケートコメント抜粋」 

 

② 販売員の時間短縮(決済): 作業時間 50％減少(アプリ利用者のみ) 

 決済にかかる作業の分解を行った結果 

 ・レジの操作 

 ・顧客の送り状記入完了まで待機。 

 ・配送についての説明 

 に分けられる。実証での運用上、販売員が作業する決済時間は 0 となった。 

③ 顧客の購入商品の発送時における作業の効率化：作業時間 20％減少 

作業の分解を行い、これまでの配送手続きはレジでの商品スキャンや支払いとは別に 

・送り状の手書きでの記入 

・販売員からの説明 

に分けられる。本プロジェクトでは上記作業は省かれるが 

・スマートフォンでの名前、住所入力 

の作業が新たに発生するため、これらを計測している。 

これまでのレジでかかる時間の計測は、10 件をサンプルとし、本プロジェクトでの計測は実証

５．商品を持たずに手ぶらでお買

い物(配送まで)の印象をお聞かせ

ください。(複数回答可)

楽だった 特に気にならない

持たないので不安 わかりづらかった

その他

６．他のお店でも、当サービスを

利用したいですか？

積極的に利用したい

お店によっては利用する

利用しない

１．アプリの使い勝手、デザイン、操作性はいかがでしたか？

プラス要素 マイナス要素

・画面自体はシンプル表示で分かりやすかったです。
・バーコードを読んだ時に商品情報、動画が商品によって出る出ないが
 あったので次の操作に止まってしまいました
 (一度聞けばあとはスムーズに進めました)

・デザインや使いやすさは良い ・システムエラーが多い

・デザインが見やすかった。
・商品スキャンに少し時間がかかる時があった。
 バーコード読み取りできない時、手入力できるようなしくみがある
 といいなと思いました

・デザインも良く、操作しやすいと感じた。
・すっきりしすぎていて公共もののアプリっぽいので、

 もうちょっとかわいくてもいいかも。。。
・すっきりしていて見やすい ・システムエラーが多くて困った
・デザイン等はシンプルで良かった ・商品明細の文字が小さくて見づらかった。

・スワイプして消せたり、楽に操作できた。 ・いろいろ入力するのに時間がかかってしまった。
・バーコードを撮るだけで購入できるので分かりやすかったです。 ・アプリが動画再生で落ちた
・デザインはシンプルなので使いやすかったです ・決済時にエラーがあり手間どった。
・合計金額がその場で分かるのでよかったです。 ・初めての発送方法方式でしたので入力に少しとまどいました

・直感で操作できたので使いやすかった。 ・2回目からはスムーズにできると思う

・アプリは簡単だと思います。
・入店QR読取後、しばらくするとまた読み直さないといけない、
 入り口までもどるのは手間

・初めてのことで、初めはとまどいましたが思ったよりシンプルで

 使いやすかったです。
・配送先住所入力時に郵便番号をいれたら途中の住所まで入れてほしい

・シンプルなデザインが良かった。 ・チェックインとバーコードの画面を明確にしてほしい
・つかわれやすかった。 ・商品削除の方法等を書いてほしい

・手ぶらで買い物が出来るのは、とてもいいと思いました。 ・「動画スキップ」の名前にしてほしい
・アプリの色合いがソフトでいい！！ ・電話をかけた後に自分で電話をタスクキルしないと先に進まなかった
・商品説明動画が見られるのは良かった ・商品の取消がわかりづらかった一覧左に小フリック
・分かりやすい ・動画あり商品の場合、下の追加で再生キャンセルがわかりづらく。。。

・バーコード読取が予想より早く読みとれた。すごい。
・ECの連携は1回で終わりではなく、（再購入）やユーザーを捕まえる
 シサクを是非おねがいします

・見やすい ・「カートに入れる」とかの方がわかりやすい？

・動画や写真も見れて用途のイメージがつきやすかった

２．セルフでのお買い物についてお聞かせください。
プラス要素 マイナス要素
・バーコードを読み取るだけなのでスムーズに操作できました

・レジを通さず買えるのは時間短縮になって良いと思った。
・球面になっていてバーコードが読み取りづらい商品は、

バーコードブックのように平面ものが用意されているといいなと思った。
・バーコードスキャンなので分かりやすい。 ・慣れていないのもあるけど、え？え？って何度もなる

・自分でバーコードを読むだけだったので簡単だった。
・システムエラーでアプリを何回も閉じて開けてだったのでもう少し使い
 やすいといい。

・荷物が増えないのでありがたかった。 ・スマホを持ちながら商品バーコードをスキャンするのが大変だった。

・登録の仕方も説明で分かりやすく教えてくれるので簡単にできました。 ・商品の種類によってはレジまでもって行くことがあるんですね。

・スキャンするだけなので楽でした。
・慣れている人だったら簡単だと思うが慣れていない人向けにもっとUIとかを
 改善してほしい

・自分で手続きせずに自宅に送ってくれるので手ぶらで帰れるのが旅行だった

 ら最高です。

・商品がECで買えるのであれば商品量をへらして積数をふやしてほしい
 「売らないお店」的な動き、ザイコをセンターで待つなどがいいと

 思います。
・商品カゴを持たなくていいので楽だった。
・カートの買物金額がすぐわかるのでお財布と相談しやすかったです
・カゴをもたなくていいので楽でした
・店内を商品を持たずに回れるのは良かった。

・スタッフの方の案内があり分かりやすかった。
・登録に時間がかかった。
・レジまで商品を持って行かなくてもいいので商品によってはわれ物とか
 いいと思います。
・荷物にならにのでたくさん買いそう(笑)

・操作が簡単なのですぐに覚えられた
・非触、現金不要で買い物ができる
・使い方さえ分かればわかりやすい
・レジに並ぶ必要がないので買い物がスムーズにできて快適でした
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時の監視カメラの映像を元に確認可能なサンプルを計測している。 

   

④販売員の省人化(購入商品の発送) ：作業時間 20％減少 

同様に作業の分解を行った結果、これまでの 

 ・梱包 

・送り状の貼付 

に加えて、本プロジェクトでは手ぶらの買い物を行ったため 

・商品のピッキング 

・送り状印刷 

といった作業が増えた形となった。 

№ かかった時間

1 3:02

2 2:48

3 2:19

4 3:40

5 4:03

6 2:05

7 3:17

8 3:37

9 2:28

10 3:36

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

レジカウンターで配送にかかる時間

説明・送り状記入

№ かかった時間

1 0:40

2 0:19

3 0:38

4 0:47

5 0:31

6 0:48

7 0:38

8 1:03

9 1:48

10 0:24

11 計測不能

12 0:37

13 0:47

14 0:24

15 0:33

16 0:26

17

18

19

20

アプリで入力にかかる時間
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(2) DX による後方業務の効率化を行うシステムの開発。 

⑤ 在庫システム導入による検品作業の時間短縮：作業時間 30％減少 

 作業の分解を行った結果、 

 1.発注 

2.検品 

3.値札シールの発行 

4.値札シールの貼り付け 

に分けられる。打ち合わせ及び検討の結果、「2.検品」の際、商品が梱包されたケースに関して 

・ケースから全商品を出してチェックする場所がない。 

・同じ商品がケースで固まって格納されていない、もしくは別々のケースに格納されている 

 等の問題があり検品作業に時間と手間がかかっていることがわかった。 

 以下を改善点として変更を行った。 

 1.発注 

2.検品 

3.値札シールの発行 

4.値札シールの貼り付け 

5.値札シールの過不足による検品 

「2.検品」作業を削除し納品時に同梱される納品書から商品ごとの納品数と同じ値を「3.値札シ

ールの発行」枚数とし入力し発行する。その後、「4.値札シールの貼り付け」作業を行う。作業完了

後、納品数通りの値札シール枚数に対して過剰であれば一部欠品、不足であれば超過納品という判

断とする「5.値札シールの過不足による検品」チェックを追加し効率化となった。 

№ かかった時間

1 3:03

2 3:14

3 4:07

4 2:06

5 2:48

6 2:50

7 2:06

8 1:06

9 1:48

10 1:35

11 2:08

12 1:50

13 2:27

14 0:47

15 2:12

16 3:10

17 1:02

18 0:56

19 0:58

20 1:02

21 1:41

22 1:35

23 2:28

24 2:21

25 2:00

26

ピッキングにかかった時間
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納品書を見ながら発行枚数を入力   値札シールの貼付作業と検品を同時に行う 

 

本プロジェクトでは、「3.値札シールの発行」枚数を在庫、買掛データとして展開する。「DX 化」

による作業時間の効率化ではないため「④ 在庫システム導入による検品作業の時間短縮」は増減

なしとした。 

⑥在庫システム導入による在庫の見える可による効率化と商品管理時間の短縮：作業時間 30％減少 

 在庫管理に関連する作業項目は以下の通り 

1.事務所を含む各店舗の在庫チェック 

 1-1 店内の商品在庫のチェック 

 1-2 事務所在庫をチェックし 1-1 の結果から店舗に在庫を移動する商品を決定する。 

 1-3EC サイト・通信販売で注文された商品の在庫確認 

2.各店舗の消費期限切れのチェック 

3.事務所から店舗へ在庫を移動した後の商品の原価チェック 

 1-2 後、会計上の店舗在庫金額を訂正するために移動させた商品の原価を調べエクセルに記入す

る。 

上記にかかる時間の計測を行った。尚、 

①新型コロナウイルスの影響により時短営業、休業を繰り返している。 

②上記作業中に平行して発注や店舗スタッフとのコミュニケーション、その他雑作業も行っている。 

③1-3、3の項目は実証期間中に効率化できる作業内容として判明した内容となっており実証前に計

測すべき作業として想定していなかった。 

以上のことから店舗営業時の期間に対しておおよそで計測している。そのため正確性に欠けている

が事業期間前の平常運用時の経験則も加えて考慮した。 
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⑦経理業務の短縮化：作業時間 40％減少 

同様に作業内容としては、 

1.エクセルにて日々仕入伝票(金額)の入力。 

2.月末に伝票とエクセルの金額のチェック 

3.経理ソフトへの月次仕入・在庫の入力 

がある。「2.月末に伝票とエクセルの金額のチェック」に関してはいずれも作業としては必要な

ため、入力作業となる残る 2項目の測定を行った。 

№ 作業内容 掛かった時間

1 在庫チェック 約2時間/週

2 消費期限切れのチェック 約1時間/月

3 事務所から店舗へ在庫を移動した後の商品の原価チェック 約7分/日

1 在庫チェック 約2時間/週

2 消費期限切れのチェック 約1時間/月

3 事務所から店舗へ在庫を移動した後の商品の原価チェック 約7分/日

1 在庫チェック 約2時間/週

2 消費期限切れのチェック 約1時間/月

3 事務所から店舗へ在庫を移動した後の商品の原価チェック 約7分/日

在庫管理にかかった時間

～ 2021/10/1

2021/10/1～10/31

2021/11/1～11/30

№ 作業内容 掛かった時間

1 在庫チェック 約30分

2 消費期限切れのチェック 約10分

3 事務所から店舗へ在庫を移動した後の商品の原価チェック 約3分

1 在庫チェック 約30分

2 消費期限切れのチェック ---

3 事務所から店舗へ在庫を移動した後の商品の原価チェック 3分

1 在庫チェック 約30分

2 消費期限切れのチェック 約10分

3 事務所から店舗へ在庫を移動した後の商品の原価チェック 約3分

2022/12/22～12/25

2022/12/27～12/30

2023/1/3～1/8

実証期間中 在庫管理にかかった時間
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 実証では、「1.エクセルにて日々仕入伝票(金額)の入力。」「3.経理ソフトへの月次仕入・在庫

の入力」は省かれ、2月分の売上、仕入のチェック後データ連携を行うため実質 0となった。 

 

【まとめと達成度】 

 

(1)セルフレジアプリによる新しい買い物スタイルの開発。 

アンケートの結果から、 

1.アプリの使い勝手、デザイン、操作性 

プラスイメージが 80％を超えている点や自由欄に「シンプル」「簡単」などの意見があり、概

ね良好だった。マイナスイメージとしてはネットワーク関連でのエラーで操作ができない、端

末によって登録ができないなどの現象があり今後の課題としている。 

2.セルフでのお買い物について 

プラスイメージが 80％を超えている点や自由欄に「スキャンするだけで楽」「カゴを持たなく

てもよい」などの意見があり、概ね良好だった。マイナスイメージとしては、バーコードが読

みにくい商品（円形）やスキャンする際に持ちにくい商品などを購入する場合のストレスや表

示内容の要望があった。 

3. 動画、画像を見ての感想 

プラスイメージが 80％を超えている点や自由欄に「購入時や県外の方に参考になる。」「店員に

質問をしなくてよい」などの意見があり、概ね良好だった。マイナスイメージとしては、動画

が遅い、表示しないなど技術面での意見があった。また不要の意見もあったが商品によっては

動画・画像が実物と変化を感じることがなかった内容があったと推測される。 

4.消費期限を基準とした値引販売 

プラスイメージが 70％を超えている点や自由欄に「食品ロス対策になる。」「県内客向けや自分

用に安く手に入る」などの意見があり、概ね良好だった。マイナスイメージとしては、配送対

象なのかどうか、値引販売の存在がわかりにくかった。などがあり店内告知、運用面で課題と

した。 

5.手ぶらでお買い物(配送まで)の印象 

プラスイメージが 60％を超えているが、複数回答制にしており店内での「いつもの」買い物と

№ 作業内容 掛かった時間

1 エクセルの仕入データ入力 約7分/日

2 経理ソフトのデータ入力 約15分/月末

1 エクセルの仕入データ入力 約7分/日

2 経理ソフトのデータ入力 約15分/月末

1 エクセルの仕入データ入力 約7分/日

2 経理ソフトのデータ入力 約15分/月末

平常時 経理にかかった時間

2021/10/1～10/31

2021/11/1～11/30

2021/12/1～12/31
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違い、「カゴを持たなくてもよい」案内が目立たなく説明不足となったため「わかりにくかっ

た」が票を集める結果となった。しかし自由欄に「手軽」「住所登録がスマホでやるので楽だっ

た。」「割れ物を買うハードルが下がる」「荷物にならない」「NO 接客だから店員さんに気を使わ

ないでいい。」などのプラスイメージの意見がマイナスイメージの意見と比較して大多数とな

っており、概ね良好だったと分析する。マイナスイメージとしては、「持たなくてよい案内が欲

しい」「何を買ったか確認したい」などがあり運用面、技術面で課題とした。 

6.他のお店でも、当サービスを利用したいですか？ 

プラスイメージが 100％となった。「観光地に行ったとき使いたい」「重いものやレジが並んで

いるとき使用したい」「楽しかった」などプラスイメージの意見があった。マイナスイメージと

しては、「送料がかかるので県内では使用しない」「日常品(持ち帰ってすぐ使用する)には向か

ない」などあった。 

などの意見があった。 

以上のことから、 

・ アプリの操作性、安定性に関しては、一定割合の顧客には問題なく利用可能であるが、慣れ

ていない顧客や様々な端末の対応などさらに改善する必要がある。 

・ 手ぶらの買い物、消費期限値引に関して顧客に認知するまで想定していた案内、説明告知に

加えてわかりやすい説明が必要である。 

・ 基本的に店内や買い物終了後、荷物を持たない買い物は楽であり便利である。 

・ 重い商品、大きい商品、われもの、高価な商品は持ち帰らずに配送した方が安心感があり購

入しやすい。 

・ 国際通りなど駐車場から距離のあるエリアや他に食事など目的がある場合荷物を持たずに済

む。 

・ 非接触=接客しない。運用は店員を気にせず滞在することができる。 

でまとめることができる。結果、顧客の満足度向上としては、「手ぶらの買い物は顧客にとって簡

単・便利・楽しい。」「全方位ではなく、観光など旅先や上記の条件で利用したい。」など満足度が

上がると考察する。 
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また効率化目標は、以下の結果となった。 

販売 1 回あたり時間 
これまで 

の時間 

実証実験 

での時間 

増減値 目標 

減少率 

実証 

減少率 

 

・レジ操作 

・送り状待機 

・配送の説明 

5 分 0 分 -5 分 ％ ％ 

 

・送り状手書 

・配送の説明受け 

・住所入力(スマホ) 

3 分 45 秒 -2 分 15 秒 ％ ％ 

 

・商品のピッキング 

・梱包 

・送り状印刷 

・送り状の貼付 

25 分 27 分 +2 分 ％ ％ 

 

結果、目標値を超えて時間の効率化ができている結果となった。加えて、 

・ 平均客単価が通常 2,380 円のところ実証実験期間モニター平均客単価 3,260 円となった。 

・ 通常配送依頼する顧客はレジでの取引時に通常の顧客と比較して倍以上 5 分を要する。レジ

の混雑時に 5分がなくなるのは非常に有効。 

・ 配送専用としたため、一部持ち帰り希望の顧客など混乱が若干あったが、顧客が商品を持ち

出す状況がないため新しい運用の中で万引きの不安がなく運用できた。 

などの結果を得られた。 
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よって、新しい買い物スタイル(手ぶらの買い物)は有効であり目標は達成したと結論する。 

 

(2) DX による後方業務の効率化を行うシステムの開発。 

効率化目標は、以下の結果となった。 

月あたり時間 これまでの

時間 

実証実験で

の時間 

増減値 目標 

減少率 

実証 

減少率 

 

・伝票チェック 

・値札ラベル発行 

・値札ラベル貼り付け 

16 時間 16 時間 0 ％ ％ 

 

・在庫確認 

・消費期限チェック 

18 時間 3 時間 -15 時間 ％ ％ 

 

・日次のデータ入力 

・経理ソフト入力 

・連携操作 

3.75 

時間 

0.05 

時間 

-3.7 時間 ％ ％ 

 

・ これまでに行っていた入力作業を連携によって省くことにより大きく効率化できた。 

・ 商品マスタデータに紐づいた売上・仕入・在庫データや売価・原価のデータが見える化さ

れたことにより想定していなかった業務や作業の効率化を行えた。 

実証期間が短かったため、四半期、半期に一度や期末決算など効率化できる業務や作業が発生す

る可能性が高いと考えている。 

 通常、システム化には入力するという作業が発生するため、人手が不足しがちな中小規模の店

舗では目視や手書きが作業時間としてはプログラムに入力するよりも短時間で完了できる。さら
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に紙の台帳やエクセル等で管理できる規模であるためシステムに投資する必要性が高くない。し

かし本プロジェクトで実証した、極力入力作業を連携により省く、現状の作業に合わせるような

取り組みにより入力時間の効率化を行うことにより様々なデータを集積し有効活用できると考

えている。よって業務効率化を行うにあたってデータ化・見える化は有効であり目標を達成した

と結論する。 

【総括】 

下記は、店舗あたり 1カ月の削減時間を試算した表である。 

本プロジェクトのモデルは、上記の効率化によって得られた人的資源を本来の主たる業務である販

売に関する業務を継続して行う事が可能とすることである。 

 

 

 

本事業での作業項目であるネット広告、販売にも展開できるコンテンツ制作作業は事業期間中、月

平均 36.8 時間となり本実証で得られた削減時間 53.7 時間以下となっている。作業担当が複数にまた

月あたり時間 

※1 店舗 

こ れ ま で

の時間 

実証実験で

の時間 

増減値 

 

45 時間 0 -45 時間 

 
 

125 時間 135 時間 +10 時間 

 

16 時間 16 時間 0 

 

18 時間 3 時間 -15 時間 

 

3.75 時間 0.05 時間 -3.7 時間 

 

-53.7 時間 
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がっている、別の担当者であるなどそのまま当てはまる訳ではないが数値上は営業・集客の人的資源

を更に強化出来ることとなる。 

以上のことからモデルの目標を達成したと結論する。 
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［ISCO ハンズオン支援概要］ 

 

(1)報告事務処理の総合支援 

月次報告書各種準備、作成支援（労務費積算書、総覧、総覧進捗状況報告書、従事日誌

等） 

変更届等突発的な書類の準備、作成支援 

 不備がある場合は課題管理票で管理しクローズまで追認 

 検査：中間検査、確定前検査、確定検査 

 事前にファイリングチェックして不備がある場合は指摘、修正支援 

中間報告会・成果報告会プレゼン資料作成支援 

成果報告書作成支援 

 

(2)３点（成果物、WBS、課題）の定例管理 

月報とその関連書類の準備・作成支援 

不備がある場合は課題管理票で管理しクローズまで追認  

予算変更等に伴う変更届書準備・作成支援 

課題件数：96件 ※「課題管理表」参照 

プロジェクトレビュー：毎月、月報の内容からプロジェクト進捗確認、課題確認、必要

書類準備の確認 

プロジェクトヒアリング：線表（WBS）レビュー、実際の開発・運用体制図の作成支援 

  

    (3) ビジネスモデル・技術情報展開支援 

  実証立ち会い（在庫管理システム） 

  場所：琉球民芸センター くもじ店（店舗側実証） 

      ↓移動 

        琉球民芸センター 事務所（事務所側実証） 

  日時：2021 年 12 月 27 日（月） 13:30～15:00 
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左奥：琉球民芸センター 下川 

真ん中：ISCO 花城 

右：レイメイコンピュータ 諸喜田 

在庫管理システム 

・入荷は店舗でも事務所でも可能。入荷の際はシス

テムで入庫処理を行う 

・事務所でも店舗でも店舗側在庫を認識可能 

・棚卸業務は月単位で行う。今回のシステムでは、

合わせて仕入れ先メーカーに対する買掛管理の月次

業務の効率化を行える 
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システム下にプリントシール機がある 

入荷した商品にバーコードを貼り付けることで 

在庫を管理している 
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  実証立ち会い（セルフレジアプリ側） 

  場所：琉球民芸センター くもじ店 

（沖縄県那覇市久茂地３丁目２９−６８ 久茂地産業ビル 1F） 

  日時：2021 年 2月 22 日（火） 14:00～16:00 

  

  

商品スキャンからカートに入れるまでの画面 

ISCO 花城が実際に商品を買い、2 日で自宅に届いた 
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消費期限（販売期限）管理 

黄色いものを値引き対象商品ですぐに値引きができる 

セルフレジアプリの管理 

管理画面からリアルタイムでセルフレジ側のカートの情報などが表示できる 

また、セルフレジアプリで買った商品をピッキングできるよう表示ができ、送り状の印刷もできる 
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(4)ビジネスモデルの事業化に向けた支援 

 有識者アドバイスの打診・実施 

 利用者にアプリをダウンロードさせる方法が課題となっておりマーケティング・営業

が専門の有識者からのアドバイスの機会を打診し、実施した。  

 

有識者：㈱オーシャンホールディングス 

代表取締役 安部 宥志 氏 

 

日時：2021 年 11 月 19 日（金） 16：15～17：45 

課題：セルフレジアプリについて、利用者にアプリをダウンロード、登録してもらうき

っかけや手法を課題としており相談したいと考えている 

「必要性や楽しさを感じてダウンロードしてもらう。」を目標にしており、購入金額か

ら 10％割引や、配送料の割引、無料化、くじ引きで当たりが出ると 10％割引など企

画検討している状況です。  

 

有識者からのアドバイス：利用者にいかにダウンロードしてもらうかという課題につい

て。システムの内容から、店舗の賛同を得ることはそれほど苦労しないと思われる。

利用者が多いことが店舗導入の動機づけになる。ダウンロードしてもらうことが重要

であることは理解できる。 

他の国・都市の事例（ハワイ）を紹介し、他の業種を巻き込むビジネスモデルを提案 

 

実施後の動き：提案内容を参考に数社へのアプローチを行っている 

 

 

(5)成果報告会の実施 

2022 年 3月 10 日(木) 沖縄産業支援センター ３階 中ホール（312）にて実施した。 

評価委員による質疑および、事業に対する評価を収集し、事業者へフィードバックし

た。 
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⑨ 株式会社ユニバーサルブレーンシステム 

補助事業名 IT 活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業 

プロジェクト名 ＩＴ農業実装に向けた関連技術の開発と実証 

構成企業名 株式会社ユニバーサルブレーンシステム 

 

［事業概要］ 

 少子高齢化や産業構造の変化に伴う担い手不足や経験値に頼り重労働で収益性が低いという 

さとうきび生産農家の課題解決を目的に、自動操舵のデータ収集解析ツールを開発・導入し、作

業改善・経営改善及び IT 農業技術の持続化を目指すことを目的に実証を行う。 

 

［事業の目標］ 

自動操舵によるビレットプランタ植付作業、ドローンによる農薬散布作業及び自動操舵によるハ

ーベスタ収穫作業において、下記の実施項目（１）～（３）について技術の開発と実証を行う。

なお、実証は宮古島のさとうきび圃場をテストフィールドとして実施する。 

（１）さとうきび生産における自動操舵システム搭載農業機械からの作業情報収集・解析ツール 

   の開発と実証。 

（２）さとうきび生産における自動操舵システムの測位安定化技術の開発と実証。 

（３）さとうきび生産における農薬散布作業へのドローン活用ならび散布作業情報の収集・解

析。ツールの開発と実証。 

 

［事業の実績］ 

 
               図１（プロジェクト概要図） 

開発実績 

１）開発内容 

①農業機械に搭載し、単独で作業情報を収集するツールを開発。 

②農業機械に搭載した自動操舵システムより作業情報を収集するツールを開発。 

③収集した作業情報をモニタリングするツールを開発。 

２）開発詳細 

①動作対象機器 
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ア）Andoroid 端末 

イ）WindowsPC 

②取得データ 

ア）作業軌跡（位置情報） 

イ）作業距離 

ウ）作業速度 

エ）作業時間 

③作業情報収集ツールの機能説明 

ア）Android 端末に内蔵または外付けされた GPS アンテナを用いて随時、 

位置情報を取得する事で農業機械の運行軌跡を生成し、自動操舵システム非搭載農業機

械ならびドローンの作業軌跡としてデータを生成する。 

イ）自動操舵システムのコンソール（Android）に、作業情報収集ツールを搭載する事で

自動操舵システムの GPS アンテナならび補正情報から位置情報を取得し、作業軌跡デー

タを生成する。 

ウ）作業軌跡を取得するとともに Android 端末のカメラ機能を用いて作業状態の動画を

録画する。 

エ）生成された農業機械の作業軌跡ならび画像（動画）をインターネット回線を用い随

時データ管理サーバーに格納する。 

④作業情報モニタリングツールの機能説明 

ア）Android 端末内の作業軌跡をインターネットを介して取得した衛星画像や地図（国

土地理院、Google）に表示し、農作業対象圃場上での作業状況を表示する。 

イ）Android 端末で表示した作業軌跡上でポイントする事で作業面積を算出する。 

ウ）WindowsPC を用いて、データ管理サーバーより格納された作業軌跡を取得し、衛星

画像または電子地図上に作業軌跡、作業速度、作業距離、作業時間を表示する。 

エ）複数の農業機械の作業情報を同時に一覧表示し、管理センター機能として農業機械

の稼働状況・状態をモニタリングする。 

オ）WindowsPC 上に表示された作業軌跡上でポイントする事で作業面積を算出する。 

カ）自動操舵システムで設定した基準情報（AB ライン）を圃場毎にデータ管理サーバー

で保存管理し、次回使用時に取り出し利用する。 

３）精度検証 

①作業情報収集ツール単独試験 

ア）作業情報収集ツールを乗用車に搭載。 

イ）軌跡ならび画像を取得。 

ウ）取得した軌跡を GoogleMAP に表示し、試験に使用した道路上に正しく表示されて

いるかを検証。 

エ）表示された軌跡をポイントし、面積の算出を確認。 

オ）作業情報収集ツールを手持ちし、駐車場を歩行により試験。 

カ）作業軌跡をポイントした面積と、現場（駐車場）の実面積を比較検証。 

②農業機械搭載単独試験 

ア）作業情報収集ツールをトラクタに搭載。 
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イ）軌跡ならび画像を取得。 

ウ）取得した軌跡を GoogleMAP に表示し、試験に使用した試験圃場に正しく表示され

ているかを検証。 

エ）表示された軌跡をポイントし、面積の算出を確認。 

③自動操舵システム搭載試験 

ア）自動操舵システムのコンソールに作業情報収集ツールをインストール。 

イ）試験圃場内で自動操舵システムを搭載したトラクターの運行試験。 

ウ）軌跡ならび画像を取得。 

エ）取得した軌跡を GoogleMAP に表示し、試験に使用した試験圃場に正しく表示され

ているかを検証。 

オ）表示された軌跡をポイントし、面積の算出を確認。 

④ドローン搭載試験 

ア）作業情報収集ツールをドローンに搭載。 

イ）試験圃場内でドローンの飛行試験。 

ウ）軌跡を取得。 

エ）取得した軌跡を GoogleMAP に表示し、試験に使用した試験圃場に正しく表示され

ているかを検証。 

オ）表示された軌跡をポイントし、面積の算出を確認。 

⑤自動操舵システム精度試験 

ア）自動操舵システム搭載のビレットプランタによる植付け終了後、畝幅頂点の位置誤

差測定実施。 

イ）植付け畝内の苗数を確認。 

ウ）自動操舵システム搭載のハーベスタによる原料収穫後、収穫原料の茎長、重量を計

測。 

実証 

１）手順、全体の流れ 

①小型ハーベスタによる苗収穫実証。 

ア）作業情報収集ツールをインストールした Android 端末を小型ハーベスタに搭載。 

イ）苗圃場で小型ハーベスタによる苗収穫実施。 

ウ）搭載した作業情報収集ツールで収集した作業軌跡を作業情報モニタリングツールで

表示確認。 

エ）作業時間、作業距離、作業面積の表示ならび確認。 

②ビレットプランタ―による苗植付け実証。 

ア）作業情報収集ツールをインストールした Android 端末をビレットプランタに搭載。 

イ）自動操舵システムをビレットプランタに設置・搭載。 

ウ）自動操舵システムコンソールに作業情報収集ツールをインストール。 

エ）圃場でビレットプランタによる植付け実証実施。 

オ）搭載した作業情報収集ツールで収集した作業軌跡を作業情報モニタリングツールで

表示確認。 

カ）作業時間、作業距離、作業面積の表示ならび確認。 
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③ドローンによる薬剤散布実証。 

ア）作業情報収集ツールをインストールした Android 端末を散布用ドローンに搭載。 

イ）試験圃場にてドローンによる農薬散布（水）を実施。 

ウ）搭載した作業情報収集ツールで収集した作業軌跡（フライトログ）を作業情報モニ

タリングツールで表示確認。 

エ）作業時間、作業距離、作業面積の表示ならび確認。 

   ④ドローンによる薬液散布精度確認実証。 

ア）作業情報収集ツールをインストールした Android 端末を散布用ドローンに搭載。 

イ）感水紙を圃場内の作業エリアに敷設。 

ウ）試験圃場にてドローンによる農薬散布（水）を実施。 

エ）搭載した作業情報収集ツールで収集した作業軌跡（フライトログ）を作業情報モニ

タリングツールで表示確認。 

オ）作業時間、作業距離、作業面積の表示ならび確認。 

カ）画像解析ツールを使用し、散布状態の確認・解析。 

⑤準天頂衛星（みちびき）の補完的活用による精度実証。 

ア）作業情報収集ツールをインストールした Android 端末をトラクタに搭載。 

   イ）自動操舵システムをトラクタに設置・搭載。 

   ウ）自動操舵システムコンソールに作業情報収集ツールをインストール。 

   エ）自動操舵システムの利用対象衛星の設定。 

   オ）実証場所でトラクタによる走行実証実施。 

   カ）一定時間の停止実証実施。 

キ）搭載した作業情報収集ツールで収集した作業軌跡を作業情報モニタリングツールで

表示確認。 

   ク）作業時間、作業距離、作業面積の表示ならび確認。 

     ※エ）からク）を 5 パターン実施 

   ケ）RMS 解析ツールによる精度評価。 

⑥中型ハーベスタによる原料収穫実証。 

ア）作業情報収集ツールをインストールした Android 端末を中型ハーベスタに搭載。 

   イ）自動操舵システムを中型ハーベスタに設置・搭載。 

   ウ）自動操舵システムコンソールに作業情報収集ツールをインストール。 

   エ）圃場で中型ハーベスタによる原料収穫実証実施。 

オ）搭載した作業情報収集ツールで収集した作業軌跡を作業情報モニタリングツールで

表示確認。 

   カ）作業時間、作業距離、作業面積の表示ならび確認。 

⑦実証時収集データ 

   ア）位置情報（作業情報収集ツール） 

   イ）作業時間（作業情報収集ツール、手動計測） 

   ウ）作業速度（作業情報収集ツール、手動計測） 

   エ）操業能率（手動計測） 

   オ）作業状況映像（ドライブレコーダー） 
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   カ）燃料消費量（満タン法） 

   キ）苗の性状：苗長、茎径、苗重、損傷芽率（手動計測、目視確認） 

   ク）苗投入量および投入密度（手動計測） 

   ケ）植付深および覆土厚（手動計測） 

   コ）薬剤散布量（実使用量） 

   サ）散布精度（画像解析） 

   シ）ドリフト（画像解析） 

２）期間、方法、場所 

①実証１ 

ア）日  付：2021 年 9 月 2 日・3 日 

   イ）実証項目：ビレットプランタによる植付け 

          ドローンによる薬剤散布 

   ウ）場  所：宮古島市（2 圃場） 

          面積：5,000 ㎡ 

  ②実証２ 

  ア）日  付：2021 年 9 月 22 日・23 日 

  イ）実証項目：ビレットプランタによる植付け 

  ウ）場  所：うるま市（3 圃場） 

                 面積：2,500 ㎡、5,300 ㎡、1,500 ㎡ 

  ③実証３ 

  ア）日  付：2021 年 9 月 27 日・28 日 

  イ）実証項目：小型ハーベスタによる苗収穫 

          ビレットプランタによる植付け 

          ドローンによる薬剤散布 

  ウ）場  所：名護市（2 圃場） 

          面積：500 ㎡、2,300 ㎡ 

  ④実証４ 

  ア）日  付：2021 年 11 月 16 日・17 日 

  イ）実証項目：ドローンによる薬液散布精度確認試験 

  ウ）場  所：うるま市（1 圃場） 

          面積：400 ㎡ 

  ⑤実証５ 

  ア）日  付：2021 年 11 月 22 日・24 日 

  イ）実証項目：準天頂衛星（みちびき）の補完的活用による精度試験 

  ウ）場  所：うるま市（JA おきなわ中部家畜セリ市場） 

  ⑥実証６ 

  ア）日  付：2021 年 12 月 23 日 

  イ）実証項目：中型ハーベスタによる原料収穫 

  ウ）場  所：宮古島市 

          面積：740 ㎡ 
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            図２（小型ハーベスタによる苗収穫） 

 

    
          図３（ビレットプランタによる自動操舵植付け） 

 

    



4-171 

 

    
            図４（ドローンによる農薬散布） 

 

    
           図５（中型ハーベスタによる自動操舵収穫） 

 

３）使用機器・機材 

①ビレットプランタ     ：KUMIKI KBP3-OT 

②駆動用トラクタ      ：YANMAR EcoTra EF660 

③小型ケーンハーベスタ   ：MCH-33WE（クローラタイプ） 

④中型ケーンハーベスタ   ：Austoft TS3500（自走搬出方式、ホイールタイプ） 

⑤自動操舵システム     ：CHCnav NX510（RTK-GNSS 測位） 

⑥使用する補正情報     ：くみき営業所のコアステーションから Ntrip で取得 

⑦薬剤散布用ドローン    ：TEAD TA408 
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⑧作業データ収集タブレット ：NEC LAVIE Tab 

⑨フライトデータ収集モバイル：Panasonic FZ-T1 

⑩ドライブレコーダー    ：KENWOOD DRV-830 

⑪感水紙          ：Spraying System Co.製 試験紙 

⑫画像取込み用スキャナ   ：EPSON EW-M752T 

⑬画像処理・解析ソフト   ：PreView Ver.11.0、Graphic Converter Ver11.5.4 

                ImageJ ver1.5.3a 

⑭RMS 解析用ソフト      ：RTKMLIB ver2.4.2 

４）目標、目的 

①小型ハーベスタによる苗収穫実証。 

目標） 

・自動操舵システム未搭載の小型ハーベスタによる苗収穫時に作業情報収集ツール単体に

よる作業情報を収集する。 

・小型ハーベスタによる苗収穫作業能率ならび精度を算出する為の基礎情報を収集 

する。 

目的） 

・小型ハーベスタによる苗収穫の効果、精度、有用性を算出する。 

 ②ビレットプランタ―による苗植付け実証。 

目標） 

・自動操舵システム搭載のビレットプランタによる植付け時に自動操舵システムならび作

業情報収集ツール単体による作業情報を収集する。 

・ビレットプランタによる植付け作業能率ならび精度を算出する為の基礎情報を収集す

る。 

目的） 

・ビレットプランタによる植付作業の効果、精度、有用性を算出する。 

 ③ドローンによる薬剤散布実証。(農薬散布については国への届け出が必要なことが分かり今年度の実 

証は厳しく、代わりに冠水紙を利用した、散布テストを行い届出用の調査を行うことに切り替えた） 

目標） 

・ドローンによる農薬散布作業時に作業情報収集ツール単体で作業情報（フライト 

ログ）を収集する。 

・ドローンによる農薬散布作業能率ならび精度を算出する為の基礎情報を収集する。 

目的） 

・ドローンによる農薬散布の効果、精度、有用性を算出する。 

④ドローンによる薬液散布精度確認実証。 

目標） 

・ドローンによる農薬散布作業時に作業情報収集ツール単体で作業情報（フライトログ）

を収集する。 

・ドローンによる農薬散布作業能率ならび精度を算出する為の基礎情報を収集する。 

目的） 

・ドローンによる農薬散布の効果、精度、有用性を算出する。 
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⑤準天頂衛星（みちびき）の補完的活用による精度実証。 

目標） 

・自動操舵システム搭載時の農作業で準天頂衛星（みちびき）ならび補正情報（RTK）

の利用確認なら作業精度の確認と作業情報収集ツール単体による作業情報を収集する。 

・自動操舵システムの衛星事の精度を算出する為の基礎情報を収集する。 

目的） 

・準天頂衛星（みちびき）使用時の効果、精度、有用性を算出する。 

⑥中型ハーベスタによる原料収穫実証。 

目標） 

・自動操舵システム搭載の中型ハーベスタによる原料収穫時に自動操舵システムならび作

業情報収集ツール単体による作業情報を収集する。 

・中型ハーベスタによる原料収穫作業能率ならび精度を算出する為の基礎情報を収集す

る。 

目的） 

・ハーベスタによる収穫作業の効果、精度、有用性を算出する。 

実証結果 

 １）計測結果 

①小型ハーベスタによる苗収穫実証。 

 

 

 

    
           図６（モニタリングツールによる苗収穫作業軌跡） 
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               表１（苗収穫実証条件） 

 

   

 
             表２（苗収穫実証結果：作業能率等） 
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             表３（苗収穫実証結果：採苗した苗の性状） 

 

   

 

                図７（苗収穫による状態） 

 

  ②ビレットプランタ―による苗植付け実証。 
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            図８（モニタリングツールによる自動操舵植付け軌跡） 

 

    

            図９（作業情報収集ツールによる作業情報） 

 

      
             表４（ビレットプランタ植付け実証条件） 
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           表５（ビレットプランタ植付け実証結果：作業能率等） 

 

            図１０（ビレットプランタ植付け実証時間の比率） 
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           表６（ビレットプランタ植付け実証結果：作業精度等） 

 

  ③ドローンによる薬剤散布実証。    

    
             図１１（ドローンによる散布実証の様子） 
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             図１２（モニタリングツールによる散布軌跡） 

 

    
             図１３（モニタリングツールによる作業情報） 

 

    
                表７（ドローン散布実証条件） 
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             表８（ドローン散布実証結果：作業能率等） 

 

    
 

             図１５（ドローン散布作業時間の比率） 

 

  ④ドローンによる薬液散布精度確認実証。 
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               図１６（ドローン散布精度実証） 

 

    

              表９（ドローン散布精度実証条件） 
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   表１０（ドローン散布精度実証結果：薬液被覆率「飛行ルートと並行」） 

 

    
   表１１（ドローン散布精度実証結果：薬液被覆率「飛行ルートに直角」） 
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     表１２（ドローン散布精度実証結果：薬液被覆率「対角線方向」） 

 
          表１３（ドローン散布実証結果：薬液被覆率平均値） 

 

  ⑤準天頂衛星（みちびき）の補完的活用による精度実証。 

 



4-184 

 

    

            図１７（準天頂衛星の補完的活用による精度） 

 

    

          表１４（準天頂衛星の補完的活用による精度実証条件） 

    
    表１５（準天頂衛星の補完的活用による精度実証組合せと時間帯） 
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       表１６（準天頂衛星の補完的活用による精度実証結果：RMS 解析） 

 

  ⑥中型ハーベスタによる原料収穫実証。 

    

              図１８（自動操舵収穫軌跡モニタリング） 

 

     
         図１９（モニタリングツールによる自動操舵収穫作業情報） 
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              表１７（自動操舵収穫実証条件） 

        

 

          表１８（自動操舵収穫実証結果：作業能率、作業精度） 
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            図２０（自動操舵収穫実証作業時間の比率） 

 

２）得られた成果 

①自動操舵システムデータから位置情報を直接利用することで作業履歴（実績）として

利用が可能となった。 

②自動操舵装置のアンテナを「作業情報収集ツール」で利用する事でより正確な位置情

報を取得。 

③作業情報収集ツールで自動操舵装置と同等の位置情報ならび作業軌跡を取得する事を

確認し、自動操舵システム未搭載の農業機械でも作業情報を取得し、農作業のデータ化

が可能となった。 

④自動操舵装置の基準情報（ＡＢライン）をサーバー管理する事で次作業への引継ぎを

可能とし、同一圃場における農作業の簡素化ならび作業効率向上が考えられる。 

⑤自動操舵システムの運行軌跡とともに、作業情報収集ツールにより正確な農作業情報

を取得し、解析ツールによる「作業内容」・「作業時間」・「作業面積」等を活用した作業

性・収益性の算出に利用できる。 

⑥ドローンを用いた高効率薬剤散布の実証とその作業データを取得する事による作業状

況の確認。 

⑦準天頂衛星（みちびき）を利用する事でより精度の高い自動操舵情報の取得が可能と

なった。 

⑧自動操舵による正確な作業と開発したシステムによるモニタリングを組み合わせる事

で視界の悪い夜間作業も可能になると考えられる。 

⑨作業情報収集ツールを搭載した農業機械をモニタリングする事で運行管理も可能にな

る。 

⑩IT 農業実装による機械化農業の経営的な評価と、技術指標を導き出す事ができたこと

で、導入を推進する際の根拠とセールスポイントが具体的になった。 
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［展開にあたっての分析・対策］ 

（課題１）離島での実証実験を想定していたが、新型コロナウイルス感染症流行のため渡航

が難しく、本島内での実証先（サトウキビ圃場）を探している。 

解決方法：ISCO より中城村役場へ訪問しアプローチした。結果、中城村役場より JA 中城

支店、製糖工場中城担当を交えたミーティングへの参加機会を獲得。 

後日、ミーティングが実現し、コンソーシアムメンバーより事業の詳細を説明。JA 及び製

糖工場より農家へアプローチするとの回答を得た。また、中城以外の中頭地区では、うるま

市や読谷村などに、実証に適した大規模農家が多いとの情報提供があった。 

後述の専門家派遣（①尾関氏）と合わせて功をなし、本島内での実証 4 件（7 圃場）実施に

寄与。 
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［ISCO ハンズオン支援概要］ 

 

(1)報告事務処理の総合支援 

 必要書類の準備・作成支援 

 不備がある場合は課題管理票で管理しクローズまで追認 

 検査：中間検査、確定前検査、確定検査 

中間報告会・成果報告会プレゼン資料作成支援 

 成果報告書作成支援 

・交付申請時のコンソーシアムメンバーの脱退（亜熱帯総合研究所）と業務委託への切

り替えが発生。変更届作成、委託関連証憑準備・書類作成等必要手続きのサポートを

した。 

 

(2)３点（成果物、WBS、課題）の定例管理 

月報とその関連書類の準備・作成支援 

不備がある場合は課題管理票で管理しクローズまで追認  

課題件数：123 件 ※「課題管理表」参照 

プロジェクトレビュー：毎月、月報の内容からプロジェクト進捗確認、課題確認、必要

書類準備の確認 

プロジェクトヒアリング：線表（WBS）レビュー、実際の開発・運用体制図の作成支援 

 ・当初、WBS がコンソーシアムメンバー毎に（3 社分）作成されていたため、統合作業

 の調整を、打ち合わせを重ね細やかにサポーした。 

 ・月次提出資料のファイル形式変更を提案し、月次チェックの自動化ツール適用を実  

 現。チェック精度向上に寄与した。 

(3)ビジネスモデルの事業化に向けた支援 

有識者アドバイスの打診・実施 （計 2 回） 

 プロジェクト遂行にあたり顕在化した課題に対し、有識者からのアドバイスの機会を

打診し、計 2 回実施した。  

  

①日時：8 月 16 日（月）14 時～15 時 30 分 

有識者：尾関 亮（中小企業診断士、元・農業経営相談所統括コーディネーター（農

林水産省事業）） 

昨年は農業経営相談所の統括として、農家へのヒアリングや経営分析を行い、診断

士、社労士などの専門家を派遣していた。今年は事務局が中小企業診断士協会から県

（農業会議）に移管されたことに伴って、専門家として派遣されている。 

 

課題：離島での実証実験を想定していたが、新型コロナウイルス感染症流行のため渡

航が難しく、本島内での実証先を探している。また、あわせて本島内での農業経営に

関する情報収集（本島内のさとうきび農家の栽培状況、経営状況など）が必要。 
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その他、プロジェクトの事業化に向けて、採算性や進め方、スケジュール等について

アドバイスが欲しい。 

有識者からのアドバイス：実証の条件に合う圃場は、宮古島 2 件と本島 1 件候補ある

ため、アプローチする。  

その他、プロジェクト内容のヒアリングしつつ、実証協力先の条件の整理・調整や協

力可能な団体・自治体の紹介を行った。 

 

実施後の動き：尾関氏、ISCO にて継続して実証先候補を探す。 

 

②日時：2021 年 11 月 19 日（金） 13：00~14：30 

有識者：㈱オーシャンホールディングス 

代表取締役 安部 宥志 氏 

セールス＆マーケティングコンサルタント、JMLA 上級マーケティング解析士 

 

課題：事業化にあたり、GIS（地理情報システム）として活用するために正しい位置

情報を持つ圃場地図データが必要となるが、独自または農家にて新規作成するには時

間・費用双方のコスト負担が想定される。何か良い手法はないか。 

 

有識者からのアドバイス：アノテーションサービス（単純作業化してクラウドワーカ

ーが実施）の活用提案。その他、販売戦略に関するアドバイスとして、(ア) 銘苅氏の

サトウキビ農場経営(エバンジェリストとして）のノウハウをフックに見込み客を獲得

する方法（イ）農家や生産組合とのコネクションのあるくみきとタッグを組み、自動

操舵・農薬散布ドローンのパッケージ化の提案 

 

実施後の動き：提案内容を参考に、課題解決・事業化に取り組む。 

 

(4)海外事業展開調査支援 

該当なし 
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4 事業実施報告 

⑩ 株式会社ゴールドバリュークリエーション 

補助事業名 ＩＴ活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業（他産業連携型ビ

ジネスモデル実証部門） 

事業名 顔認証基盤システム他産業活用プロダクト 

構成企業名 コンソーシアム名：他産業連携 DX促進コンソーシアム 

株式会社ゴールドバリュークリエーション 

株式会社ジョイ ・スポーツデータバンク沖縄株式会社 

 

［事業概要］ 

フィットネス業、スポーツ関連業（スポーツスクール等）の２業種では入退室管理に於い

て、「受付スタッフの配置」、「鍵管理」、「本人確認」、「感染症予防対策」等の業務効率化と、

それに伴う共通課題を解決する。本事業ではコンソーシアムでの協力体制の下これらの共通

課題に対し、ICT 技術の活用で対応し各業種の DXを視野に入れた実証を行う。 

 

［事業の目標］ 

・補助事業で開発する成果物 

補助事業では 1つの共通基盤と、2つの ASP サービス（SaaS）の開発を行う 

(1.)顔認証連携基盤システム(新規共通基盤開発) 

(2.)会員向け入退室管理システム(新規 ASP サービス（SaaS）開発) 

(3.)時間予約枠型入退室管理システム(新規 ASP サービス（SaaS）開発) 

 

・実証実験の内容 

-フィットネス業- 

フィットネスクラブでの入退室実証実験 

実証人数:１０人、入室回数：２回/週、実証期間：２カ月、総回数:１６０回 

 

-スポーツ関連業- 

スポーツスクールでの入退室実証実験 

実証人数:５人、入室回数：２回/週、実証期間：２カ月、総回数:８０回 
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［事業の実績］ 

(目標) 

・補助事業で開発する成果物 

補助事業では 1つの共通基盤と、2つの ASP サービス（SaaS）の開発を行う 

(1.)顔認証連携基盤システム(新規共通基盤開発) 

(2.)会員向け入退室管理システム(新規 ASP サービス（SaaS）開発) 

(3.)時間予約枠型入退室管理システム(新規 ASP サービス（SaaS）開発) 

 

（1）顔認証連携基盤システム(イメージ) 

 

（2）会員向け入退室管理システム(イメージ) 

 

（3）時間予約枠型入退室管理システム(イメージ) 
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2. 顔認証と検温を実施した入退室管理の実証 

 

実証予定内容 

 

(1)実証パターン 1： 

フィットネスクラブの会員情報に顔属性を登録し、検温を行った上で顔認証入退室管理を行う。 

定量化の指標 補助事業実施前 
補助事業により検証 

(期待値) 

入退室管理者 1 人 0 人 

入退室時の検温時間 10 秒 
10 秒 

入室チェック 10 秒 

本人確認 × 〇 

非対面対応 × 〇 

 

(2）実証パターン 2: 

施設（体育館）の空き時間有効活用の観点でスポーツスクールを開催。施設の予約管理と併せて、検温

を行った上での顔認証入退室管理を行う。 

 

定量化の指標 補助事業実施前 
補助事業により検証 

(期待値) 

入退室管理者 1 人 0 人 

入退室時の検温時間 10 秒 
10 秒 

入室チェック 10 分 

本人確認 × 〇 

非対面対応 × 〇 
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(実績) 

開発については目標に記載した全ての工程が完了している。 

〇会員向け入退室管理システム概要 

機能一覧 

・顔認証 / 検温  

・RemoteLock 連携 

・管理者通知 

・ログイン 

・施設利用状況管理 

・会員情報管理 

・管理者情報管理 

・施設情報管理 

・オプション情報管理 

 顔認証 / 検温時の動作 

・顔認証 / 検温 ・RemoteLock 連携 ・管理者通知 

  検温正常時 

認証された会員の情報と体温を表示する。連動して RemoteLock の開錠を行う。 

一定時間後、自動的に施錠される。 
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検温異常時  

認証された会員の情報と体温を表示し、 

異常時は赤くアラート表示を行い、管理者へ通知を行う。 

体温異常を検知した場合は RemoteLock の開錠は行わない。 

  ※体温異検知を再現するため、一時的に異常検出の閾値を下げて設定している。 

       

  ・ログイン 

ユーザー名、パスワードを入力してログインする。 
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・施設利用状況管理 

 現在の施設利用中の会員の確認や、これまでの施設利用履歴を確認。 

メニュー HOME で、現在利用中の会員が一覧で確認できる。 

ログイン後、最初に表示される画面である。 

  

メニューの施設利用履歴から、これまでの施設利用履歴が確認できる。 

   期間を指定して一覧表示される会員情報を絞り込む事ができる。 
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・会員情報管理 

メニューの会員一覧を選択する事で、会員一覧が表示される。 

会員検索で一覧表示される会員情報を絞り込む事ができる。 

一覧から、会員を選択する事で右側に詳細が表示される。 

  

 会員一覧画面から、会員情報の新規登録及び編集が行える。 

 新規登録ボタンまたは編集ボタンを押して登録画面を表示できる。 

 

会員情報の登録画面では。会員の詳細情報や顔認証情報として、 

画像から選択もしくはカメラで撮影した画像を登録できる。 
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   メッセージ送信。 

会員宛にメッセージの送信が行える。 

 メッセージ送信ボタンでメッセージ送信画面を表示できる。 

 

    

メッセージを内容入力し、送信ボタンでメッセージ送信を行える。 

   

 

 



4-199 

 

   申込書の印刷 

    入会申込書ボタン及びオプション申込書ボタンから申込書の印刷が行える。 

  

 

・管理者情報管理 

 メニューの管理者一覧から、管理者情報が確認できる。 

 一覧から管理者を選択する事で、画面右側に管理者の情報が表示される。 

   

 

   管理者一覧から新規ボタンまたは編集ボタンで登録画面を表示できる。 
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管理者登録画面では。管理者の詳細情報や画像を登録する事ができる。 

     

・施設情報管理 

 メニューの施設一覧から、登録された施設情報が確認できる。 

 一覧から施設を選択する事で、画面右側に施設の情報が表示できる。 

   

施設一覧から新規登録ボタンまたは編集ボタンで登録画面を表示できる。 

   

施設情報登録画面では。施設情報の新規登録及び編集が行える。 
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・オプション情報管理 

 メニューの利用オプション設定から、登録されたオプション情報が確認できる。 

 一覧から項目を選択する事で、右側に詳細情報が表示できる。 

   

利用オプション設定一覧にて新規登録または編集ボタンで登録画面を表示できる。 

   

   オプション登録画面では、オプションの新規登録や編集が行える。 
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データベースの構成 
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〇時間予約枠型入退室管理システム 

 機能一覧 

  ・顔認証 / 検温 

  ・RemoteLock 連携 

  ・イベント管理機能 

  ・利用者管理機能 

  ・指導者管理機能 

  ・出欠管理機能 

  ・検温異常時通知機能 

  ・RemoteLock 開錠コード通知機能 

 顔認証時の動作 

 顔認証と同時に検温を行える。 

顔認証に成功すると下記の右側の画像のように RemoteLock の開錠が行われる。 

認証されるのは、イベントに参加している人で、指定されている時間内に来た人のみ。 

開錠後は一定時間経過後、再度施錠が行われる。 
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熱を検知した場合 

 熱などの異常な体温を検知した場合には、RemoteLock の開錠が行われない。 

 異常な体温を検知したことは、現場の指導者にメールで通知される。 

 ※下記の画像は熱検出時を再現するため、一時的に正常な体温のしきい値を下げている。 

   

 ・ログイン 

 ユーザー名とパスワードを入力してログイン。 
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・利用者登録 

左側のメニューから利用者一覧を選択。 

 

 

右上の「新規利用者登録」と書かれた緑のボタンを選択。 

 

 

左側の「顔写真の撮影」と書かれたボタンを選択。 
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顔が中央で大きく映るように撮影する。 

 

 

撮影した顔を確認し、「決定」と書かれた白いボタンを選択。 
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そのほかの利用者情報を入力したら「登録」と書かれた青いボタンを選択。 

 

 

利用者一覧で登録した情報を確認することができる。 

 

 

・施設登録 

左側のメニューから「施設一覧」を選択し、右上の緑のボタンを選択。 
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新たに施設の情報を登録するモーダルが開く。 

  

 

 施設に必要な情報を入力し、青いボタンを選択すると登録完了。 

 

 

 

施設一覧で登録した情報を確認することができる。 
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・イベント登録 

左側のメニューでイベント一覧を選択し、右上の緑のボタンを選択。 

 

 

新たにイベントの情報を登録するモーダルが開く。 
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イベントの情報を登録し、登録ボタンを選択すると登録完了。 

 

 

 

イベント一覧の詳細から情報の確認ができる。 

 

 

・出欠確認 

左側のメニューから「出欠確認」を選択。 
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該当のイベントをクリックするとそのイベントの出欠情報が確認できる。 

 

 

 

・情報の編集（全項目で共通） 

一覧の項目の右端にある「編集」ボタンを選択すると、該当する編集モーダルが開く。 
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または、一覧から該当の項目を選択して詳細を表示。 

 

 

詳細の右上にある緑のボタンを選択すると、該当の項目の編集モーダルが開く。 

 

 

 

 編集モーダルで変更する情報を書き換えたら、登録ボタンを選択すると変更完了。 
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一覧の詳細から変更した情報を確認することができる。 

 

 

 ・情報の削除 

編集モーダルの左下の「削除」と書かれた左下のボタンを選択。 
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削除の確認モーダルが表示されるので、赤色のボタンを選択すると削除完了です。 

 

 

一覧から情報が削除されているのが確認できる。 
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 データベースの構成 
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 〇共通基盤 API 一覧 

機能項目 API 呼出 

Remote Lock デバイス新規登録 
app.post("/api/remotelocks/",[authJwt.verifyToken, 

authJwt.isAdmin], controller.create); 

全ての Remote Lock デバイスを取得 
app.get("/api/remotelocks/",[authJwt.verifyToken, 

authJwt.isAdmin], controller.findAll); 

ID を指定して Remote Lock デバイスを取得 
app.get("/api/remotelocks/:id",[authJwt.verifyToken, 

authJwt.isAdmin], controller.findOne); 

ID を指定して Remote Lock デバイスを更新 
app.put("/api/remotelocks/:id",[authJwt.verifyToken, 

authJwt.isAdmin], controller.update); 

ID を指定して Remote Lock デバイスを削除 
app.delete("/api/remotelocks/:id",[authJwt.verifyToken, 

authJwt.isAdmin], controller.delete); 

全ての Remote Lock デバイスを削除 
app.delete("/api/remotelocks/",[authJwt.verifyToken, 

authJwt.isAdmin], controller.deleteAll); 

Remote Lock 解錠 
app.get("/remote_lock_unlock/*", 

controller.accessUnlockRespons); 

Remote Lock 施錠  
app.get("/remote_lock_lock/*", 

controller.accessLockRespons); 

Remote Lock デバイス情報取得  
app.get("/remote_lock_devices/*", 

controller.remoteLockDevices); 

Remote Lock アクセスパーソン情報取得  
app.get("/remote_lock_access_persons/*", 

controller.remoteLockAccessPersons); 

Remote Lock イベント情報取得  
app.get("/remote_lock_events/*", 

controller.remoteLockEvents); 

Remote Lock お知らせ情報取得  
app.get("/remote_lock_notifications/*", 

controller.remoteLockNotifications); 

Remote Lock スケジュール情報取得  
app.get("/remote_lock_schedules/*", 

controller.remoteLockSchedules); 

Remote Lock グループ情報取得 
app.get("/remote_lock_groups/*", 

controller.remoteLockGroups); 

Remote Lock 設置場所情報取得  
app.get("/remote_lock_locations/*", 

controller.remoteLockLocations); 

Egkeeper ユーザーを新規登録 
app.post("/api/faces/",[authJwt.verifyToken, 

authJwt.isAdmin], controller.create); 

Egkeeper 登録ユーザーを全て取得 
app.get("/api/faces/",[authJwt.verifyToken, 

authJwt.isAdmin], controller.findAll); 

ID を指定して Egkeeper 登録ユーザーを取得 
app.get("/api/faces/:id",[authJwt.verifyToken, 

authJwt.isAdmin], controller.findOne) 
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ID を指定して Egkeeper 登録ユーザーを削除 
app.delete("/api/faces/:id",[authJwt.verifyToken, 

authJwt.isAdmin], controller.delete); 

Egkeeper 登録ユーザーを全て削除 
app.delete("/api/faces/",[authJwt.verifyToken, 

authJwt.isAdmin], controller.deleteAll); 

SMS 送信 app.post("/api/smssend",sms_controller.send); 

Email 送信 app.post("/api/emailsend",email_controller.send); 

 

 

(実証の結果) 

(1)実証パターン 1： 

 

 

 

フィットネスクラブの会員情報に顔属性を登録し、検温を行った上で顔認証入退室管理を行う。 

定量化の指標 補助事業実施前 
補助事業により検証 

(期待値) 

入退室管理者 1 人 0 人 

入退室時の検温時間 10 秒 
6 秒 

入室チェック 10 秒 

本人確認 × 〇 

非対面対応 × 〇 
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(2）実証パターン 2: 

 

施設（体育館）の空き時間有効活用の観点でスポーツスクールを開催。施設の予約管理と併せて、検温

を行った上での顔認証入退室管理を行う。 

定量化の指標 補助事業実施前 
補助事業により検証 

(期待値) 

入退室管理者 1 人 0 人 

入退室時の検温時間 10 秒 
6 秒 

入室チェック 10 分 

本人確認 × 〇 
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［ISCO ハンズオン支援概要］ 

 

(1)報告事務処理の総合支援 

 月次報告書各種準備、作成支援（労務費積算書、総覧、総覧進捗状況報告書、 

 従事日誌等） 

変更届等突発的な書類の準備、作成支援 

 不備がある場合は課題管理票で管理しクローズまで追認 

 検査：中間検査、確定前検査、確定検査 

 事前にファイリングチェックして不備がある場合は指摘、修正支援 

中間報告会・成果報告会プレゼン資料作成支援 

 成果報告書作成支援 

 

(2)３点（成果物、WBS、課題）の定例管理 

月報とその関連書類の準備・作成支援 

不備がある場合は課題管理票で管理しクローズまで追認  

予算変更等に伴う変更届書準備・作成支援 

課題件数：103 件 ※「課題管理表」参照 

プロジェクトレビュー：毎月、月報の内容からプロジェクト進捗確認、課題確認、必要

書類準備の確認 

プロジェクトヒアリング：線表（WBS）レビュー、実際の開発・運用体制図の作成支援 

  

    (3) ビジネスモデル・技術情報展開支援 

  実証立ち会い（フィットネス） 

  場所：フィットレイン 24（沖縄県中頭郡中城村南上原 1007） 

  日時：2021 年 12 月 27 日（月） 16:00～16:40 
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左：GVC 山内さん 

右：ISCO 花城 

検温・顔認証エッジ端末 
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←現状のカードによる入退館システム 

↑ISCO 花城を新規会員登録 

ISCO 花城による顔認証 

マスクでも解錠されることを確認 
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  実証立ち会い（体育館施設） 

  日時：2022 年 2 月 21 日（月） 9:00～10:30 

  場所：うるま市立中原小学校（沖縄県うるま市宮里７３１） 

  

検温・顔認証エッジ端末 

ISCO 内田を新規登録、イベント情報登録 
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イベント一覧画面 

フィットネスの時と違い、施設側は 

イベントに登録されている人しか認証できな

いようになっている 

ISCO 内田顔認証成功 
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ISCO 内田が入場した時間が表示され 

出席確認も自動でできるようになっている 

スマートフォン写真で認証しようとすると 

エラーが表示される 
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(4)ビジネスモデルの事業化に向けた支援 

→有識者アドバイスの打診・実施 （計 3回） 

販売先のマッチングについて、マーケティング・営業が専門の有識者からのアドバイスの

機会を打診し、計 3回実施した。  

事業終了後、アドバイスを元に本事業で開発したシステムを営業していく予定 

  

有識者：㈱オーシャンホールディングス 

代表取締役 安部 宥志 氏 

 

① 日時：2021 年 11 月 18日（木） 9：00～10：30 

課題：スピード感を持ったビジネスのスールアップについて。 

販売代理店先・販売先のマッチングについて。 

顔認証基盤システムの他業種展開について。 

 

有識者からのアドバイス：インサイドセールスという新しい営業方法についてアド

バイス 

フィットネス、スポーツスクールに関する悩み、課題の棚卸しを提案し、ペルソナ

設定についてもアドバイスを受ける 

 

実施後の動き：新しい営業担当を採用し営業ノウハウのアドバイスを受けるため、

再度有識者アドバイスを実施。 

 

② 日時：2022 年 2 月 10 日（木） 9：00～10：30 

課題： 新規採用した二人の営業経験が浅いため営業のイロハを教えてほしい 

※製品化前の本システムの次年度以降の営業に生かすための参考事例として、別サ

ービスの営業手法についてアドバイスを実施 

 

有識者からのアドバイス： 入社してからどんな営業したのかを聞き出し 

訪問営業、テレアポ（トークスクリプト）のアドバイスを実施 

 

実施後の動き：アドバイス後に営業していって見つけた問題点を元に、再度有識者

アドバイスを実施。 
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③ 日時：2022 年 2 月 25 日（金） 13：00～15：00 

課題： 新規採用した二人の営業経験が浅いため営業のイロハを教えてほしい 

※製品化前の本システムの次年度以降の営業に生かすための参考事例として、別サ

ービスの営業手法についてアドバイスを実施 

 

有識者からのアドバイス：前回のアドバイスを行った後に営業していって見つけた

問題点を元にアドバイスを実施 

コロナ禍で減らした人手の状態でテイクアウトシステムを売っていくにはどうすれ

ばよいか、当然意識などを教授 

 

実施後の動き：2回受けたアドバイスを元に、沖縄県内の事業者にアプローチをかけ

ていく 

 

 

(5)成果報告会の実施 

 2022 年 3 月 10 日(木) 沖縄産業支援センター ３階 中ホール（312）にて実施した。 

 評価委員による質疑および、事業に対する評価を収集し、事業者へフィードバックし

た。 
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⑪ 株式会社国建システム 

補助事業名 
ＩＴ活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業（他産業連携型ビ

ジネスモデル実証部門） 

事業名 生存検知支援システム 

構成企業名 株式会社国建システム 

  

［事業概要］ 

監視対象者の異常を早期発見し迅速な蘇生処置を施すことを目的に、対象者の動作・呼吸をモ

ニタリングし異常事態時に警告を発するシステムの構築と検証を行う。  

  

［事業の目標］ 

1. Wi-Fi センシング技術の外部接続用 API 開発  

コア技術(Wi-Fi センシング+状況判定分析 AI)を外部から利用するためのインターフェース 

API を検討・設計・実装する。  

  

2.連続モニタリングの実現   

24 時間連続モニタリングに必要な諸設定やモニタリング側の機能を検討・設計・実装する。  

  

3.実環境における検証  

疑似環境にて検証後、実環境で検証する。検証内容としては以下を想定。  

・上記 1、2の評価  

・部屋構造による違い  

・天井のみの機器設置による精度低下有無  

・隣の部屋との電波干渉の有無 など  

  

［事業の実績］ 

1. Wi-Fi センシング技術の外部接続用 API 開発  

・API を利用した製品プロトタイプの開発  

・検知タイムラグの検証 
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[API を利用した製品プロトタイプの開発]  

コア技術の概要  

Origin Wireless Japan 株式会社（以下 Origin Wireless、本社：東京都中央区、代表取締役：

丸茂正人）は、世界初となる Wi-Fi センシング技術を開発・提供している。これは、電波の変

化の状況を解析し人の動静をリアルタイムで認知する画期的な特許技術であり、屋内に飛び交

う Wi-Fi 電波状況を、AI（人工知能）で解析することにより、センサーを使わずに空間の状態

を検知する Wi-Fi センシングの技術である Wireless AI（TRM：Time Reversal Machine 方式）

を提供している。  

  

コア技術の活用ノウハウ  

株式会社おきでん CplusC は、独居高齢者の見守りを目的とした「みまもりサービス」を実証・

提供している。これは Origin Wireless 社との共同研究の成果であり、 Wi-Fi センシング技術

を活用した高齢者の家庭内における活動状況および睡眠時の呼吸状況などを検知し、解析した

結果を高齢者の家族などにみまもり情報としてご提供するものである。本プロジェクトでは、 

Wi-Fi センシング技術を活用するための API 開発を株式会社おきでん CplusC に委託し、併せて

その知見とノウハウの提供を受けることで、本プロジェクトの目標達成を堅実なものとした。  

  

開発委託した API の機能概要  

・Wi-Fi 機器(デバイス)のオンライン状態(ステータス)の取得  

Wi-Fi センシングデバイスの親機、子機(動作用)、子機(呼吸用)のそれぞれがクラウドサーバ

との通信が可能である(オンライン)かのステータスを取得する機能。  

  

・検知エリア内の対象者の活動状況、睡眠状況のデータ取得  

問い合わせされた指定期間内の活動・睡眠データを取得する機能。各データはクラウド上の状

況判定 AIによる分析結果であり、過去 7日間まで遡って問い合わせ可能。  

  

・検知エリア内の対象者の活動状況、呼吸データのリアルタイム取得  

活動状況、呼吸データをリアルタイムで取得する。得られるデータは、速度重視の簡易的な AI

分析結果であるため、睡眠状態の判定結果は含まれない。  

  

・上記ステータス、データは 24 時間常時取得可能  

 
図.API 検証用ツール(上段:呼吸、下段:体動のリアルタイム表示) 
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API の性能検証  

検証ツールおよび開発したプロトタイプを用いて、API が求める性能を満たしているか以下の

検証を実施しすべての項目においてクリアした。  

 
表.API 検証項目一覧 



4-230 

 

プロトタイプの概要  

・システム全体の構成 

 

図.システム全体像 

①Wi-Fi センシングによる計測  

➁状況判定 AIにて計測データを分析  

➂体動・呼吸の状態を判定  

④状態表示、異常時警告  

  

・プロトタイプの内部機能 

 
図.機能概要 
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プロトタイプは以下の内部機能で構成されている。  

1)API インターフェース  

問い合わせの条件指定、問い合わせ実行、体動・呼吸データの取得を行う。  

2)データ蓄積  

取得した体動・呼吸データを内部データベースへ格納する。  

3)異常判定  

設定された判定閾値に基づいて、体動・呼吸データの正常/異常を判定する。  

4)画面表示・パトライト制御(連携)  

判定結果に従い、画面表示やパトライトの点滅・ブザーを制御する。 

画面表示は、県警からの助言により、詳細データのグラフ表示よりも一瞥で判断できるような

シンブルな構成とした。  

 

図.製品プロトタイプの表示画面(左:正常時/右:異常時) 

 

 

[検知タイムラグの検証] 

(上記検証項目一覧の 9～12 に該当) 

Wi-Fi センシング機器から得られたデータがクラウド伝送、AI による解析、返送されるまでの

時間がタイムラグとなる。このタイムラグは、異常事態発生から 1分以内での検知という制約

に強く影響する。  

検知エリアへの人の出入りに合わせて、API からのデータをリアルタイムで取得し、タイムラ

グを計測する方法にて検証した。  

当初は約 5 分のタイムラグが生じていたが、API 側の対応にて最終的な検知タイムラグは数秒

内となった。詳細は後述の「展開にあたっての分析・対策」内。 
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・体動・呼吸有無の判定機能の性能向上  

90%以上の判定精度を得るためには、最短 30 秒間のデータが必要と判明。睡眠時や休憩時など

の体動なしの状態に移行したときに、AI が呼吸を検知するまでのタイムラグが 30 秒弱ある。

この間は体動・呼吸ともに検知できないため、短時間のデータで判定すると誤検知の原因とな

る。  

  

  

2.連続モニタリングの実現 

・API の長期間モニタリング性能検証 

・製品プロトタイプへのパトライト連動機能組込 

 

現時点での「みまもりシステム」では 24 時間リアルタイムの連続モニタリング(※)機能は実

装されていない。そのため、「みまもりシステム」の”断続的”なモニタリングによって、常時

1 分以内で呼吸停止の検知・警告を実現するために必要な機能条件を研究する。検知データ取

得時の遅延有無や遅延時間、単位時間当たりのデータ取得回数上限などを明確にし、24 時間連

続モニタリングに必要な諸設定やモニタリング側の機能を検討・設計・実装する。  

  

※ 24 時間リアルタイムの連続モニタリング:  

検証上は、連続 7日間(168 時間)以上の稼働を確認するものとした。   
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[API の長期間モニタリング性能検証]  

長期間の連続モニタリングを目視・立ち合いで検証するには限界があるため、他のセンサーの

計測記録と照合する方法で検証した。  

 

 
図.機器配置図(上．社内、下．スタッフ自宅)  

 

社内ではセコムの入退室記録と長期間照合した。  

平日昼間は検証エリア(執務室)内に常時人がいる状態であり、夜間や休日は無人となる。セコ

ムの入退室記録は電子キーによる施錠解錠の記録であるため、検証エリアの無人になる時間帯

を特定できる。この照合の結果、7 日間以上の期間において、セコムの入退室記録と API によ

る体動の記録が一致した。下図の例では、朝の清掃業務のために清掃人が入退室した記録(6:38 

入室、7:00 退室)がセコムの記録と API の計測記録で一致していることが見て取れる。 
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セコムの入退室記録との照合 

 

スタッフ自宅ではスマートバンドの睡眠記録と長期間照合した。 

スマートバンドは対象者の手首に装着し、脈拍の計測値から睡眠状態を推測・記録する機能

があり、その記録と API の計測記録を照合した。(スマートバンドは 23 時から翌朝 6時まで

が記録可能) 

この照合の結果、23 時から 6時までの睡眠状態が、スマートバンドの記録・API の計測記録

ともに一致した。なお、API の睡眠記録は体動なし時の呼吸検知が必須となる。ここでは、睡

眠状態≒呼吸計測とみなし、呼吸検知の連続モニタリングが性能を満たしていると判断し

た。 

下図の例では、夜間 1時ごろに対象者がトイレに起きた時間が、スマートバンドの活動記録

(青:活動、白:睡眠)、API の計測データともに記録されていることが確認できる。 

 

スマートバンドの睡眠記録との照合  
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[製品プロトタイプへのパトライト連動機能組込]  

システム異常時の警告と連動した、パトライトの赤点滅・ブザー発報を確認できた。  

また、その後の体動検知/呼吸検知時に正常状態(パトライトの青点灯・ブザー停止)に復帰し

ていることも確認できた。 

 

左.パトライトは正常(青)、右図.パトライトは異常表示  

 

 

3.実環境における検証  

<疑似環境>  

・部屋構造の違いによる性能検証  

・機器設置位置の違いによる性能検証  

・電波干渉の有無検証  

<実環境>  

・検知エリア全域での動作・呼吸検知検証  

・検知エリア外の動作(ノイズ)影響度検証 

 

本システムの利用が想定される実環境において様々な状況下(部屋構造や機器の設置状況な

ど)での動作検証を行い、得意・不得意な環境・条件を洗い出す。  

初めは、条件の近い疑似環境にて検証を行い必要なデータを取得する。その後実環境にて検証

を行う。常時 1分以内での検知・警告の実現に支障をきたす可能性がある環境・条件が明確に

なれば、それを解決する方法を検討・設計・実装する。  
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[<疑似環境> 部屋構造の違いによる性能検証]  

オープンな会議室と閉鎖可能な個室には有意性のある性能差異はみられない。6m 離れた箇所

の人の動きも検知した。コンクリート壁の給湯室は、検知強度が比較的強くなること、隣室

の人の動作の影響をほとんど受けないことを確認できた。  

 

 

図.手を振った際の反応  

  

[<疑似環境> 機器設置位置の違いによる性能検証]  

対象者と同じ高さに設置した場合は対象者との相対位置の影響が大きいが、天井近辺に設置し

た場合は対象者との相対位置の影響はほとんどない。  

 
図.対象者と Wi-Fi 機器の相対位置(左.水平方向、右.垂直報告) 
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図.左.水平方向では睡眠状態を検知できず。右.垂直方向では検知。  

 

天井近辺に設置した場合は、相対位置に関係なく検知可能 

 

[<疑似環境> 電波干渉の有無検証]  

電場干渉なく正常にデータ取得できることを確認した。  

  

[<実環境> 検知エリア全域での動作・呼吸検知検証]  

検知エリア全域で検知できることを確認した。  

  

[<実環境> 検知エリア外の動作(ノイズ)影響度検証]  

隣室の人の動きの影響をほぼ受けないことを確認。コンクリート壁と前面の金網の影響と推察

される。 
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図．与那原警察署留置施設内にて 

 

・様々な姿勢・条件にて検証 

様々な姿勢・条件にて検証を行い、期待通りの判定が可能であることを確認 

 

図.左から直立、座位、うつぶせ寝、毛布の中 

 

 

表.判定基準 

※n秒間連続して検知なしの場合に「無」と判定(n は体動・呼吸で個別設定可。実証ではと

もに 30 秒設定)。 
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実証成果総括 

 

本プロジェクトは当初の目的をすべて達成した。特に実地検証においては、Wi-Fi センシング

技術にとって非常に理想的な環境であることも判明した。 

これらの成果を受け、事業化への段階へ移行することが可能だと判断する。 

 
 

［展開にあたっての分析・対策］ 

（課題） 

検知タイムラグの検証において、フル分析 AI による API データは、約 5分のタイムラグがあ

ることが判明。コア技術の開発元に改善要求を行ったが、現時点では分析データとして 5 分

間の測定データが必要との回答。 

 

（解決方法） 

使用するデータを簡易分析 AIによる API データに切り替え。こちらは数秒のタイムラグで収

まった。活動や呼吸の有無を判断する必要があり、閾値判定による判定機能を追加開発した。

なお、簡易分析 AIでは睡眠状態の判定はできない(※)が、本件では不要な機能のため問題な

いと判断した。 

 

※簡易分析 AIでは、体動がなく呼吸は検知できている状態において、目は覚めていて安静に

しているだけなのか、寝ているのかの区別はできない。また、睡眠時のレム/ノンレム状態を

フル分析 AI では判定できるが、本件では冗長な情報と認識している。 
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［ISCO ハンズオン支援概要］ 

 

(1)報告事務処理の総合支援 

  必要書類の準備・作成支援 

   不備がある場合は課題管理票で管理しクローズまで追認 

 WBS および従事日誌、タイムカード、月次報告書における、整合性についての指摘が

多かった。（例：タイムカードと従事日誌の退勤時間が異なる等） 

  検査：中間検査、確定前検査、確定検査 

   IT 創造館および事業者オフィス内において印刷物を目視で確認。 

   印刷物への押印漏れ、エクセル等の設定による見切れなどの指摘が多かった。 

  中間報告会・成果報告会プレゼン資料作成支援 

   資料内の表記の揺れ 

  成果報告書作成支援 

 

(2)３点（成果物、WBS、課題）の定例管理 

 月報とその関連書類の準備・作成支援 

 不備がある場合は課題管理票で管理しクローズまで追認  

 課題件数：69 件 ※「課題管理表」参照 

 プロジェクトレビュー：毎月、月報の内容からプロジェクト進捗確認、課題確認、必要書

類準備の確認 

 プロジェクトヒアリング：線表（WBS）レビュー、実際の開発・運用体制図の作成支援 

 

(3)ビジネスモデル・技術情報展開支援 

 ・実証実験への参画 

日時：2021 年 12 月 22 日(水) 10：00～11：30 

場所：与那原警察署 留置施設内 

参加者：国建システム 崎間氏 赤嶺氏 南風立氏 

県警  東濵（ありはま）氏 宮城氏 

ISCO  成井、内田 

 

 おきでん CPlusC からレンタルされている親機＋子機 2台を留置部屋に設置し、仮想

拘置者を用いた生存検知の実証を実施。 
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図．職員が使用する PC へのシステム導入、パトライトを接続 

 

   

図.睡眠状態（動作なし）検知中の画面   図.呼吸検知せず以上と判断した画面 

 

国建システム実証担当による異常検知後、ISCO スタッフも留置施設部屋に寝た後、息を 30

秒間止めて異常検知したことを確認した。 

 

 

(4)海外事業展開調査支援 

  該当なし 

 

(5)ビジネスモデルの事業化に向けた支援 

  該当なし 

 

 

(6)成果報告会の実施 

  2022 年 3月 10日(木) 沖縄産業支援センター ３階 中ホール（312）にて実施した。 

  評価委員による質疑および、事業に対する評価を収集し、事業者へフィードバックを

行った。 

 

質疑応答要約 

その１ 

【沖縄振興開発金融公庫 宮崎氏】 
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警察、留置施設、保護室以外の施設へ活用することは考えているか。 

 

【国建システム 崎間氏】 

ホテル等の宿泊施設におけるチェックイン、チェックアウトの判定用に使用できるので

はないかと当初考えていた。しかし、施設の建材によっては電波が通り過ぎるため、現

在の仕様では対象エリア外の電波まで拾ってしまい、エリアの限定が困難であることが

分かった。 

逆に留置施設のような前面が金網、他三方がコンクリートという環境が非常に理想的で

あるという事が認識できた。 

 

その２ 

【内閣府 沖縄総合事務局 山口氏】 

事業化へのスケジュールに関して、令和 4年度は具体的なスケジュールが決まっている

のか。 

 

【国建システム 崎間氏】 

沖縄県警で引き続き実証を継続する予定。 

後日県警への報告会も行うため、ＰＲする機会が設けられている。 

その中で助言をいただいたり、周辺機能の作りこみや仕様の策定を進めていきたいと考

えている。 

 

 (7)次年度以降の課題 

メインターゲットである警察への予算獲得に向けた営業（特に Wi-Fi センシング技術の

理解を得る事）が大きな壁となるが、既に沖縄県警との関係が築けており、開発を進め

つつ実証実験を積み重ねることでクリアできると思われる。 
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⑫ 株式会社 HENZA 

補助事業名 ＩＴ活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業（他産業連携型ビ

ジネスモデル実証部門） 

プロジェクト名 LIVE HACK 開発プロジェクト 

構成企業名 コンソーシアム名：LIVE HACK 開発   

代表企業：株式会社 HENZA 

コンソーシアム：株式会社オキスマ 

 

[事業概要] 

「不動産選びの失敗を無くすオンライン映像配信マッチングサイト」として LIVE HACK サー

ビスを開発。不動産選びにおける緊急性や重要性が高いケースで物件概要書には載っていない

「リアルタイムでの現状チェック」「治安情報」「周辺環境チェック」などである。また更にそ

のオンライン映像配信におけるマッチングには「撮影者探し」「撮影内容」「撮影場所共有」「配

信ツール」「費用交渉」「決済」などの課題がある。またそれに加えて現在は「コロナ禍におけ

る移動の制限」といった課題もあると考えている。 

 

 

[事業の目標] 

［1］小規模不動産業者が現在無償で行っている「リモート内覧サービス」を有償化するための

プラットフォームを構築 

●マッチング評価をもとにした不動産担当者を選べる機能の開発  

●予約、決済機能の開発  

●リモート配信環境の構築  

●不動産事業者用の社内情報共有［議事録］システムの開発  

●レビュー・相互評価機能の構築  

［2］実証を行い、結果をもとに開発内容の改善を行う  

●不動産担当者への撮影方法や運営方法育成の実施［ライブハッカー：撮影者］  

●SNS を活用した実証用集客［共感、改善、オファー］を行い、ユーザーインタビュー の実

施  

●不動産担当者へ集まった有料顧客情報の活用について検証  

●価格帯の検証  

●相互評価値に対する改善方法の検討  

［3］次年度以降の開発検討を行う  

●各不動産業者への［ライブハッカー：撮影者］の育成  

●不動産業者各社が連携した仕組みづくりの検討  

●外国住宅用の海外ユーザーのリモート内覧の検討  

●大手不動産住宅情報サイトとの連携の検討 
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[事業の実績] 

小規模不動産業者が現在無償で行っている「リモート内覧サービス」を有償化するためのプラ

ットフォームを構築し、実証を通して開発内容の検証を行った。 

 

〇基本機能仕様検討 

・ペルソナを不動産業者や撮影者、依頼者に分けて設定 

・それぞれのペルソナの不動産物件を検討におけるカスタマージャーニーマップ作成 

 

 

〇基本機能仕様実証 

・カスタマージャーニーマップ上で浮かび上がったそれぞれのペルソナの課題を特定するため

にジャベリンボード作成 

 



4-245 

 

 

 

〇機能課題インタビュー 

・実証項目検討した上でペルソナに類似する１１名にインタビューを実施（以下抜粋） 

 

 

 

［ペルソナにおける不動産選びの課題４点］ 

①絞り込むための条件に悩む［治安情報、周辺環境］ 
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②現地に詳しい人に相談したい 

③複数の物件をオンラインで見て回りたい 

④時間がない中でとりあえず住める場所が欲しい 

 

［実証結果］ 

一番課題として大きいのは①で絞り込むための条件に悩む［治安情報、周辺環境］で、二番目

が③複数の物件をオンラインで見て回りたい、三番目が②現地に詳しい人に相談したい、四番

目が④時間がない中でとりあえず住める場所が欲しい、であった。特に①や③にある様に既存

の情報やサービスでは不動産を検討する課題として大きいことが考えられ、「予約、決済機能

の開発」「リモート配信環境の構築」が必要であると結論付けた。また②現地に詳しい人に相談

したい、という課題については信頼できる人に相談したいという声が多く、「マッチング評価

をもとにした不動産担当者を選べる機能の開発」「レビュー・相互評価機能の構築」を必要性

を確認出来た。 
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〇基本機能仕様実証 

・UX ブループリント作成 
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【不動産業者】 
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【LIVE HACKER】 
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【Admin】 
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〇ツールプロトタイプ開発を行い市場の反応を検証 

 

 
［実証内容］ 

*プレトタイピング［市場の反応を具体的仮説を持って MVP 前に検証する手法］ 

 アイデア 

「行けないを無くす LIVE HACK」どうしてもら行きたい場所が遠方だったり、時間が無い時に、

簡単にその近くにいる人に最低ワンコインからオンラインで繋いで「チェック、中継、相談」

ができるサービス 
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〇MEH［市場の反応に関する仮説］ 

緊急や重要なシーンで「ある特定の場所」に行きたくても行けないケースで、その「ある特定

の場所」の近くにいる人に代わりにオンライン撮影して「チェック、中継、相談」してもらう

サービス。緊急性や重要性が高く目的があるケースで、動画や写真、テキストなどでは情報が

足りない場合に、最低ワンコインからで撮影者の信頼が担保［レビューや相互評価］されれば

多くの人々が頻繁に利用するだろう。 

 

〇XYZ 仮説 「少なくとも X%の Yは Zする」 

緊急性や重要性が高く目的があるケースで、動画や写真、テキストなどでは情報が足りない場

合に、進学や就職、転勤で不動産選びをしている人の少なくとも 20%［X］は撮影者の信頼が担

保［レビューや相互評価］されれば 500-3000 円［Y］を払って利用［Z］するだろう。 

 

〇超ズームイン［身近な市場に置き換える］ 

①高校や予備校の関係者で進学や就職、転勤で不動産選びをしている人［学生］の少なくとも

20%［X］は撮影者の信頼が担保［レビューや相互評価］されれば、500-3000 円［Y］を払って

LIVEHACK を利用［Z］するだろう。 

②企業や個人の売買賃貸向けの不動産事業者でライブ中継マッチングプラットフォームが無

い業者の少なくとも 20%［X］は撮影者の信頼が担保［レビューや相互評価］されれば、10,000-

30,000 円［Y］を払って LIVEHACK を利用［Z］するだろう。 

 

〇補足 

東京へ進学を希望する高校生向けの実証として昭和薬科大学附属高校、那覇国際高校、東進ゼ

ミ予備校に協力を仰ぎ、３年生の全クラスの教室に LIVE HACK トライアル募集のポスターやチ

ラシを設置。３年生の担任の先生方にもプレゼンした上で一声かけて頂く。ただし、先生方か

らは来年の合格が決定し始める１月以降でないと反響少ない可能性が高い［一番需要があるの

は３月との事」ことをアドバイスされている。実際１２月はサイト閲覧数は増えるものの予約

は入らな買った。引き続き１月以降も掲載を続けて予約が入るか実証予定。 

 

・toB 向けとしてオキスマ［沖縄］、ココクラソ［沖縄］、サキコーポレーション［沖縄］、グロ

ーバルアローズ［東京］、野村不動産ソリューションズ［福岡］にて実証スタート。沖縄や東京

の不動産を検討している人々に対して需要があるかどうかの実証と不動産業者の課題を解決

出来るかどうかを実証スタート。不動産業者からのインタビュー内容として「ライブ中継のみ

ではなく、スキルが必要とされる動画編集までやってもらえると助かる」「中小不動産業者をタ

ーゲットにするより、不動産情報サイトなどと組んで不動産業者へ送客する前にモチベーショ

ンを確かめるスクリーニングにフォーカスした方がより価値が高まる」などアドバイスを頂く。  

 

［実証結果］ 

・考察 

①高校や予備校の関係者［昭和薬科大附属高等学校、那覇国際高等学校、東進ゼミ予備校那覇

校］などの個人から利用料金を徴収する個人向けサービスは、仮説としていたトライアル購入
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が０件と２０％の利用に届かなかった。一方、②企業や個人の売買賃貸向けの不動産事業者［オ

キスマ、サキコーポレーション、野村不動産ソリューションズ、グローバルアローズ］から利

用料金を徴収する法人向けサービスは２件のトライアル導入があり興味関心の高さが伺え

た。・上記の結果を踏まえて、不動産業者向けにターゲットを絞ったサービスとして LIVE HACK 

サービスの MVP 開発を実施。従来の「不動産事業者用の社内情報共有［議事録］システムの開

発」に加えて、不動産業者から要望の多かった「動画掲載機能」も開発して実装を決定。 

 

 ・要点 

今回のプレトタイピング実証はしっかりと PMF［プロダクトマーケットフィット］を達成する

ための MVP 開発に向けて行った。当初は不動産物件を検討している人へ向けた「個人向けサー

ビス」として仮説を立てて準備を進めてきたが、今回の結果を踏まえて不動産物件の売買や賃

貸の仲介をする「不動産業者向けサービス」として MVP 開発する事にターゲット変更した。当

初検討していた「個人から料金を徴収するサービスモデル」ではなく、「不動産物件を仲介する

不動産業者や不動産情報サイトからプラットフォーム利用料として料金を徴収するサービス

モデル」でビジネス化を検討していく事にした。  

 

・課題 

今回の実証で行ったインタビューやアンケート結果から従来の機能開発に加えて、不動産業者

から要望の多かった動画掲載機能も実装。不動産物件を検討しているお客様へ撮影編集された

動画を提供。それを確認してもらった上でライブ中継や現地内見を予約してもらう事で本気度

を確認し、契約する可能性が高いお客様を優先して対応できる様にし、サービス価値を高める

ことが課題である。 

 

 

実証結果データやインタビューを踏まえて、ターゲット［toC向け、toB 向け］とマネタイズに

合わせた仕様や機能を二通りの MVP を構築。 
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【不動産業者、不動産情報サイト向け LIVE HACK サービス「特設ページ]】 

 

 

一般向けサービス LIVE HACK サービス[一般予約ページ] 
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目標［2］実証を行い、結果をもとに開発内容の改善を行う 

●不動産担当者への撮影方法や運営方法育成の実施［ライブハッカー：撮影者］ 

●SNS を活用した実証用集客［共感、改善、オファー］を行い、ユーザーインタビューの実施 

●不動産担当者へ集まった有料顧客情報の活用について検証 

●価格帯の検証 

●相互評価値に対する改善方法の検討 

 

〇媒体調整 
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・マーケティング戦略を立ててデジタル広告を出稿して LIVEHACK サイトへ誘導し実証。 SNS

を活用した実証用集客［共感、改善、オファー］を行い、ユーザーインタビューの実施。  

LIVE HACK 開発プロジェクトマーケティング 
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・住まいズム［不動産情報誌］にて2/11にて記事掲載予定。そこからQRコードやURLでLIVEHACK

サイトへの誘導し実証。 
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〇運用テスト 

上記のマーケティング戦略のプロモーションから獲得した実証先であるココクラソ様［不動産

業者］よりお客様をご紹介頂き、予約からライブ中継まで今帰仁村の物件で運用テストを実施。

同時に不動産担当者への撮影方法や運営方法育成の実施したライブハッカー：撮影者にて実際

のお客様で実証。フィードバックを頂きながら進行して好感触を得る。 

［不動産担当者への撮影方法や運営方法育成の実施（ライブハッカー：撮影者）］ 
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［不動産担当者へ集まった有料顧客情報の活用について検証］ 

撮影した動画を編集してココクラソに提供したところ非常に良い感触があり、ライブ中継時の

動画撮影と編集サービスにマネタイズの可能性を感じた 
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［価格帯の検証］ 

［相互評価値に対する改善方法の検討］ 

実証後に検証としてユーザーインタビューを実施。ライブ中継で期待通りの情報を得られたと

いう感想やハード面の改善、またライブを行う方のお客様目線での動画撮影方法、不動産に対
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する必要最低限の知識などの課題を得られる。また撮影依頼者からは価格帯は無料に近い 500

円〜1000 円くらいと回答あり、依頼者個人からマネタイズしていく難しさを感じた 
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〇実験システムの改善 

［マッチング評価を元にした不動産担当者を選べる機能の開発］ 

依頼者［視聴者］がライブ中継予約を依頼する際に、撮影者の自己紹介、レビュー、評価点を

予約前の一覧で確認できる仕様で開発。予約後は要望に合わせて運営側でマッチングするフロ

ー。 
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［予約、決済機能の開発］ 

・ライブ中継の予約は第一希望と第二希望を確認した上で、運営側が撮影者の日程を確認した

上でマッチングし、依頼者へ連絡。予約が入ると自動でスプレットシートに予約表を作成する

仕様。 

 

・プレトタイピングの結果、「個人から料金を徴収するサービスモデル」ではなく、「不動産物

件を仲介する不動産業者や不動産情報サイトからプラットフォーム利用料として料金を徴収

するサービスモデル」でビジネス化を検討。それによって、サイトの実装する形ではなく以下

の様なサブスクリプションプランをメールで検討者へ送って契約する形で開発。 

 

［リモート配信環境の構築］ 

・予約完了後にメールにて LIVE HACK の LINE 公式アカウントへ誘導。LINE 友達登録をしても
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らい、トーク画面上でライブ中継に向けた段取りをメッセージにて行う。 

 

・ LIVE HACK の LINE 公式アカウントからビデオ通話で依頼者［視聴者］と撮影者を繋いでラ

イブ中継。双方向で質疑応答しながら物件周辺から内覧までワンストップで実施。 

 

 

［不動産事業者用の社内情報共有（議事録）システムの開発］ 

導入した不動産業者が社内情報共有でライブ中継実施時の議事録機能として、「要望」と「備

考」を設置。顧客情報や予約情報も一覧できるように予約管理シートと同じページに追加して

不動産事業者が実際の便利に利用できる仕様。 
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［レビュー・相互評価機能の構築］ 

撮影者の評価はライブ中継終了後に依頼者へインタビューを行い、そのデータから撮影者のレ

ビュー、相互評価に反映。依頼者の評価については撮影者がスプレットシートへ記載できる仕

様。 

 

〇ビジネスモデル具体化 

不動産選びにおいてどうしても検討物件をすぐに内見出来ない人に対して、LIVE HACKER*が無

料で不動産物件のライブ中継を行うことでその課題を解決。LIVE HACK プラットフォームは導

入する不動産業者から使用料やマッチング手数料［成果報酬］などを課金することが出来ると

いう事業化目標。 
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［価格設定イメージ］ 

・プロフェッショナルコース ５万/月［税込］ 

月４件の物件撮影&編集・見込客マーケティング・動画投稿プラットホーム利用料・ライブ中継

マッチング利用料 ※別途 LIVEHACKER 派遣料金あり 

・スタンダードコース ３万/月［税込］ 

月２件の物件撮影&編集・見込客マーケティング・動画投稿プラットホーム利用料・ライブ中継

マッチング利用料 ※別途 LIVEHACKER 派遣料金あり  

 

・ビギナーコース １.５万/月［税込］動画投稿プラットホーム利用料・ライブ中継マッチン

グ利用料 ※別途 LIVEHACKER 派遣料金あり 
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［収益イメージ］顧客 1 件当たり LTV［生涯顧客価値］※解約率データ無いため考慮なしビギ

ナー 316,000 円/年、スタンダード 762,000 円、プロフェッショナル 1,280,000 円  

 

2022 年 売上目標 514 千円 月間目標［ビギナー5件、スタンダード 3件、プロフェッショナル

1件］  

 

2023 年 売上目標 2570 千円 月間目標［ビギナー25 件、スタンダード 15 件、プロフェッショ

ナル 5件］  

 

2024 年 売上目標 5140 千円 月間目標［ビギナー50 件、スタンダード 30 件、プロフェッショ

ナル 10 件］ 
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目標［3］次年度以降の開発検討を行う 

●各不動産業者への［ライブハッカー：撮影者］の育成 

●不動産業者各社が連携した仕組みづくりの検討 

●外国住宅用の海外ユーザーのリモート内覧の検討 

●大手不動産住宅情報サイトとの連携の検討  

 

◯PMF に向けての検証と検討［不動産事業者間の連携について］まずは「中古不動産、賃貸、

リフォーム」「新築分譲マンション」［不動産情報誌」「外国人向け不動産」にカテゴリーを分け

て「ライブハッカーの育成」や各社との連携を進めていく。また外人住宅用リモート内覧につ

いては弊社北谷の事務所［嘉手納基地入口近く］を拠点に展開。大手不動産住宅情報サイトに

ついては「大和ハウス工業」と連携予定。 

 

[不動産事業者間の連携について] 

中古不動産、賃貸、リフォーム 

・オキスマ［連携済］ 

・リケンオキナワ［連携済］ 

・ココクラソ沖縄［連携済］  

 

新築分譲マンション 

・大和ハウス工業［検討中］ 

・エン・エンタープライズ［検討中］ 

・ファンスタイル［検討中］ 

 

 不動産情報誌 

・週間かふう［検討中］ 
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・住まいズム［検討中］ 

 

 外国人向け不動産 

・サキ・コーポレーション［連携済］ 

・セントラルハウジング［検討中］ 

 

[事業化に向けての今後の取り組み] 

① 沖縄県内の新築分譲マンションを集めたライブ中継マッチング特設ページを作成 

② LIVE HACK にてライブ中継を行い、依頼者のモチベーションを高めて掲載不動産業者へ送

客 

③ 送客した見込み客から成約した際に不動産業者からマッチング手数料を徴収するモデルを

検討 

 

 

 

 

［展開にあたっての分析・対策］ 

（課題） 

高校や予備校の関係者［昭和薬科大附属高等学校、那覇国際高等学校、東進ゼミ予備校那覇

校］などの個人から利用料金を徴収する個人向けサービスは、仮説としていたトライアル購

入が０件と２０％の利用に届かなかった。一方、企業や個人の売買賃貸向けの不動産事業者

［オキスマ、サキコーポレーション、野村不動産ソリューションズ、グローバルアローズ］

から利用料金を徴収する法人向けサービスは２件のトライアル導入があり興味関心の高さが

伺えた。 

 

（解決方法） 

 

当初検討していた「個人向けサービス」として仮説を立てて準備を進めてきたが、今回の結果

を踏まえて不動産物件の売買や賃貸の仲介をする「不動産業者向けサービス」として MVP 開発

する事にターゲット変更した。当初検討していた「個人から料金を徴収するサービスモデル」

ではなく、「不動産物件を仲介する不動産業者や不動産情報サイトからプラットフォーム利用

料として料金を徴収するサービスモデル」でビジネス化を検討していく事にした。さらに実証

で行ったインタビューやアンケート結果から従来の機能開発に加えて、不動産業者から要望の

多かった動画掲載機能も実装。不動産物件を検討しているお客様へ撮影編集された動画を提供。

それを確認してもらった上でライブ中継や現地内見を予約してもらう事で本気度を確認し、契

約する可能性が高いお客様を優先して対応できる様に、サービス価値を高めていく。 
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［ISCO ハンズオン支援概要］ 

 

(1)報告事務処理の総合支援 

 必要書類の準備・作成支援 

 不備がある場合は課題管理票で管理しクローズまで追認 

 検査：中間検査、確定前検査、確定検査 

 ・各検査前にファイリング確認を行い検査に備え、書類の精度確認。 

 ・IT 創造館および事業者オフィス内において印刷物を目視で確認。 

 ・各検査後の指摘事項を細かく管理し、修正・訂正・提出の支援。 

 中間報告会・成果報告会プレゼン資料作成支援 

 成果報告書作成支援 

今事業においては、他の事業社とは開発の進め方が全く異なっており、MVP 開発についてよ

く理解することから始まった。私たち ISCO にどのような事業支援ができるかを常に意識し

新しい事業開発・展開への学びを受けるものとなった。そんな中、市場ニーズに悩み停滞す

る事業者に対して、思考を整理し前に進むための支援がとても重要であると感じた。次年度

以降新しいビジネスモデルでの事業開発が増えていくと推測される。私たちは常に学ぶ姿勢

を持って事業社に必要と考えられる支援をスピーディに必要な支援をしていくことが大切で

あると考えられる。 

 

 

(2)３点（成果物、WBS、課題）の定例管理 

 月報とその関連書類の準備・作成支援 

 不備がある場合は課題管理票で管理しクローズまで追認  

 課題件数：72 件 ※「課題管理表」参照 

 プロジェクトレビュー：毎月、月報の内容からプロジェクト進捗確認、課題確認、必要書

類準備の確認 

 ・毎月の進捗状況に注視し、課題を見つけ状況を確認し、必要な対策法を提案。 

 プロジェクトヒアリング：線表（WBS）レビュー、実際の開発・運用体制図の作成支援 

 ・開発現場訪問行い、開発者より設計・開発・運用等についてヒアリングを行いシステム

利用等の助言を提案。更なる開発に向けた支援を行った。 

(3)ビジネスモデル、技術情報展開支援 

 ビジネスモデルの改善支援 

・当初 To B 向けの事業展開を進めていたが、仮説検証の中で、市場でのニーズを見出せず 

実証までの進捗に遅延がみられたため、複数回相談支援を行い、To C 向けの事業展開も今 

事業の仮説検証に加え進捗につなげられるよう提案支援を行った。その結果、To C 向けの 

ニーズを見出すことで実証を行い、次年度以降の事業化に向け 2本柱として進めることに 

つながることができた。 

(4)海外事業展開調査支援 

 該当なし 
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(5)ビジネスモデルの事業化に向けた支援 

 有識者アドバイスの打診・実施  

有識者：㈱オーシャンホールディングス 

代表取締役 安部 宥志 氏 

日時：2022 年 2 月 24 日（木） 15：45～17：30 

 

 

課題： 

プロダクトマーケットフィットを視野に、機能とリテラシーを合わせる意味でコアターゲッ

トをどこに置き、どれくらい幅を持たせるべきか。 

 

有識者からのアドバイスを受けて： 

To B 向けを考えていたが、To C 向けのサービスに手ごたえがあったため、次年度は２本柱で

考展開予定。中古物件のほか、新築物件向けで１年契約で持っていく。 新築売買をメインに

展開を検討。 

事業終了後、実証を繰り返しニーズが高いところにフォーカスして、展開していく予定 

  

 

(4)成果報告会の実施 

 2022 年 3 月 10 日(木) 沖縄産業支援センター ３階 中ホール（312）にて実施した。 

 評価委員による質疑および、事業に対する評価を収集し、事業者へフィードバックした。 

〇質疑応答要約 

当初の to B 向けから to C へと変更についても将来的にはマッチングっていうところが多いが

評価を将来的にしていくっていうのがあるため流れとして違和感はない形に落ち着いたと考
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えられる。スタートアップ企業としての開発検証の中で今後もプロダクトマーケットフィット

までの時間、色々実証を続け、１番良い形に持っていつ事が望ましい。 
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⑬ イノベスタ株式会社 

補助事業名 ＩＴ活用ビジネスモデル・テストベッド構築支援事業（他産業連携

型ビジネスモデル実証部門） 

プロジェクト名 「調剤薬局における患者との信頼関係構築・強化事業」 

構成企業名 イノベスタ株式会社 

 

[事業概要] 

調剤薬局と患者の信頼関係を構築、強化の為、双方のコミュニケーションツールとして、アプ

リの試作品を開発、機能検証や店舗での導入検証、そして導入後の効果測定を行う。 

 

[事業の目標] 

調剤薬局と患者の信頼関係の構築強化の為、双方のコミュニケーションツールとして、 

アプリの試作品を開発し機能検証や店舗での導入検証、効果測定を実施。 

【検証内容】 

①付加価値向上、販売促進の実現といった戦略応用の実施・検証 

→投薬調剤以外のヘルスケア情報を積極的に発信することにより、患者に付加価値を感じ

てもらえるか？  

②上記のヘルスケア情報の発信が来店促進につながるか？等を検証。 

③患者と双方向的なコミュニケーションの増加が患者との接点強化及び「ロイヤルカスタ

マー」化への効果的な手段となるか？を検証 

④スマホを活用することで、リアルタイム性を持った双方向コミュニケーションの促進が

図れるか？ 

⑤IT が活用できない業界へのアプローチの実施・検証 

⑥今回検証する調剤薬局に対する支援が IT活用に苦戦する他業界への参考事例となる

か？ 

 

 

[事業の実績] 

１．テストベットの概要 

・概要：調剤薬局と患者とのコミュニケーションを促進するスマートフォン用セミオーダー

型コミュニケーションアプリ「薬局お役立ちアプリ」（以下、「本件アプリ」という）の試作

品を開発し、実際の調剤薬局の店舗に来店する患者に使用してもらい、ニーズ調査及び薬局

と患者とのコミュニケーション促進や患者の来店促進、満足度向上につながるかを検証し

た。 

 

・実施場所：調剤薬局「名護中央薬局」 大中店、城店の 2か所にて実施。 

名護中央薬局は、沖縄県内によくある小規模の調剤薬局であり、大中店は北部地域に 2か所

しかない泌尿器科の門前薬局であり、名護市内だけではなく離島を含む様々な北部地域から

患者が来店する地域に密着した特色のある調剤薬局である。 
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本件アプリは、もともと小売店・美容室・カフェなどの集客や販売促進のためのいわゆる

「ストアマネージメント」と呼ばれるアプリを調剤薬局の業務に適合するようカスタマイズ

して、調剤薬局の患者向けのコミュニケーションアプリの構築ができる汎用的なプラットフ

ォームとして構築した。既存のアプリをカスタマイズして構築することで、ゼロから開発を

行うフルスクラッチ開発と比較して、開発工数を大幅に圧縮し本事業の期間内に iOS 版、

Android 版の試作品を構築・公開することができた。 

本アプリは、患者とのコミュニケーションに必要な標準的な機能を搭載している他、外部の

Web サービス、外部アプリとの連携も容易に行えるため、薬局ごとの個別ニーズに応じて機能

追加等が可能であるセミオーダー型アプリとなっている。 

 

【本アプリの基本機能について】 

 

①会員登録・管理機能： 

本件アプリの利用者に会員登録を行ってもらい、 

本件アプリの一部機能（アンケート・プッシュ通知・来店管理等）を会員情報に紐づけて

利用できる。（個人情報保護の観点から個人情報については黒塗り） 
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【搭載機能】 

・会員登録（追加） 

・情報変更 

・会員検索→特定の条件に当てはまる会員を検索し表示。 

 

【登録項目】 

A. 氏名 

B. ニックネーム（表示名） 

C. 会員番号 

D. 生年月日 

E. 性別 

F. 電話番号 

G. 住所 

H. ヘルスケア情報（身長・体重・BMI） 

I. 会員登録項目追加設定 

→上記 A～H以外の項目について、必要に応じて下記５つの機能を追加できる。 

追加できる項目の種類 

a. テキスト単位行（文字・数字・メールアドレス・パスワード・半角英数）、 

b. テキスト複数行（３０文字×１０行） 

 c. プルダウン（選択肢５つまで追加可能） 

 d. ラジオボタン（選択肢５つまで追加可能） 

 e. チェックボックス（選択肢５つまで追加可能） 
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② デジタル会員証機能： 

会員情報について、デジタル会員証として以下の項目を表 

A. ロゴ（アプリを提供する調剤薬局） 

B. 会員番号 

C. その他の会員登録情報（備考）の表示を選択可能。 

 

アンケート協力依頼等 

③ プッシュ通知機能 

登録会員に対してプッシュ通知ができる。アプリでポップアップ通知される。 

薬局からのお知らせ（営業時間や感染症状況等の注意喚起、イベント等のお知らせ） 
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F.  店舗の写真（２点まで掲載可） 

・位置情報（GPS）と紐づけて現在地から各店舗への案内表示ができる。 

 

④ 店舗案内機能（店舗情報表示、マップ機能） 

・店舗情報の表示 

A. 店名 

B. 住所 

C. 電話番号 

D. 営業時間 

E. 定休日 
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⑥ アンケート作成、集計機能 

 

⑦ 外部サイトリンク連携機能 

・処方箋送信機能：既に名護中央薬局が導入していた「処方箋送信アプリ」（e-Park 処方箋

送信）と連携、ボタン一つでアプリが立ち上がる。 



4-285 

 

 

 

・デジタルお薬手帳： 

既に名護中央薬局が導入していた「処方箋送信アプリ」（e-

Park 処方箋送信）と連携、ボタン一つでアプリが立ち上が

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・デジタルお薬手帳： 

既に名護中央薬局が導入していた「デジタルお薬手帳」（e-Park お薬手帳）と連携、ボタン

一つでアプリが立ち上がる。 
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厚生労働省により調剤薬局は ICT 導入を求められており、多くの調

剤薬局が「処方箋送信」「デジタルおくすり手帳」のアプリを導入

しており、今回検証を行った名護中央薬局でも既に処方箋送信とデ

ジタルおくすり手帳を備えた「e-Park」というアプリを利用してい

た。 

今回、本アプリから上記の既存アプリを起動させるようにしたこと

で、既存アプリと本アプリの併用を可能にした。 

 

・お役立ち情報 

 

⑧ トーク（チャット）機能以下の場面で使用 

・薬剤師による服薬後フォロー 

→患者の服薬状況を確認する。 

・患者から薬剤師への質問・相談等 

→来店しないでもお薬に関することを相談できる。 
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⑨ 電話機能（発信機能） 

電話番号に登録していなくても、店舗にボタン一つで電話がかかる 

 

・実店舗でのアンケート調査・アプリ導入検証 

 

・数値目標の検証項目 

アプリ利用による満足度の実現についての検証指標： 

①アンケートベースでの顧客満足度定性評価。満足度が 110％以上に向上していること。 
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②アプリ利用による従業員満足度の実現。アンケートベースでの従業員満足度定性評価。 

満足度が 110％以上に向上していること。 

③アプリ利用により服薬後フォローなどの労務コストが短縮の評価。 

一人当たりの労務時間が 90％以上に削減していること。 

 

 

【アンケートシート】 

アンケートについては、新型コロナウイルス感染症を考慮し、回答者に直接記入させる形で

はなく、当社の担当者がアンケートシートに基づいて、来店患者に質問を行い、回答を代理

で記入することにより実施した。 
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【検証項目】 

 

・数値目標の検証項目 

アプリ利用による満足度の実現についての検証指標： 

①アンケートベースでの顧客満足度定性評価。満足度が 110％以上に向上していること。 

 

アンケートベースで顧客満足度調査及び定性評価を行った。 

「アプリの機能について利便性を感じるか否か？」 
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アンケート回答者 157 名のうち、4割弱にあたる 58 名がアプリに利便性を感じると回答し

た。 

また、アプリの総ダウンロード数は 58名（2022 年 3月 10 日現在）であり、検証期間中のダ

ウンロード数は 40名となっている。 

今回の検証では、アプリ利用前後での満足度について回答を得ることはできなかったが、上

記アンケートの結果から、「アプリの機能について 4割近くの患者が利便性を感じており、そ

れに近い数のダウンロードが見込めた」ことから、アプリ利用により一定数顧客満足度を向

上させることができるということがわかった。 

今後はアプリ利用者とのコミュニケーションとアプリベースでのアンケート実施及び、実店

舗でのアンケート実施を継続し、詳細なデータを取得し、薬局と連携した上で顧客満足度の

向上を図りたい。 

 

②アプリ利用による従業員満足度の実現。アンケートベースでの従業員満足度定性評価。 

満足度が 110％以上に向上していること。 

 

当初はアンケートベースで従業員満足度を図る予定であったが、薬局側と話し合ってヒアリ

ングベースで直接従業員に聞き取りを行った。 

 

従業員満足度についての満足度 

従業員１３名中、今回の検証に携わった方４名にヒアリングを実施。 

 

４名の方全てが「アプリ利用により患者とのコミュニケーション促進が期待できる」という

ことで 

「満足している」と答えた。 

一方で、実際に業務を遂行しながら「スムーズにアプリを運用できるか？」という点につい

て、３名の方が不安を感じると回答した。 
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上記のことから、アプリ利用により従業員の満足度は向上したと言えるものの、今後スムー

ズに運営していけるようにフォローすることが重要である。 

今回の事業でアプリ管理画面のマニュアルを整備したが、今後定期的にレクチャー・指導を

行っていく予定。また、薬局側と相談しながらコンテンツ投稿等の一部の業務については、

こちらで代行することも検討している。 

 

③アプリ利用により服薬後フォローなどの労務コストが短縮の評価。 

一人当たりの労務時間が 90％以上に削減していること。 

 

今回の実証にあたって、アプリ導入前のデータが存在しておらず、「アプリ利用により服薬後

フォローなどの労務コストが短縮できたか？」という点については、比較調査ができなかっ

たが、これまでは服薬後フォローについては実店舗に来店時に対面で行うか、電話で実施し

ているという状況だったので、混んでいる時間帯に実施することが難しい状況であった。し

かし、空いている時間帯にアプリを利用して服薬後フォローを行うことによって効率的に実

施が可能となり、労務コストの短縮が見込める。 

 

 

・定性的な目標検証結果 

 

①付加価値向上、販売促進の実現といった戦略応用の実施・検証結果 

 

ヘルスケア情報（健康レシピ等）について、来店患者へのアンケートで回答者の 12％に当た

る方が価値を感じると答えた。 

一方でアプリだけではなく、待ち時間が長いので店頭での情報発信をもっとわかりやすくし

てほしいとの要望があったため、今回実証用に一時的に設置したタブレット端末を店舗に本

格的に導入して頂き、コンテンツ配信（静止画・動画）を実施することを実証先の名護中央

薬局に提案し、次年度以降で導入することが決定した。 

 

②上記のヘルスケア情報の発信が来店促進につながるか？等の実施・検証。 

 

今回実証したヘルスケア情報については、一般的な内容（汎用的なもの）を配信して来店に

つなげるという仮説を立てていたが、その情報を見て来店につながったという結果は得られ

なかった。しかし、今回の検証を踏まえ、実証を実施した名護中央薬局大中店は泌尿器科の

門前薬局であり、来店患者の多くが泌尿器に関する診察・治療を行っているという薬局の特

性に特化したヘルスケア情報を配信し、来店促進につなげるという改善策が考えられる。 

  例：「夜間頻尿に悩む方に向けたヘルスケア情報」 

 

③患者と双方向的なコミュニケーションの増加が患者との接点強化及び「ロイヤルカスタマ

ー」化への効果的な手段となるか？ 
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実証期間において、実際にアプリを利用してお薬の相談を受けた事例は 1件であったが、ア

プリでのお薬の相談については、来店患者へのアンケートで回答者の 17％に当たる方が 

「使ってみたい、便利だと思う」と回答していたので、お薬の相談をしたいタイミングがあ

れば実際に利用することが考えられる。 

なお、コミュニケーション促進については、薬局が患者ともっとコミュニケーションを取る

ことによって、患者の利便性を高め、患者との信頼関係の強化につなげたいという薬局の思

いに賛同する方が数名いたので、患者との双方向なコミュニケーションの増加が患者との接

点強化及び「ロイヤルカスタマー」化への効果的な手段となりえると考える。 

 

 

 

④ スマホを活用することで、リアルタイム性を持った双方向コミュニケーションの促進が図

れるか？ 

 

前述のとおり、来店せずに薬についての相談がチャットでできる点について、来店患者への

アンケートで回答者の 17％に当たる方が「使ってみたい、便利だと思う」と回答しており、

具体的に「自分の相談したいタイミングで相談ができる」という点を便利だと感じるという

意見が伺え、スマホ活用によりリアルタイム性を持った双方向コミュニケーションの促進が

図れると考える。ただし、今回の実証においては、アンケート調査や聞き取りの結果、患

者・薬局ともに ITツールへのリテラシーがそこまで高くないこともあり、スマホアプリを導

入するだけでは、リアルタイム性をもった双方向コミュニケーションの促進が難しいことが

わかった。そこで、患者に対してはスマートフォン自体の使い方等、薬局に対してはアプリ

の管理画面についてのレクチャーをより丁寧に行うなどの配慮が必要であると考える。 

 

⑤IT が活用できない業界へのアプローチの実施・検証 

→アプリの導入手順や使用方法をチラシ等のアナログ手段を活用することで、IT が活用できな

い層への効果的なアプローチとなるか？ 

 

実際にアプリ導入の手順や使用方法をチラシで説明し、タブレット端末を操作しながらアプリ

の説明を行うことで、ITにあまり詳しくないご高齢の方に興味をもってもらえた。 

ただし、アプリを実際にご自身で操作するのは「自身がない」ということでダウンロードして

もらえないケースも多かったので、より丁寧サポートが必要であると考える。 

例：ダウンロード手順を説明した動画を作成し、店舗設置予定のタブレットで繰り返し配信す

る 

 

 

 

⑤ 今回検証する調剤薬局に対する支援が IT 活用に苦戦する他業界への参考事例となるか？ 
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今回の検証期間においては検証ができなかったものの、介護施設からいらっしゃっている高

齢者や付き添いの方に対してニーズ調査とアンケートを行った結果、アナログ手段や店舗で

の説明を実施し、アプリを利用したコミュニケーション促進について、前向きな意見を伺う

ことができた。実際に付き添い家族の方から「アプリを利用したい」との意見を頂いたの

で、介護施設への提案は有効だと考える。 
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［展開にあたっての分析・対策］ 
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2021 年 9月のスマートフォンアプリケーションのシステム開発の要件定義フェーズにて、薬正

堂（交付決定時コンソーシアム先）側とのヒアリング調整及び実証実験店舗確定についてうま

く協力が得られず、進行が遅れていた。 

2021 年 10 月の中旬に入ってから、薬正堂が本事業のアプリケーションシステムと一部機能が

重複するシステムを使用して他社との実証事業を実施していたことが、薬正堂と他社とのプレ

スリリースにより判明し、コンソーシアムでの本事業の実施に疑義が生じた。 

 

本件により本事業の進捗が滞っていること及び本事業終了後の事業推進について薬正堂・イノ

ベスタ両者の認識に隔たりがあり事業終了後の事業展開も難しいとの結論に至り、コンソーシ

アム内での協議の結果、薬正堂がコンソーシアムから抜け、本事業をイノベスタ単体で実施す

る形となり、名護市に調剤薬局を 2店舗運営する合同会社康に実証先としてご協力頂く形に変

更となった。（変更については 2021 年 12 月 17 日付で申請） 

上記変更に関連して、アプリケーションの機能の一部及びデザイン、チラシデザインについ

て名護中央薬局向けに作り替える形になりましたが、委託先である企業・事業者の理解・協

力により、追加費用なしで対応して頂くことができた。 
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［ISCO ハンズオン支援概要］ 

 

(1)報告事務処理の総合支援 

 必要書類の準備・作成支援 

 不備がある場合は課題管理票で管理しクローズまで追認 

 ・事務対応に遅延が発生したが、細かく管理を行い、必要とされる状況（委託関連・変更

届関連等）で事業社に訪問し作成支援を確認しやすい対面で行った。 

 検査：中間検査、確定前検査、確定検査 

 ・各検査前に作成書類のファイリングの精度確認を細かく行った。 

 ・各検査後の指摘事項の対応を管理し追認 

 中間報告会・成果報告会プレゼン資料作成支援 

 成果報告書作成支援 

 

(2)３点（成果物、WBS、課題）の定例管理 

 月報とその関連書類の準備・作成支援 

 不備がある場合は課題管理票で管理しクローズまで追認  

 課題件数：101 件 ※「課題管理表」参照 

 プロジェクトレビュー：毎月、月報の内容からプロジェクト進捗確認、課題確認、必要書

類準備の確認 

 プロジェクトヒアリング：線表（WBS）レビュー、実際の開発・運用体制図の作成支援 

 人員追加（2名）による変更関連支援（9月） 

 コンソーシアム解消（薬正堂）による変更関連支援（12月） 

 

(3)ビジネスモデル、技術情報展開支援 

（ア）交付申請時のコンソーシアムメンバーの解消（薬正堂）が発生。複数回の聞き取りを

行い今後の方向性をともに検討。協力必要手続きのサポート及び実証に向けた課題抽出・可

決案等洗い出し提案。書類作成指導を実施。 

（イ）薬正堂（すこやか薬局）での実証が不可能となったあとの薬局の選定、協力依頼につ

いてなど、こまめに面談を行い協力先選定についてのサポートも実施。 

（ウ）実証後のブラッシュアップの相談対応を行った。次年度以降の予定の洗い出しの方

法、方向性を見出すための相談及び提案を行った。 

（エ）突然のコンソーシアム先との解消の出来事に動揺して実証など先に進むことのできな

い状況と会った。それまで開発等順調に進んでいただけにすべてがリセットとなってしまう

かのように思えたが、複数回の相談支援の中で事業社の事業化に向けた熱意に触れ、ISCO と

して今補助事業期間及び次年度以降の事業化に向け、事業社の思いを実現させるための提案

や実証に向けた課題抽出など ISCO で行える範囲で多くの話し合いを行った。突然の協力薬局

の変更に伴い、概ね終わっていたシステムの変更にも対応できると最後まで諦めずに進めた

事業社を開発における提案や関連事務処理において支援を行った。 
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(4)海外事業展開調査支援 

 該当なし 

 

(5)ビジネスモデルの事業化に向けた支援 

 有識者アドバイスの打診・実施  

 プロジェクト遂行にあたり顕在化した課題に対し、有識者からのアドバイスの機会を打診

し、実施した 

日時：2021 年 11 月 19 日（金） 14：30~16：00 

有識者：㈱オーシャンホールディングス 

代表取締役 安部 宥志 氏 

セールス＆マーケティングコンサルタント、JMLA 上級マーケティング解析士 

 

課題： 

・キャッシュポイントをどのようにしたらよいか。デジタルのノウハウが少ない他業種と EC

のノウハウ活用目指す。例えば歯医者さんなど。調剤薬局は広告宣伝が限られていて報酬も

決められている類似構造が多いので同業他社への展開を考えている 

有識者からのアドバイス： 

調剤薬局共通の課題１（待ち時間）．２（売上）．に対する対策がアプリだと、訴求しづら

い。特に２（売上）を増やすためには母数を増やす以外にない。アップセルは難しくてもク

ロスセルは可能であるため、シップが切れたあとはいい入浴剤いかがですか？という行動変

化で客単価は上げられるなどできることがある。空いている時間帯を可視化することで、そ

こに合わせて隣のクリニック・病院に行く時間を調整すれば待ち時間の解消につながるか

も。企業ペルソナと営業担当者ペルソナを策定し、どのペルソナをターゲットにすれば効率

が良いのか（売り上げにつながるのか）を測定期間を区切って、実行しながら判定する。 

アドバイスから： 

EC モール事業では、県内の企業に EC スキルの差が激しい。出店に慣れている会社さんは問題

ないが、今までお土産屋やホテルに卸していてこれから直販という会社さんもいてクロージ

ングに非常に手が掛かる。どちらをメインターゲットにすべきかじっくり検討していこうと

思う。 

 

(6)成果報告会の実施 

 2022 年 3 月 10 日(木) 沖縄産業支援センター ３階 中ホール（312）にて実施した。 

 評価委員による質疑および、事業に対する評価を収集し、事業者へフィードバックした。 

 

〇質疑応答要約 

コンソーシアム部分見直しは思い切って改善ということで評価をしたい。御社に合う事業モ

デルのため結果論としてこういう風な形になったことは良かった。TODOQ の EC のターゲット

層のメインが、確か高齢者のところでスマホとか慣れてない人を取っていきたいと以前聞い

たことがあったので、そこと同じ方向性だと確認できてよかった。実証の結果とか実証相手
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のところと同じ方向性の観点だと感じた。イノベスタさんの事業も上手く一緒に発展でき

る。 

事業展開について今年を入れると 5年という計画で展開していけばいいと期待している。 
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4 事業実施報告 

（５） 平成 30 年度、平成 31 年度、令和 2 年度事業に係るフォローアップの実施 

 平成 30 年度より ISCO は本事業を委託事業として担当してきた。これまでは棚卸し調査の意

味あいが強かったが、本年度は過年度対応チームを立ち上げ、過年度事業者 47 社にアンケー

ト、個別ヒアリングを含め、細かなフォローアップを実施した。 

 

図表１：過年度採択事業者数 

事業年度 アジア IT ビジネス 

創出促進事業 

IT 活用ビジ

ネスモデル・

テストベッド

構築支援事

業 

IoT 利活用促

進 NTWK 基

盤構築・実証

事業 

金融関連ビ

ジネスモデ

ル創出促進

事業 

合計 

アジア IT ビ

ジネスモデ

ル 

他産業連携

クラウド環境

促進 

平成 30 年 2 3 3 5  13 

平成 31 年 1 2 6 6 1 16 

令和 2 年 1 3 8 4 2 18 

小計 4 8 17 15 3 47 

調査期間：2021 年９月１日～９月７日、調査方法：ＷＥＢアンケート 

 

①  平成 30 年度～令和 2 年度事業者追跡調査・分析 

2021 年 7 月～8 月にかけて、平成 30～31 年度の事業者に第 17 号様式を提出いただき、補

助事業のその後進捗状況や、課題等を共有いただいた。提出された情報を元に、事業化レベ

ルを６段階に区分し、数値化することで、全体的な状況が把握することができた。同 2 年間

の採択事業者 29 社の内、あきらかに新型コロナウイルス感染業の影響で事業化が進んでいな

いと思われる事業者以外の 8 社に対して、個別のヒアリングを実施した。令和 2 年度補助事

業に対しては、事業終了から 6 カ月しか経過していないため、Ｗｅｂアンケートに回答して

いただき、進捗状況と事業化レベルを提供いただいた。 

 

図表２：事業化段階の定義（６段階評価） 

事業化なし 第０段階 事業化なし 

事業化

あり 

 第１段階 製品の販売活動に関する宣伝等を行っている 

第２段階 注文（契約）が取れている 

事業化レ

ベル 

第３段階 製品が１つ以上販売されている 

第４段階 継続的に販売実績はあるが利益は上がっていない 

第５段階 継続的に販売実績があり利益が上がっている 

※出展元：事業化段階は経済産業省中小企業庁「ものづくり補助金」の段階①～⑤を 

基に定義し、更に事業化なしの段階０を追加した。 
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調査の結果、平成 30～平成 31 年度事業者 29 社のうち事業化を達成できた企業は約半分の 15

社(51％)であり、一方で事業化への活動がまったく行われていない企業が 11 社(38%)であっ

た。令和 2 年度は事業終了から 6 カ月しか経過しておらず、現時点での判断は時期尚早であ

り、事業化以前のレベル（段階０～２）が 14 社（82％）で大半を占めることが判明した。 

 

図表３：過年度事業者事業化レベル表 

    事業化レベル  

 第０段階 第１段階 第２段階 第３段階 第４段階 第５段階 合計 

H30/H31 11 1 2 3 3 9 29 

38% 3% 7% 10% 10% 31% 100% 

R2 5 8 1 1 3 0 17 

29.4% 47.0% 5.9% 5.9% 11.7% 0% 100% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表４：事業別事業化レベル表 

【事業ごと】 アジア

IT 

他産

業 

テスト

ベッド 

IoT 金融 小計 

事業化なし 1 4 5 5 1 16 

第１段階 ： 製品の販売活動に関する宣伝等を行っている 0 1 4 2 1 8 

第２段階 ： 注文（契約）が取れている 1 0 1 1 1 4 

第３段階 ： 製品が１つ以上販売されている 1 0 0 2 0 3 

第４段階 ： 継続的に販売実績はあるが利益は上がっていない 0 0 3 3 0 6 

第５段階 ： 継続的に販売実績があり利益が上がっている 1 2 4 2 0 9 

小計 4 7 17 15 3 46 

※Web アンケートに回答した事業者数。okicom のみ回答なしのため 46 社が回答 

以下は、平成 30～平成 31 年度事業者へのヒアリングを含め調査した結果、事業化に至って

いない理由の中で特徴的な事項をリストアップした結果である。（※平成 30/平成 31 事業者へ

の個別ヒアリング議事録は添付資料を参照） 
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アンケートでは ISCO に期待する支援内容も調査した。 

 

 調査結果を踏まえ、以下 5 条件を基に過年度事業者への継続的支援の対象として位置づけし、9 月

に事業化支援について参加募集を実施した。 

A) 現時点で事業対象となったシステム開発が完成している（改善、追加機能、付加価値サ

ービス等は別とする） 

B) 不可抗力な原因で実証実験、事業化が中断されているが、状況が変更次第再開を希望し
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ている 

C) 対象となる市場に十分なニーズがあり、投資に対する利益が期待される 

D) 製品の保守と営業販売体制が整っている、またはその予定がある 

E) 事業を継続するにあたり、必要な資金調達が可能である 

 

② 令和 2 年度事業者の追加調査・分析 

１）平成 30～平成 31 年度事業者については市場の状況、追加開発に必要な資金調達の問

題、実証結果ではターゲット市場への事業化が困難等、様々な理由で継続的支援への参加希望

者はなかった。このため、継続支援対象を補助事業終了から数か月しか経過していない令和 2

年度に集中する方向に転換した。 

最初のアンケートは 9 月に令和 2 事業者 18 社に対し Web アンケートで実施したが、その後

12 月までの事業者活動を 12 社に個別ヒアリングを行い、情報収集に努めた。ヒアリングから

の情報や、メディア等に発表されている市場データを反映した結果が以下であった。 

 

図表５：令和 2 事業者の Web アンケート結果（9 月）、個別ヒアリング事業レベル調査結果（12 月） 

    事業化  

 第０段階 第１段階 第２段階 第３段階 第 4 段階 第５段階 合計 

9 月 ５ ８ 1 １ ３ 0 17* 

29.4% 47.0% 5.9% 5.9% 11.7% 0% 100% 

12 月 5 ６ １ ２ 4 0 18 

27.8% 33.3% 5.5% 11.1% 22.2% 0% 100% 

*一事業者が未回答なため、合計 17 社となった。 

 

図表６：令和 2 事業者別事業化段階 (個別調査実施事業者は【青】でハイライト) 
 

事業 コンソ名 事業名 事業化段階 
 

9 月 12 月 

1 アジア IT オーシーシー×海藻資源

研究所 

コンテナ型海藻自動養殖システ

ムの構築 

② ② 

2 他産業 Payke 外国人マーケティングをアップ

デートする「Payke 買い物リスト」 

① ① 

3 他産業 hais×琉球物産貿易連合 クラウド型海外宅配手続書類作

成支援事業 

① ③ 

4 他産業 okicom×Rinnovation 循環型かりゆしウェア事業モデ

ル創出プロジェクト 

③ ④ 

5 テストベッド カレンティア×大同火災 事故防止＆家族見守りアプリに

よる交通事故削減事業 

④ ① 

6 テストベッド フラッシュエッヂ×フォルシ

ア 

ダイナミックプライシング技術に

よるレンタカー需給適正化事業 

① ① 
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7 テストベッド 沖縄イベント情報ネットワー

ク×IJU×WUBpedia 

コロナ後の配信イベントを支援

する情報発信サービス「ぴらつ

か」 

④ ④ 

8 テストベッド 沖縄エジソン×日立ソリュ

ーションズ西日本 

安心安全なオンライン診療時の

顔認証本人確認システムの開発 

⓪ ⓪ 

9 テストベッド 沖縄富士通システムエンジ

ニアリング 

（吸収合併）→富士通株式

会社 OKS ユニット→富士

通 Japan 株式会社 

「健康長寿おきなわ」の実現 デ

ータ活用リハビリシステム実証実

験 

⓪ ⓪ 

10 テストベッド 沖縄日立ネットワークシス

テムズ×ソフトビル 

生産農家と消費者を繋ぐ 新デ

ジタルマーケット（FarmPost） 

① ① 

11 テストベッド 沖縄セルラー×H2L×プラ

ズマ 

遠隔用ヒューマン・インターフェ

ースと遠隔就業システムの開発 

⓪ ⓪ 

12 テストベッド 沖縄電力×

OriginWirelessJapan×イン

スパイヤ×ジャパンインテ

グレーション 

スマート Wi-Fi センシングによる

AI みまもり・AI 留守番 

① ③ 

13 金融 沖縄銀行 デジタルギフト券「e 街ギフト」に

よる消費促進実証事業 

④ ④ 

14 金融 スプリングナレッジラボ 人とつながるコミュニティポイント

アプリケーションの開発と実証 

① ① 

15 IoT アイ・ムーヴ×沖縄ツーリス

ト×デンソーテン 

通信型ドライブレコーダーを活

用した沖縄レンタカー動向分析 

① ① 

16 IoT OTS サ研×うむさんラボ IoT 技術を活用した混雑状況リ

アルタイム可視化 DX 推進事業 

⓪ ⓪ 

17 IoT ゆがふ HD×前田産業×

ゆがふファシリティ 

監視カメラ画像による商業施設

の人流計測と活用 

⓪ ⓪ 

18 IoT ソルティスター 工場生産ラインにおけるチョコ停

検知システム 

① ④ 

※個別ヒアリングの議事録は（添付資料６）参照 

 

アンケートでは、事業化もしくは拡販のために ISCO に要望する支援内容をヒアリングした。 
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２－２．「対象分野における専門家を交えた意見交換を行い

たい」にチェックを付けた方は、希望する項目を教えてくださ

い。（複数回答可） 

集計 

プロジェクトマネジメント 1 

プロモーション 1 

マーケティング 4 

海外展開 1 

資金調達・資金繰り 1 

事業収益化 1 

人材採用・育成 1 

特許・知財 1 

(空白) 1 

総計 12 

 

２）調査分析→ハンズオン支援の強化 

過年度事業者の追跡調査の結果、新型コロナウイルス感染病における不可抗力的な問題以外、

以下の 3 点に集約された。 

 ビジネスモデル構築の問題 

 技術的な問題 

 市場参入、展開等、事業化にむけての課題 

これに伴い、3 分野での補助事業者へのハンズオン支援の強化が必要と考察した。 

 市場ニーズの把握・事業計画策定支援 

 先端技術の取入れ、技術高度化支援 

 プロモーション、販促支援 
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③ 継続的支援内容 

個別ヒアリング・市場調査などの結果、事業を継続的に進める意欲のある事業者、市場性

が高いと思われる事業を含む以下の８事業者に再度アプローチし、継続的ハンズオン支援の

可能性を調査した。 

 

図表６：継続的支援対象者と支援内容 

コンソ名 事業名 事業化 調査結果 

カレンティア

×大同火災 

事故防止＆家族見守り

アプリによる交通事故

削減事業 

① 継続的に事業化への活動は行っているようである

が、現在のビジネスモデルでは収益化が困難に思わ

れる。同事業が最終目的としているデータ流通事業

展開を踏まえての活動を進めるべきでないかと考察

し、それに向けてデータ流通専門家であるエブリセ

ンス・ジャパンのコンサルティングを受けることを

提案する。コンサルティング料金は ISCO 謝金規定に

従い有料で行う。 

 

また、県交通政策課とディカッションの場を設定す

る。 

沖縄富士通シ

ステムエンジ

ニアリング 

→富士通

Japan 株式会

社 

「健康長寿おきなわ」

の実現 データ活用リ

ハビリシステム実証実

験 

⓪ 現時点では、市場化するには製品の完成度が低く、同

社でも認識しているようにデータの自動読込機能等

現場での実用性や、また、ＡＩ機能を搭載し市場での

競合性を高める取組みが必要と思われる。進捗状況を

確認しつつ、ハンズオン支援を提案する。現時点での

ISCO からの支援は無し。 

沖縄エジソン

×日立ソリュ

ーションズ西

日本 

安心安全なオンライン

診療時の顔認証本人確

認システムの開発 

⓪ 上記（富士通Ｊａｐａｎ）と同様、製品化、実用性

を高めることを優先とする。 

 

また、次の段階では、オンライン診療時の本人確認

だけではなく、実際に遠隔の診療が可能なソリュー

ションと総合することで、実用性を高める総合的な

ソリューションを提案してはどうか。 

沖縄日立ネッ

トワークシス

テムズ×ソフ

トビル 

生産農家と消費者を繋

ぐ 新デジタルマーケ

ット（FarmPost） 

① 熊本県で 8か所展開しているが、県内では実証場所

のみに留まっている。ＦａｒｍＰｏｓｔをトライア

ルベースで使ってもらえる県内直売所の紹介を調整

中。再度、JA沖縄へアプローチするとともに、

denen 沖縄、宮ファーマーズマーケットに依頼予

定。 
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アイ・ムーヴ

×沖縄ツーリ

スト×デンソ

ーテン 

通信型ドライブレコー

ダーを活用した沖縄レ

ンタカー動向分析 

① 自治体や県の交通政策担当課へアプローチしてみて

は。 

データを増やすためのテストフィールド（他のレン

タカー会社やタクシー協会）の紹介を検討する。  

ゆがふ HD×前

田産業×ゆが

ふファシリテ

ィ 

監視カメラ画像による

商業施設の人流計測と

活用 

⓪ コロナ禍で事業は保留されている状態である。ま

た、市場には競合製品も既に出ており、機能強化や

適切な導入価格の設定などの再検討が必要である。 

 

市場回復の際の課題は、同事業の最終目的であるコ

ンサルティング事業に向けて取得するデータ、また

その活用方法、施設毎のテンプレートの構築等、収

益可能な事業計画が必要と思われる。エブリセン

ス・ジャパンにコンサルティングを受けると事を提

案する。 

ソルティスタ

ー 

工場生産ラインにおけ

るチョコ停検知システ

ム 

④ 事業化の④レベルに達成しているが、県内での実績

が実証先であった池田精工のみに留まっている。県

内での知名度を上げるため、次年度においてＲｅｓ

ｏｒＴｅｃｈサイトでの記事掲載や、Ｅｘｐｏ等で

のＰＲ活動に支援する。 

また、県内においてＰＬＣ制御/シーケンサの保

守・更新等を担当できる協業パートナーを探すた

め、沖縄県工業技術センターに紹介し、次年度の

「企業連携共同研究事業」を紹介し。開発費用の調

達と協業パートナーを紹介してもらえるか打診予

定。（1/26 日に面談設定済） 

県内での展開のコミットを現すため、特許権は沖

縄支社から出願することを ISCO から依頼済。また、

次年度は専任の営業職を県内で雇用予定している。 

 

④ 過年度事業者ハンズオン支援 

１） 過年度事業者アンケートで ISCO に要望される支援で、マーケティング、製品・サービス

のロンチの方法等の分野で専門家との面談を希望する回答が多かったため、事業新規立ち

上げ、販売・営業等の専門家を招聘し、事業者とのコンサルティングの機会を設定し、事

業化に向けてのハンズオン支援を行った。 

 

実施日程：2021 年 11 月 18 日～19 日 

場所：  沖縄コンベンションセンターA, B 棟 

※ResorTech Expo 2021 in Okinawa 会場 

   相談タイム：各事業者 90 分 
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  コンサルタント・プロフィール： 

 

安部宥志（あべひろし） 

株式会社オーシャンホールディングス 代表取締役 

セールス＆マーケティングコンサルタント 

上級マーケティング解析士 

 

経歴： 

1977 年埼玉県生まれ。2000 年に中央大学法学部卒業。大手

SI 企業に入社、法人向け新規開拓の営業部門に配属。13 ヶ

月連続、7 年連続トップセールス表彰の記録を作るなど、在

籍中は常にトップセースルとして活躍、2009 年に独立し、3

社の経営に関わる。 

 

 

麻生要一（あそうよういち） 

 

株式会社アルファドライブ代表取締役社

長兼 CEO 

株式会社ゲノムクリニック代表取締役共

同経営責任者（経営・ファイナンス管掌） 

株式会社 UB Ventures ベンチャー・パ

ートナー株式会社ニューズピックス執行役

員 

経歴： 

筑波大学付属駒場中高、東京大学経済学部卒業。株式会社リクルート（現リクルートホールディン

グス）に入社後、ファウンダー兼社長として IT 事業子会社（株式会社ニジボックス）を立ち上げ、

ヘッドクオーターにおけるインキュベーション部門を統括。社内事業開発プログラム「Recruit  

Ventures」及び、スタートアップ企業支援プログラム「TECH LAB PAAK」を立ち上げ、新規事業統

括エグゼクティブとして約 1500 の社内プロジェクト及び約 300 社のベンチャー企業・スタートアッ

プ企業のインキュベーションを支援した経験を経て、自らフルリスクを取る起業家へと転身。2018 年

2 月株式会社アルファドライブを創業 2019 年 11 月ユーザベースグループ入り（発行済全株式を売

却）2018 年 4 月株式会社ゲノムクリニックを共同創業 2018 年 6 月「UB VENTURES」ベンチャ

ー・パートナーへ就任 2018 年 9 月株式会社ニューズピックスにて非常勤執行役員に就任。 
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相談者： 

11 月 18 日から 19 日と二日間にわたり過年度、今年度を含む 13 事業者が個別コンサルテー

ションを受けた。セッションは ResorTech Expo 2021 in Okinawa と中間報告会と並行して開

催した。相談者には事前に課題シートを記入・提出いただき、当日は効率よく且つ内容の濃

いセッションになるよう工夫した。 

※課題シートは（添付資料７）を参照 

 

過年度事業からの参加者： 

1. 株式会社 okicom 

2. 株式会社 hais 

3. 株式会社カレンティアｘ大同火災海上保険株式会社 
4. 富士通 Japan 株式会社 

 

今年度事業からの参加者： 

1. 株式会社ゴールドバリュークリエーション 
2. ITS システムサービス株式会社 

3. HelloWorld 株式会社 

4. 株式会社 HENZA 

5. ビットノット株式会社 

6. 株式会社エスアイエス 

7. 株式会社ユニバーサルブレーン 

8. イノベスタ株式会社 

9. 株式会社レイメイコンピュータ 

※相談セッションの議事録は（添付資料８）参照 

18 日スケジュール 

  安部氏コンサル＠A3 麻生氏コンサル＠B5 

9:00 株式会社ゴールドバリュークリエーション 株式会社 okicom 

10:30 休憩・昼食（150 分） 株式会社 hais 

12:00 昼食（30 分） 

12:30 HelloWorld 株式会社 

13:00 株式会社カレンティア 

14:00 休憩（別件ビデオ会議） 

14:30 富士通 Japan 株式会社 

15:15 株式会社 HENZA 

16:00 休憩（15 分） 

16:15 ITS システムサービス株式会社 

16:45 終了 

17:45 終了 
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19 日スケジュール 

時間 安部氏コンサル＠A3 

9:00 ビットノット株式会社 

10:30 株式会社エスアイエス 

12:00 昼休憩（60 分） 

13:00 株式会社ユニバーサルブレーンシステム 

14:30 イノベスタ株式会社 

16:00 休憩（15 分） 

16:15 株式会社レイメイコンピュータ 

17:45 終了 

 

 

13 相談者の内 77％が「大変満足

した」、「満足した」と回答いただい

た。また、13 事業者中 6 事業者が

次回の面談を希望した。 

 

 

 

 

 

相談事業者からは、好意的な意見、コメントを多くいただいたが、中には厳しいご意見もあり、今

後の改善ポイントとして参考とした。 

Q8.  その他、ご意見、ご感想をお聞かせください。 

麻生さんとのミーティングは、脱線もありましたがとても有意義なものとなりました。ありがと

うございました。諸事情により、次回の面談は希望しないとしたが、「カイタク」自体に対しては、

今後もサポートいただけると幸いです。 

非常に良いお話ができた印象です。あえて言うならば，10:30～12:00 がコンサルで，13:00 に中

間報告会がある日程は結構タイトでした。30 分くらい間があくとやや余裕ができた気がします。

とはいえ，総じて良いものでありました。 

コンサルティングでは、弊社の状況や特性を理解したうえで、具体的なアドバイスをいただけた

ので、非常に為になる学びを得ることができました。 

さっそく社内でも実践するために取り組んでいます。 

安部様のように豊富な実践経験がある方を招いていただけるのは有意義なことであり、今後も機

会があればご相談させていただきたいと考えております。 

官（学校、警察、消防、救急、行政）へのアプローチ支援をお願いしたくご相談させてください。 
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相談の場で Teams を使ったプレゼン資料の説明は、文字が小さくて見にくかった。 

せめてモニターに映すなど、大きな画面を用意して欲しい。 

安部さんにお願いしたあの日のプレゼン資料を送ってください。 

サポートいただきありがとうございます。 

大変勉強なりました！ 

今後ともご協力よろしくお願いします。 

コンサル遅刻しそうになってごめんなさい。 

新里さんコールありがたや。 

貴重な機会ありがとうございました。 

今回である程度煮詰まった感じになりましたので次回面談見送りましたが大変有意義でした。 

大きな目標設定に対して事例や自社の発見があり更にやる気が沸いてきました。大きな課題もた

くさんありますが皆さまのご助力を承りながら頑張ります！ 

ありがとうございました。 

個別面談で頂いたフィードバックで新たな視点が持てました。ありがとうございました。 

非常に的を得たコメント、アドバイスを頂き、事業モデルをどの様に展開していくかを検討する

上で参考になりました。 

この様な機会を頂き、有難うございました。 

個別相談では貴重なアドバイスをいただけました。機会をいただきありがとうございました。次

回面談に関しては、現プロジェクトではコンサルを入れることが難しく、泣く泣くの回答です。

申し訳ありません。いただいたアドバイスを参考にさせていただき、事業拡大を目指します。 

今回 B2C サービスでの相談（回答）を希望していたが、B2B 領域コンサルだったため的を得た

相談ができなかった。 

メンタリングの質が低いと感じた、相談者に対するリスペクトがない［スリッパで参加、上から

目線］ 

 

安部氏には、2022 年 1 月から 2 月にかけて、Web 会議、対面を含む追加６件のコンサルテーショ

ン・セッションを実施してもらった。主に営業、販促の分野を集中的にアドバイスいただき、製

品・サービスのロンチや拡販に向けてのハンズオン支援を提供した。 

【参加事業者リスト】 

 事業者名 追加相談１ 追加相談２ 

1 ITS システムサービス㈱ 1/21 2/24 

2 ㈱ゴールドバリュークリエーション 2/10 2/25 

3 ビットノット㈱ 2/25  

4 ㈱HENZA 2/24  

※議事録は（添付資料９）参照 

 

２） 過年度事業ハンズオン支援 ― 令和 2 事業者フォローアップ 

4－1（5）「平成 30 年度、平成 31 年度、令和 2 年度事業に係るフォローアップの実施、③過年

度事業者ハンズオン支援」で記載した 7 社の内、以下の事業者へのハンズオン支援を実施し

た。 
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コンソ名 事業名 事業化レ

ベル 

支援内容 

カレンティア×

大同火災 

事故防止＆家族見守りアプリに

よる交通事故削減事業 

2 データ流通ビジネス分野の専門家であるエブリセ

ンス・ジャパン社と面談を設置し、同事業者の最

終目的であるデータの売買を基にするビジネス参

入へのアドバイスをいただいた。90 分にわたる相

談で、補助事業者の収益モデルの方向性の正当

性を確認できた。 

沖縄日立ネット

ワークシステム

ズ×ソフトビル 

生産農家と消費者を繋ぐ 新デ

ジタルマーケット（FarmPost） 

２ 熊本県で 8 か所展開しているが、県内では実証

場所のみに留まっているため、県内でのＦａｒｍＰｏ

ｓｔの実証実験の再開を目的とし、のうれんプラ

ザ、denen 沖縄にアプロ―チしたが、テストフィー

ルドとして不適切と判断。 

 県内展開の担当である沖縄日立ネットワーク担

当者が入院中のため、現在、継続的支援を保留

した。 

ソルティスター 工場生産ラインにおけるチョコ停

検知システム 

４ 事業化レベル④に達成しているが、県内での実

績が実証先であった池田精工のみに留まってい

るため、県内での事業展開を促進支援した。同事

業を展開するにあたりＰＬＣ制御/シーケンサの保

守・更新等対応可能な協業パートナーが重要に

なる。そのため、1/26 日沖縄県工業技術センター

との面談を設置し、PLC を扱っている県内企業を

紹介してもらい協業パートナー候補とのマッチン

グを行った。また、次年度の「企業連携共同研究

事業」の説明を受け、開発費用の調達源として情

報提供した。その他の開発費調達源として「もの

づくり補助金」事業を委託している沖縄ＴＬＯへの

紹介をオファー中である。 

ゆがふ HD×前

田産業×ゆが

ふファシリティ 

監視カメラ画像による商業施設

の人流計測と活用 

０ コロナ禍が収束し、市場回復の際の同事業者の

課題は、同事業の最終目的であるコンサルティン

グ事業に向けて、取得するデータ、またその活用

方法、施設毎のテンプレートの構築等、収益モデ

ルの構築が重要と思われる。データ流通ビジネス

専門家のエブリセンス・ジャパン社からの有識者

アドバイスを推奨したが、辞退という回答をいただ

いた。更に、同事業で活用したシステムの汎用性

を判断するための SI 事業者との意見交換の場を

提案したが、こちらも辞退という結果となった。 
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（６） 事業周知、候補事業者掘り起し活動に関すること 

① 実証実験アイランド「ResorTech Okinawa」事例セミナー 

 
 

【目的】 

 2021 年 11 月 18 日（木）に沖縄コンベンションセンターにて開催された「ResorTech EXPO 2021 

in Okinawa」内にて、本年度を含むこれまで 4 年間で ISCO が支援してきた「沖縄アジア IT ビジネス

創出促進事業」や「アジア IT ビジネス活性化推進事業」を活用して開発したサービスや製品の発表を

行い、事業の周知を行う場として、『実証実験アイランド「ResorTech Okinawa」事例セミナー』を開

催した。 

 

【開催概要】 

１ 開催日時：2021 年 11 月 18 日(木) 13:00～18:00 

２ 発表会場：沖縄コンベンションセンター会議棟 A1、eventos 上でのライブ配信・アーカイブ配信 

３ 持ち時間：発表 15 分（転換 5 分） 

４ 登 壇 者：発表を希望する採択事業者 14 社から各 1～2 名 

５ 発表内容：補助事業を活用して開発したサービス・製品の事例発表 

テーマ①「観光×IT」 

沖縄の観光をアップデートする！IT 利活用によってアップデートされた“ウェルカムん

ちゅ”の精神に触れられます。「安心・安全・便利」を見える化することで、沖縄観光に

貢献します。 
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テーマ②「他産業×IT」 

IT は生活の中のちょっとした不便を解消してくれます。効率化が進み時間に余裕が出

来ると新しい事にチャレンジできるはず！X-Tech によりアップデートされた既存の業

務やサービスを紹介します。 

６ 発表形式：プレゼンテーション  

７ 対 象 者：一般 

８ 参加費用：無料 

 

【集客方法】 

１ 周 知 先：一般、ISCO 会員・関連企業及び団体 

２ 周知方法：チラシ、ウェブページ掲載、メルマガ、SNS による発信、FB 広告 

３ 集客見込数：200 名（累計、入れ替えあり） 

４ 申込受付：eventos チケット申し込み 

 

【タイムテーブル】 

  時間 代表企業（採択年度） 

  12:30 開場 

  12:55-13:00 開会（5分） 

テーマ① 観光×IT 

1 13:00-13:20 株式会社 okicom（令和 2） 

2 13:20-13:40 株式会社 JTB 沖縄（平成 31） 

3 13:40-14:00 パシフィックハイウェイ沖縄合同会社（R3） 

4 14:00-14:20 株式会社 hais（令和 2） 

  14:20-14:25 休憩（5分） 

テーマ② 他産業×IT 

5 14:25-14:45 株式会社ユニバーサルブレーンシステム（R3） 

6 14:45-15:05 ITS システムサービス株式会社（R3） 

7 15:05-15:25 OTS MICE MANAGEMENT 株式会社（平成 30） 

  15:25-15:30 休憩（5分） 

8 15:30-15:50 HelloWorld 株式会社（R3） 

9 15:50-16:10 株式会社カレンティア（令和 2） 

10 16:10-16:30 株式会社ゴールドバリュークリエーション（R3） 

11 16:30-16:50 マギー株式会社（平成 30） 

12 16:50-17:10 沖縄電力株式会社（令和 2） 

13 17:10-17:30 富士通 Japan 株式会社（令和 2） 

14 17:30-17:50 イノベスタ株式会社（R3） 

    閉会 
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【参加状況】 

１ 事前申込数：３９２名 

２ 来場者数：２４１名 

３ ライブ配信視聴数：１３５PV 

４ アーカイブ視聴数：１１７PV（11/19～12/12） 

５ アンケート回収：５７件（会場配布・Google フォーム） 

６ 成果（次年度事業について連絡希望）：３件 
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【アンケート結果】 

 回収数：57 件（会場配布、Google フォーム） 

 

 
 

 
 

Q1.本日のイベントは何で知りましたか？（複数選択可） 

Facebook 広告 1 

ISCO Facebook 2 

ISCO ホームページ 12 

ISCO メルマガ 2 

ResorTech ホームページ 13 

その他のメルマガ 1 

登壇者の紹介 5 

イベントチラシ 8 

その他 10 

(空白) 10 

総計 64 
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Q2.本日お聞きになった発表全てにチェックをつけてください。（複数選択可） 

 
 

Q3.本日のイベントの感想を教えてください。 

とても良かった 15 

良かった 29 

どちらでもない 3 

(空白) 10 

総計 57 

 

 

 

 

Q3-1.「あまり良くなかった」もしくは「良くなかった」と回答した理由を教えて下さい。 

（※回答として上記 2 点は上がっていないが、コメントとして記載はあった） 

 IT 関連の動向について知るきっかけになった 

 ウェブサイトが分かりにくくてスケジュール確認に手間取った 

 県内企業を中心に実例を多くうかがえて大変勉強となった。 

 県内発 IT 企業のレベル感が参考になった 

 短かい 

 

Q4.その他コメント（※文頭の数字は、発表企業に対するコメントであり発表順の番号である） 

 バガスの取組み参考となった。 

 スタンプラリーは非常にわかりやすかったです。 
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 11.データアナリストの育成、県内経済底上げなど 

 11.データにまつわる現状が分かった 

 12.見守りに関する現状が分かった 

 11.沖縄の社会課題の解決も図れてすごい 

 12.インターネット接続いらない手軽さがよい 

 10.学校にも導入してほしい 

 11.夢を未来を感じた 

 12.安心して生活を過ごす上で良いと感じた 

 12.画像は取得しないとあったが音声も取得しないか？ 

 14.わかりやすかった 

 是非、成果を期待したいです。 

 02.大分県での STEM 教育の事例 

 アバター活用による利点（接客する人の容姿など） 

 03.ブースでデモを見に行こうと思います。実際体験したいと思いました。 

 VTR での商品紹介も交えていてテンポよかった。「システムに仕事を合わせる」というのは印象

深かった。 

 11.ビッグデータを活用した沖縄の発展の可能性を感じた。 

 03.ホテルのルーム案内にも使えると思いました。 

 04.ホテルのサービスとして利用できそうです。 

 弊社も現状をデジタル化していただけになっていたので、もう一歩改革が必要だと思った。 

 04.「カイタク」のビジネスモデルが新しい 

 05,機械の運用の無人化に驚いた。 

 07,講習会を行っているか、使用可能な部分もあると感じた。 

 沖縄にいながら国際交流が図れるシステムは非常に面白い。 

 11.ビッグデータによる沖縄の発展の可能性に期待したい。 

 12.安価な料金で実用化されることを期待する。 

 着目点がいい!! 

 データ利活用の具体例待ってます！ 

 IT を使った様々な課題解決事例を知る事が出来ました 

 沖縄県の社会的課題である交通事故の減少のためにアプリ開発を行い、成果を上げており、とて

も良い取り組みだと思います。今後の課題に向けた取り組みについても尽力頂きたいと思いま

す。 

 今後の展開次第では沖縄県全体の経済効果は出そうですね 

 社会課題解決に向けた意欲的なチャレンジに敬意を表します。 

 様々な視点から DX 化を行なっていて、刺激をもらえた 

 

※添付資料１０：実施報告書 
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② 沖縄県 IT 事業者技術高度化支援プログラム【人工知能（AI）編】 

 

 

【目的】 

アジア IT ビジネス活性化推進事業（以下、本事業という）では過去に AI エンジンを独自に開発し、

新製品やサービス創出の実証事業に採択された事業者がおり、開発を完成できていない、もしくは開発

内容を改善する必要があるなど、技術的課題を抱え事業化まで進められていないのがほとんどであった。 

 本事業では過年度採択事業者の技術高度化を支援するため、また、AI エンジン開発の改善や完成、さ

らには事業化に繋げるための技術的ハンズオン支援の一環として、上級レベル開発エンジニアを対象と

した様々なオープンソース AIエンジンを紹介する「AIエンジンワークショップ」を開催した。 

過年度採択者の技術高度化に向けてのハンズオン支援と同時に次年度事業の発掘活動が目的である

ため、過年度事業者を今回のワークショップに優先的に募集し、申込者が定員に満たない場合は、採択

事業者以外の県内 IT 企業からも申込みを募った。 

 本ワークショップはオンライン講座や Eラーニングではなく、対面学習で講師と受講者がインタラク

ティブに交流が可能な座学形式で運営し、さらには受講者数を限定することで、受講者の習得レベルの

向上を図った。 
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【開催概要】 

１ 開催日時：2021 年 12 月 6日(木) 10:00～17:00 

２ 会 場：沖縄県産業支援センター1階展示場 〒901-0152 沖縄県那覇市小禄(字)1831-1 

３ 講 師：株式会社 Aidemy (https://aidemy.net) 登坂 直矢（とさか なおや）氏 

株式会社アイデミー事業本部法人事業部ソリューション推進グループリーダー。東京大

学で生物・疫学統計を学ぶ。株式会社リクルートマネジメントソリューションズにて研

修事業に従事。営業、事業企画、カスタマーサクセスを担当。同時に日本ディープラー

ニング協会 G検定及び E資格を取得し、G検定の試験問題の作成、E資格の模擬試験問

題の作成を担当。2020 年 6 月よりコンテンツ編集長を担当し、2021 年 10 月より現職。 

４ 参 加 者：沖縄県内 IT事業者（開発担当エンジニア）定員 20 名 

５ 受講条件：①Python プログラミング言語での開発経験３年以上 

②持参 PCで jupyter notebook を立ち上げることができる 

③Anaconda を事前にインストールできる 

④Python のライブラリ（ Numbpy, Pnadas, Matplotib）に関する基本的な文法を知っ

ている 

⑤TensorFlow/Keras, scikit-learn 等の OSS 名称を聞いたことがある 

６ 参加費用：①過年度事業者＋ISCO 会員（想定 6～10 名） ￥5,000／名 

②上記以外の県内 IT 事業者（想定 7～9名）  ￥10,000／名（予定） 

７ 受講形態：ワークショップ（会場受講）、10:00～17:00（6 時間コース） 

演習等を交えた、AI 実装のための実践力向上を目的とした講座内容 

 

【集客方法】 

１ 期 間 ①：過年度採択事業者と ISCO 会員からを優先的に募集する。期間：11/9～11/17 

２ 期 間 ②：定員に満たない場合は、一般 IT企業から募集。期間：11/18～11/25 

３ 周 知 先：ISCO HP/FB, Industlink、IT ブリッジ沖縄サイト、その他 ISCO 所有リスト 

４ 申込受付：Google フォーム ※申込数が多い場合は各社からの参加数を 2名に限定する。 
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【タイムテーブル】 

 

 

【参加状況】 

  事業者選択 主な事業 

1 令和 3年度採択事業者 ソフトウェア開発 

2 令和 3年度採択事業者 ソフトウェア開発 

3 ISCO 会員 ソフトウェア開発 

4 令和 3年度採択事業者 教育・国際交流・ソフトウェア開発 

5 令和 3年度採択事業者 教育・国際交流・ソフトウェア開発 

6 ISCO 会員・過年度事業者 総合 IT 事業 

7 その他 自動車製造系列 ITサービス事業 

8 その他 IT インテグレーション、デジタルマーケティング等 

■次年度事業について連絡希望：２件（No.1、3） 

10:00 - 11:30 講義

・アイスブレイク

・プログラムゴール、タイムテーブルの説明

・午後のハンズオンに向け他OSS基礎(TensorFlow/Keras)

11:30 - 12:30 昼休憩

12:30‐14:00 ハンズオン

・手書き数字データを見てみる

・簡単なニューラルネットワークモデルを構築する

・多層パーセプトロンを使ったモデルを改良する

14:00 - 14:15 休憩

14:15 - 15:30 ハンズオン

・多層パーセプトロンを使ったモデルを改良する（続き）

・畳込みニューラルネットワークを使ったモデルをさらに改良する

15:30 - 15:45 休憩

15:30 - 17:00 講義

・AIエンジン開発のためのデータ収集のポイント

・scikit-learn等のOSSを学べる書籍やWEBサイトの紹介

・質疑応答

プログラム内容

10:00- 17:00

（1時間昼休憩有）
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【アンケート結果】 

■回答数：8 件（Google フォーム） 
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ワークショップを受けて、気づいたこと、発見したこと、新しく得た情報があれば教えてくださ

い。また、このワークショップのどのような点を改善した方がよいと思いますか。（自由記載） 

1 
AI とはいえ、地道な作業が重要だということが再認識できた。新しい情報としてはあまり得る

ものがなかった。 

2 
かなり良かったと思います。これをきっかけに県内企業の方と交流が持てたのもよかったで

す。 

3 

ディープラーニングの基礎をざっくり学ぶことができた。 

今後、自身で調べながらできる自信がついた。 

ただ、AIに取り組むためには適切なデータセットが大量に必要であることを知り、取り入れる

にはハードルが高いなと感じた。 

改善点ではないですが、今回は時間があまったので別モデルにてモデルの適用までできました

が、せっかくならそういった実践まで講義内容にはいっているといいと感じました。 

4 
講師の方が分かりやすく説明してくれたので満足した。続きで中級、上級コースがあっても良

いのかと思いました。 

5 参加者同士の交流の場 
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6 
実際に AI開発を行われる際の現場の開発時の流れや実例、パラメータ調整時の手順、目安など

の説明を増やしていただけたらさらにうれしいです。 

7 

他の参加者がどのような課題をもって参加しているのかわからない。 

似たような課題を抱えている可能性もあり、情報交換が可能かもしれないので、参加者全体の

課題が可能な範囲で共有できる場があると、もっと有益な時間にできると感じました。 

8 内容を絞ってライブラリの説明をもう少し詳しくしていただければ助かる。 

 

今後、どのようなワークショップを希望しますか。（自由記載） 

1 
AI 製品として Windows やスマホのアプリとして開発環境立ち上げから世にリリースするまでの

一連の作業手順の参考となるもの 

2 IT ベンダー向けローコード開発講座（kintone など） 

3 
さらに実践的な AIワークショップをいていただけましたら是非参加させていただきたいと思っ

ております。 

4 セミナー内容の事前準備やタイムスケジュールが整理されているワークショップ 

5 
異業種での IT(AI、Deep Learning)への取り組み 

※実践での適用箇所の掘り起こし 

6 
自然言語に対しての AI実装方法を学べるワークショップ 

先進 IT 技術のハンズオンセミナー（ブロックチェーン、メタバース、AR、VR など） 

7 小規模サービスが成長するためのデータ活用の戦略と設計があると助かります。 

 

※添付資料１１：実施報告書 
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③ ポストコロナで IT 業界はどう変動するか、沖縄 IT 産業への布石 

 ～DX に求められる IT 人材とは。沖縄らしい IT 産業の成長を目指して～ 

 

 

【目的】 

１ コロナ禍が及ぼした産業全般への影響とはどのようなものか 

２ アフターコロナの産業全般の変動に対して IT産業はどのように対応すべきか 

３ DX に求められる IT人材とは何か。沖縄県内の IT産業の多くが IT ゼネコンと呼ばれる大手からの

ソフトウェア開発案件の下請け・孫請けの多重下請け構造となっているが、この現状を脱却する

にはなにをすべきか 

４ これまでの県内ＩＴ産業が歩んできた歴史（データセンターやコールセンター市場の集積）、立地

条件（アジア・太平洋地域へのハブ機能）、資産（ソフトウェア開発技術等）を活かし、沖縄らし

くＩＴ産業を発展するにはどうすべきであるか 

 

【開催概要】 

１ 開催日時：2022 年 2月 10 日（木）13:30～15:15 

２ 会 場：オンライン（Zoom ウェビナー）、スタジオ MECAL45 5 階 研修室大 

３ 登 壇 者：富士通株式会社 シニアエバンジェリスト 松本 国一氏 

1991 年富士通株式会社へ入社、情報・通信・モバイルの合計 15部門 38 部署でソフト/

ハードの設計から製品・事業企画 / 販売推進 / 営業支援まで様々な業務に従事。現

在、多彩な業務経験を活かしシニアエバンジェリストとして活躍中。雑誌や新聞 / Web 
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/ ラジオなど多くのメディアで働き方改革の紹介や池上彰氏、八塩圭子氏、小宮山宏氏

など著名人との対談、ほか学会誌の執筆や日本銀行ラウンドテーブル、朝日教育会議、

複数の高校・大学で講義など幅広く活躍中。 

４ 対 象 者：これまでの下請け開発事業だけではなく、上流工程の開発を含む、新事業に進出する

ことで企業成長を目指す県内ＩＴ企業 

５ 参加費用：無料 

６ 開催形式：オンラインセミナー 

 

【集客方法】 

１ 周 知 先：一般、ISCO 会員・関連企業及び団体 

２ 周知方法：チラシ、ウェブページ掲載、メルマガ、SNS による発信、FB 広告 

３ 集客見込数：100PV 

４ 申込受付：Zoom 登録フォーム、FB 申込フォーム 

 

【タイムテーブル】 

1．開会の挨拶（1分） 

2．基調講演（40 分）前半 

3．アジア IT ビジネス活性化推進事業紹介（休憩含め 10 分） 

4．基調講演（40 分）後半 

5．質疑応答（10 分） 

5．閉会の挨拶（１分） 

 

【参加状況】 

１ 事前申込数：195(zoom)＋63(FB)＝258 

２ 視聴数：174PV 

３ アンケート回収：96（視聴数に対して 55％） 

４ 成果（次年度事業について連絡希望）：16 件 
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【アンケート結果】 

■回答数：96 件（Zoom アンケートフォーム） 

 

Q1. 本日のセミナーに参加された理由を聞かせてください。（複数回答可） 

DX に興味がある 77 

沖縄の IT業界の傾向に興味がある 65 

講師の松本氏に興味がある 29 

沖縄県の事業に興味がある 42 

その他 2 

総計 215 

 

 

 

Q2. 本日のセミナーはいかがでしたか。 

「とても満足している」(52.1％) 

「満足している」(39.6%) 

合計（91.7％）が満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q3．今後のセミナーを実施する際の参考にいたしますので、「やや不満である」、「不満である」と回答さ

れた方は理由を教えてください。 

1. ＤＸ関連の今後目指す方向性などは大変参考になる内容であったが、もう少し県内企業のＩＴ関連

の動向や課題など実態をベースとしたお話を聞きたかったです 

2. やや入門編的でした。 

3. 海外の事例の説明が長い 

4. 私自身が勉強不足の為、講演内容はハードルが高かったですが、とても参考となった。質疑応答の

内容では、今後社内でどのように DX を進めて行けばよいのかや DX 推進で求めるものは費用対効果

ではなく「お客様の価値観を上げる」という話を伺えて良かったです。まだまだ私の頭の中でのデ

ジタル化＝IT化だったのでDXの事について学べてとても良かったです。ありがとうございました。 

 

  

52.1%

39.6%

6.3%
2.1%

本日のセミナーはいかがでしたか？

N=96
とても満足してい

る
満足している

どちらともいえな

い
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Q4. 回答者様について教えてください。（職業） 

 

 

Q5. ＩＴ関連と回答された方の主な業務内容を教えてください。（複数回答可） 

 

 

Q6. 所属する組織の規模を教えてください。（パート・アルバイト等含む） 

 

※添付資料１２：運営マニュアル、進行台本、実施報告書、ブログ  

42. 44%

23. 24%2. 2%
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自営業
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④ データドリブン社会を支える IT 企業とは 

～エキスパートによるデータ流通ビジネスのマネタイズ事例～ 

 

 

【目的】 

１ 次期構想には「リゾテックおきなわ」の推進による産業ＤＸその一環として、官民データのオー

プン化、データ利活用のための仕組みづくりが挙げられ、県は本格的にデータ利活用の基盤構築

に取り組んでいくと宣言している。 

２ ＩＴ産業にとってデータを活用したデータドリブンな社会を創出するデータ流通ビジネスの拡大

が期待される。 

３ 同市場参入を検討しているＩＴ企業が事業戦略で取り組まなければいけない重要なポイントとは

なんであるか。 

４ データ活用を経営の意思決定、もしくは行政の施策策定の基盤となるデータドリブン社会の時代

に向けて、ＩＴ産業に必要とされる技術力、人材、マネタイズ方法、ビジネスに活用できるデー

タの見極め方と収集方法等を紹介することで、県内ＩＴ企業のデータ流通ビジネスへの参入支援

を目的とする。 

 

【開催概要】 

１ 開催日時：2022 年 3月 15 日（火）13:00～15:20 

２ 会 場：オンライン（Zoom ウェビナー）、スタジオ MECAL45 5 階 研修室大 

３ 登 壇 者：（基調講演①）一般社団法人 データ社会推進協議会 事務局長 眞野 浩 氏 
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（基調講演②）株式会社ディジタルグロースアカデミア 代表取締役 高橋 範光 氏 

（基調講演③）KDDI 株式会社 ソリューション事業本部 ５G・IoT サービス企画部 

プラットフォーム G グループリーダー 佐々木 徹 氏 

（事例紹介①）株式会社 ＪＴＢ沖縄 沖縄観光開発プロジェクト 萩本 隆志 氏 

４ 対 象 者：データ流通ビジネスに参入を検討している県内 IT 事業者およびデータ利活用に興味の

ある事業者 

５ 参加費用：無料 

６ 開催形式：オンラインセミナー 

 

【集客方法】 

１ 周 知 先：一般、ISCO 会員・関連企業及び団体 

２ 周知方法：チラシ、ウェブページ掲載、メルマガ、SNS による発信、FB 広告 

３ 集客見込数：70PV 

４ 申込受付：Zoom 登録フォーム、FB 申込フォーム 

 

【タイムテーブル】 

 

 

【参加状況】 

１ 事前申込数：124(zoom)＋39(FB)＝163 

２ 視聴数：110PV 

３ アンケート回収：52（視聴数に対して 47％） 

４ 成果（次年度事業について連絡希望）：10 件 
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【アンケート結果】 

■回答数：52 件（Zoom アンケートフォーム） 

 

Q1.本セミナーに参加された理由を聞かせてください。（複数回答可） 

データ利活用に興味がある 33 

データを活用したビジネスに興味

がある 

27 

沖縄の IT業界の傾向に興味があ

る 

25 

沖縄県の事業に興味がある 15 

その他 1 

総計 101 

 

 

Q2.上記で、「データ利活用に興味がある」「データを活用したビジネスに興味がある」を選択した方

は、具体的にどのような分野に興味があるか教えてください。 

1 エアモビリティ、メタバース、HR 

2 売上向上ためのデータ分析 

3 データドリブン社会の構築 

4 

宿泊・飲食・介護・医療など、対人／接客を主業務とする業界において、データ活用すること

で主業務の高度化や主業務以外の圧縮（それが主業務の高度化にもつながる）をして、売上ア

ップ／コストダウンを図れるソリューションに興味があります。 

5 
情報が多い社会の中で、必要な情報の発信と必要な情報の受信を安全にスピーディーに利活用

していければと、現在いろいろと情報収集をした。 

6 
地域や自治体、企業が抱えている課題を、データを活用して解決するという授業を継続的に行

いたい。 
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7 

IT に詳しくないため恐縮ですが、現在電話や FAXを中心にお客様から問い合わせや予約を受け

ていますが、各々内線や紙媒体資料で予約状況を確認し対応をしている状況で、全体的に手法

がアナログです。また営業部門・予約部門・経理部門のシステムでの連携ができておらず各部

門の業務についても効率的とは言えません。 

基幹システムを構築することで、施設内状況をどこからでもリアルタイムに確認・更新できる

ようにし、各部門がスムーズに連携できないか。（いうなればコールセンター的なイメージでし

ょうか）また、そこで得た利便性や顧客データ等を営業先に活かすなど、ビジネスに活用でき

ないか。そういったことを考えております。 

8 
1、データを使ったアプリ開発（ガーデニング） 

2、沖縄で農業している人達の農業データ 

9 データ利活用した観光事業 

10 沖縄でビジネスとなりえるのか興味があった 

11 

県内データ標準化に向けての取り組み。県内企業のデータ整備。県内企業のデータ二次利用状

況。データ連携基盤。県内 IT事業者または協議会の横連携。2025 年 IT の壁に向けた対策。リ

ゾテック文脈でのアーキテクチャ 。沖縄県のデジタル田園都市構想参画とデータ利活用モデル

の構築 etc 

12 
自治体 DX（行政・産業）推進にあたりデータ利活用は必要不可欠。特に１次産業や観光業の取

組の際の意思決定に興味がある。 

13 

商品の広告宣伝をした場合、HP や SNS、テレビ、ラジオ等様々な手段があります。どれぐらい

費用をかけてどの媒体を活用した方が広告効果（購買につながったか）を分析するためのデー

タ活用に興味があります。 

14 
現在 IoT データを蓄積しているのですがどのようにビジネスに利用できるか知りたかったた

め。 

15 データ利活用及び活用でのビジネスモデル 

16 ・中小・小規模企業に参考になるデータ活用事例に興味あり。 

17 データを利用して売り上げを上げる施策について、興味がある。 

18 データを活用した傾向分析による予測 

19 医療データ 

20 
音楽イベントへの集客と収益性。 

完全なオンライン化への移行を目指すが、そこに対するアプローチとして。 

21 データ分析 

22 DSA の活動 

23 保険業におけるビジネスへのデータ利活用、新事業創出 

24 観光 DMP の導入 

25 沖縄観光情報のオープンデータ、2次交通関連 

26 医療データの利活用について興味をもっています。 

27 コンサルティングや集客、効率化や新規事業 
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Q3.本日のセミナーはいかがでしたか？ 

とても満足している 12 

満足している 31 

どちらともいえない 9 

総計 52 

 

 

 

 

Q4.今後のセミナーを実施する際の参考にいたしますので、「やや不満である」、「不満である」と回答さ

れた方は理由を教えてください。 

1 満足はしていますが、聞き取りにくいことがあったことが残念でした。 

貴重なセミナーに参加できたことを、感謝申し上げます。 

ありがとうございました。 

2 KDDI のお話では音声が聞き取りづらく、全く内容が入ってこなかった。 

 

Q5.回答者様について教えてください。（職業） 

会社員（IT 関連） 17 

会社員（非 IT企業） 19 

公務員・団体職員 6 

自営業 8 

そのほか 2 

総計 52 

 

 

 

 

Q6.所属する組織の規模を教えてください。（パート・アルバイト等含む） 

300 名以上 11 

101～300 名 10 

31～100 名 10 

11～30 名 4 

1～10 名 12 

(空白) 5 

総計 52 
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Q7.質問 5で、ＩＴ関連と回答された方の主な業務内容を教えてください。（複数回答可） 

BPO;情報サービス・製品の販売・保守 1 

Web 制作 1 

Web 制作;情報サービス・製品の販売・保守 1 

ゲーム・アプリ開発 1 

コールセンター 1 

コンサルティング 3 

コンサルティング;その他 1 

システムインテグレーション 1 

その他 2 

データセンター;業務ソフト開発;情報サービス・製品の販売・保守;システムイン

テグレーション 

1 

業務ソフト開発 2 

業務ソフト開発;システムインテグレーション 1 

業務ソフト開発;システムインテグレーション;コンサルティング;情報サービス・

製品の販売・保守;Web 制作 

1 

業務ソフト開発;データセンター;BPO;システムインテグレーション;IT 技術者派

遣 

1 

情報サービス・製品の販売・保守 3 

情報サービス・製品の販売・保守;コンサルティング 1 

(空白) 30 

総計 52 

 

Q8.上記で「その他」を選択された方は、業務内容を教えてください。 

イベント業 1 

コンサルティング 1 

シンクタンク 1 

運輸業 1 

卸売業 1 

観光関連団体 1 

観光業（観光施設運営） 1 

企業支援を主とする公益財団法人 1 

経営企画室 1 

個人事業で「経理塾」で日商簿記講座と Excel・Word 講座を予定。 1 

広告業 1 

宿泊施設経営 1 

中小企業支援機関 1 

調査研究業務 1 
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調剤事務 1 

総計 16 

 

Q9.ご紹介した令和4年度の補助事業に興味はありますか？興味がある場合は、連絡先を記入ください。

後日連絡いたします。（企業名、氏名、メールアドレスもしくは電話番号） 

※10 件、後日、メールにてご連絡予定。 

 

Q10.その他コメント 

1  自分の塾の受講生への情報発信や受信、「小学生のプログラミング」で今後の子

供達や若い世代の女性たちに対して、今後の ITに対する学習の方向性をアドバイ

スできるように情報収集と勉強をした。とくにシングルマザーの経理事務員養成

（ほぼボランティア）が一番の目的で、別講座にて収入確保が必要な為、事業展開

を検討中です。 

2 お手数おかけしますが本日の発表資料をいただけないでしょうか。 

3 こういったことができないか、といった漠然としたイメージを社内の一部に共有こ

そしていますが、具体的な動きへはまだ至っておりません。今回のウェビナーを通

して、他社事例などを参考にできればと思い参加致した。今後、必要に応じ ISCO

さんの情報提供や、補助事業等を活用・参考にしたいと考えております。 

4 たいへん充実した内容でした。有難うございます。 

5 まだデータ活用の具体策には落とし込めていないですが、 

毎回参考になっており、ありがとうございます。 

次回も楽しみにしてまいります。 

6 企画運営もありがとうございました。 

7 今後とも、セミナー等催しのご案内をいただけると幸いです。 

8 全てを視聴することができず申し訳ありません。 

他業務も進めながらの視聴の為、２時間の参加は厳しいと感じています。 

もう少し短めの内容に圧縮して頂けると情報収集がしやすくなり、助かります。 

9 本日の講演資料は配布されないのでしょうか？ＪＴＢ沖縄さんの資料は抜粋でもい

いので頂戴したいです。ご検討のほどよろしくお願いします 

10 本日は貴重なお時間ありがとうございました。 

仕事の合間での参加で、途中で抜けてしまった為 

可能でしたらレコーディングしているデータを共有頂けますでしょうか。 

11 問題なければ、講演頂いた資料が欲しいです。 

特にお二人目の高橋様のプレゼン資料。 

宜しくお願いします。  KBC 学園 島袋 seiyu@kbc.ac.jp 

 

※添付資料１３：実施報告書 
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⑤ アーカイブサイト構築に関すること 

■目的とゴール 

●Q（品質） 

今年度採択された事業者の実証内容や事業紹介をまとめた宣伝用アーカイブサイトの 

構築をおこない検索機能（タグ検索、カテゴリ）の充実、採択された事業に関連した 

過去の補助事業も併せて紹介し事業者の紹介をおこなう 

・補助事業のアーカイブ化周知をする 

    ・県内の実証先や事業者に対し営業用の紹介ツールとして活用する 

    ・次年度掘り起こしのためのリスト収集と周知の仕組みを構築 

 

●C（費用） 

・サーバ環境構築準備 

   ・デザイン制作 

   ・サイトコーディング 

   ・WordPress（CMS）のカスタマイズ構築 

   ・インデックス登録などの初期設定（計測、サーチコンソール） 

   ・品質管理 

 

●D（納期） 

 22 年 3 月末 

 

●URL おきなわ ICT プラス 

https://okinawaict-plus.com/ 

 
 

●サイトの周知 

今年度行われたセミナー、ワークショップより集めたリスト（800 件）を活用し、 

サイトの周知、次年度の事業紹介を実施 

 

●サイトマップ 
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●デザイン 



4-345 
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